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C H A P T E R O N E

1 はじめに

Windows版Chart 5 はWindows 2000、またはWindowsXP 搭載の

コンピュータ(Chart 5ではそれ以前のWindowsには対応していませ

ん)と接続したPowerLabを、マルチチャンネルチャートレコーダと

して使用するための専用アプリケーションです。　　　

本書における'Windows'という記述はWindows オペレーティングシ

ステムのことを意味します。

この章ではChartのインストール方法、必要なハードウエア環境、本

書の利用法について述べていきます。

注：本書の説明はChart 5 for Windowsの日本語版を想定して解説し

　　ます。但し、文中の図や表は英語版に基づいていますのでご注意

　　下さい。
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Chartを使用するための基本事項

Windowsに対応

Windows版Chartをインストールし使用する前に、予めWindows の

環境に慣れておくことが必要です。マウスやキーボードの操作法、メ

ニューからコマンドの選択法、ファイルのコピー方法などが判からな

い場合は、ご使用のコンピュータに付属しているマニュアルを参考に

して基本操作を習得してください。PowerLabのアプリケーションは

ユーザフレンドリーな設計になっておりますが、Windowsの環境を

熟知しておいた方が、より速やかに本アプリケーションを使いこなし

ていただけます。

PowerLabを正しくコンピュータに接続し、安全かつ効果的にご使用

いただくためにまず「PowerLabオーナーズガイド」をご使用前に必

ずお読みください。オーナーズガイドに説明されている用語に目を通

してから、この章を読み始めてください。

本書の利用法

本書はお急ぎの場合は、まずこの章と次の章『Chartの概要』を読ん

でから、「Chartゲッティングスタート 」(ご購入のPowerLabまた

はバージョンアップされたソフトウエアに付属)、あるいはChartのオ

ンラインヘルプ(Helpメニューから利用可能)をお読みください。

Chartの基本機能やChartデモンストレーションファイルからコピー

でコントロールやセッティングを実行する方法について学習できま

す。データの記録を開始してから、問題や予想外の結果が発生した場

合や必要な機能に関して知りたい場合には、その都度本書をご参照く

ださい。

ただし、本書をより効率的にご利用いただくには、コンピュータを前

に実際に操作をしながら本書を読み進める方法をお勧めします。この

方法は最初は面倒な作業に感じられるかもしれませんが、結局はより

短い期間で効率良くChartをマスターすることができます。コンピ

ュータに搭載したアプリケーションを独自の方法で操作し、試行錯誤

を繰り返しながら習得するよりもずっと効果的です。なお次の章から

はChartを使用していく上で必要な操作手順が、段階を踏んで効率的

に説明されています。まずこの章で、システムコンフィギュレーショ

ンとChartのインストール方法を学んでください。

注：本書に例示してある画面図はHigh Contrast White カラース

キームを使用しています(WindowsのDisplay Propertiesダイアログ
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ボックスのAppearance パネルで設定します)。その他のカラース

キームでChartを使用した場合は表示が若干異なります。

記述を簡略化

記述を簡略するため、コマンドメニュー、ショートカットなどは表1-

1の様に省略して記述します。ショートカットは二つに形式で表しま

す：テキストに於けるハイフンと表中の＋印で、文脈で明白にしま

す。　 

この説明書で使う画面の画像はChartの英語版 Windows 2000からの

ものを引用しました。鮮明な画像を使う為に、ハイコントラストホワ

イトカラースキームで18ピクセルにタイトルバーサイズは設定しまし

た。

Windows 2000以外のOSでは画面が若干異なるかもしれません。

本書の補足として

本書は参考用のガイドブックです。プログラムの使い方やプログラム

が持っている機能に関しては総て説明してありますが、チュートリア

ルや実際の応用例などには触れていません。ADInsrumentsではこう

いった実用的な参考書として、テーマ毎に特化した応用例が詳細に解

説されている大変役に立つ印刷物をアプリケーションノートとして用

意しています。Chart自体は一般向けの記録プログラムですが、特殊

な分野にも極めて効果的な記録解析できる幅広い機能を持ったプログ

ラムです。

アプリケーションノートは、特定な使い方の例を挙げて解説した参考

書です。アプリケーションノートはADInstruments社のwebページ

からダウンロードできますし、日本語の解説書は別途CD ディスクに

ファイルされています

慣用句の例 意味

編集 > プリファレンス> カーソル.. 編集メニューのプリファレンスサブメニュー
のカーソルコマンド

Ctrl-S, 又はCtrl + S <Ctrl>キーを押しながら'S'を入力する

Alt-Shift-click、または　　　　　
Alt + Shift + click

<AiT>と<Shift>キーを押しながらマウスを　　
クリックする

表 1-1 
コマンドメニューとショー

トカットに関する速記用法
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必要なコンピュータ

PowerLabを使うのに必要なコンピュータを二つに大別します: 

Chartを開いて起動し既存のデータファイルを解析する為に必要な基

本的なコンピュータと、PowerLabをUSBかSCSIインターフェース

でコンピュータと接続して使うのに必要なコンピュータ。

基本的なコンピュータの必要条件

･ Pentiumレベルのプッロセッサー

･ Windows 2000では64 MB RAM、Windows XPでは128 MB 

RAM

･ 空きハードディスク容量が40 MB

･ 800 x 600、256 以上のカラーディスプレイをサポートするコン

ピュータとモニター

･ Microsoft Windows 2000 かXP

･ CD-ROMドライブ搭載 (ソフトウェアのインストール時に必要、

ネットワークを使った代用も可)

USB用

･ USBインターフェースを持つコンピュータ(USBカードでも可)

SCSI用

･ 対応するSCSカードとケーブル。ADInstruments社で供給、又は

推奨するカードとケーブルをお使い下さい。それ以外のSCSI 

カードやケーブルも対応するかも知れませんが、ご相談下さい。

PowerLab システム

PowerLabシステムはハードウエアとソフトウエアから成るデータの

記録、表示、解析用のシステムです。本システムはPowerLabハード

ウエア装置とソフトウエアアプリケーションプログラム(Chartなど)
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で構成されていて、PowerLabを接続したコンピュータ上で作動しま

す。

PowerLab装置自体が強力な演算能力を所有しており、データの記録

に必要な多くのタスクを実行します。データがPowerLabからコンピ

ュータに一旦転送されると、そのデータの表示、操作、印刷、保存、

読みだしは随時自由に実行できます。

PowerLabとMacLabモデル

最初のMacLabはアップル社のMacintoshコンピュータ用として1986

年に開発され、ChartとScopeの二つの専用ソフトウェアと一緒に発

売されました。それ以来、ハードウェアとソフトウェアには数々の改

良が加えられ、コンピュータ技術の発達に伴いより洗練されたシステ

ムになりました。又、Windows 98オペレーティングシステムの出現

に合わせ1997年にChart for Windowsを発売しました。その際、

ハードウェアのクロスプラットホーム化に伴い、MacLabの名称は

PowerLabに代わり統一されMac OSでもWindows上でも使用できる

ようになりました。 

PowerLab/200、PowerLab/400などは標準Eシリーズとして標準的

な記録を目的としたユーザを対象に開発されました。PowerLab/sp

シリーズは従来のMacLab/sと同様、高速記録用として発売していま

す。このソフトウェアは両シリーズで使用できますが、ハードウェア

に依り使用できるサンプリング速度が異なります。

PowerLabの姉妹品であるMacLabハードウエア装置はMacintoshコ

ンピュータまたはMac OS搭載のコンピュータ用に開発されたもので

す。1997年以降に生産されたMacLabはPowerLab同様、PC上での

使用が可能となりました。これ以前のMacLabはPCでの使用はできま

せんが、モデルにより使用可能なものもあります(詳細はPowerLab

代理店までお問い合わせください)。

Chart 5 for Windowsは総ての/sp、/stシリーズと/20シリーズの

PowerLabに対応していますが、機種に依っては一部の機能(フィル

ター設定など)が異なります。また、SシリーズのPowerLabや

MacLabにも対応しますが、古いPowerLab(400シリーズ)や

MacLab(Eシリーズ)には対応していません。
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Chartの起動とライセンス

PowerLabをコンピュータと正しく接続されているのを確認して 

(PowerLabに付属しているオーナーズガイドに従って下さい)電源を

入れます。デスクトップのChart ショートカットをダブルクリックす

るか、ADInstruments (デフォルトロケーションでインストールした

場合)でChartを選びタスクバーの<スタート>ボタンをクリックしま

す。

初めてChartを起動すると、図1-1の様なダイアログボックスが表示

します。 自分の名前(3文字以上)と所属(3文字以上)、及び自分の

Chartのコピーに対して供与されているライセンスコードを入力しま

す。Click <OK>をクリックして起動するか、 <終了>で Chartを終了

します。 

プログラムがPowerLabをセットアップするのに少し時間が係るかも

知れません。PowerLabが正しく接続されていなか電源が切れている

と、図1-2のダイアログボックスが表示します。PowerLabが接続さ

れ電源も入っていてもこのダイアログボックスが表示する場合は、

オーナーズガイドの「トラブルの解決」の項をお読み下さい。ハード

ウェアの始動時のトラブルに関しては、このガイドのAppendix Bに

もインフォメーションが載っています。 

このダイアログボックスが表示することは、<スキャン>ボタンをク

リックした時にChart が接続してるPowerLabを認知できていない事

なので、<終了>ボタンをクリックしてダイアログボックス(Chartも)

を閉じて下さい。SCSIで接続した場合は必ずPowerLabをオフにし

てからコンピュータの電源を切って下さい(USBではその必要はあり

ません)。 

図1-1 
Chartライセンスの設定ダ　

イアログボックス
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Chartを終了する

ファイルを開いた後Chartを終了する場合は、ファイルメニューか

ら<終了>を選択します。本書を学習中の方は、そのままファイルを

開いたままで次にお進みください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
データ収録の基本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ここではPowerLabシステムでデータを記録する一般的な方法につい

て説明します。

PowerLabシステムの目的はデータを収録し、保存して解析する事で

す。図1-3は収録の要約を示したものです。通常、元の入力信号はア

ナログ電圧として、その振幅は時間に対して連続的に変化する信号で

す。この電圧信号をハードウェアでモニターし、シグナルコンディシ

ョニングと呼ばれる処理で、振幅やフィルターによりその信号を適し

た形に変えます。シグナルコンディショニングには、例えば、トラン

スジューサを使う場合に問題となるオフセット電圧をキャンセルさせ

るゼロ調整などが含まれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シグナルコンディショニングの後で、アナログ電圧は一定の間隔でサ

ンプリングされます。この信号をアナログからデジタルに変換して、

接続したコンピュータに転送します。データはソフトウェアにより直

接ディスプレイします。データの表示はサンプリングしたデジタル

データポイントをプロットし、ドット間を線分で描画してディスプレ

イします。デジタル化したデータは保存すればいつでも検分できま

す。またソフトウェアによりデータは様々な方法で取り出したり解析

ができます。 

図1-2 
PowerLabが正しく接続さ　

れていないと、このダイア

ログボックスが出ます
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データを収録するためのパラメータは、大部分ソフトウェアにより

ユーザ側で設定できます。満足すべきデータを記録するには、その

データに最適なパラメータの条件で記録する必要があります。サンプ

リング速度や測定レンジ、フィルター設定は一覧できますが、当てず

っぽに設定すべきではありません。何を、どんな理由で、どのような

相関で記録するのかをハッキリさせた上で、最適な記録条件を見つけ

て設定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
サンプリング速度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サンプリングは一定の時間間隔で採った一連の分散値を、元の連続ア

ナログ信号に置き換えます。どのサンプリング速度が良いかは、測定

する信号により様々です。サンプリング速度が遅すぎると、情報がロ

スして取り返しが利かず、元の信号を正しく再現できません。速すぎ

ると情報はロスしませんが、データが多すぎて処理時間が係り不必要

にディスクファイルを大きくするだけです。 

周期波形を遅いサンプリング速度で記録すると、aliasing効果で不正

確で紛らわしいディスプレイになります。丁度古いフィルムに映った

馬車の車輪が止まったり、逆回転して映る様に正確に記録できませ

ん。

これを防ぐには入力波形で予想される周波数の少なくとも２倍のサン

プリング速度に設定します。このサンプリング速度はナイキスト

(Nyquist)周波数として知られており、アナログ信号を正確に記録す

るのに必要とされる最低限のサンプリング速度です。即ち、入力信号

図1-3 
PowerLabシステムを使った

データ記録の模式図

アナログ電気信号メカニカル信号

トランスジューサ

デジタル信号

PowerLabハードウェア コンピュータ

増幅 フィルター処理 サンプリング ディスプレイ入力

'101101'
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の最大周波数成分が100Hzならサンプリング速度は200Hz以上ないと

正確に記録できません。情報をロス無く安全を期すなら、最大周波数

成分の5から20倍のサンプリング速度にすべきです。　　　　　

大抵の場合、この最大周波数は予知できます。トランスジューサを使

う場合はその周波数特性が判っていますので参考にして下さい。ま

た、メカニカルなフォースを計るブリッジトランスジューサは高周波

成分は発生しません。記録する信号の周波数（バンド幅）が不明な場

合の有効な目安として、トランジェントピーク値やその一連のシグナ

ル波形から明らかな値の5から20倍程高く設定します。

シグナルの高周波成分はシグナルのサンプリングと、シグナルのスペ

クトラム(スペクトラムウィンドウで使った)で見ている最大速度で公

式には決まります。スペクトラムでは振幅の2%程度の高周波成分は

記録の精度には殆ど影響しません。　　　　　　　　　　　　　　　

20 /s

200 /s

実波形(3.5 Hz), at 40/s Aliasedシグナルl (0.5 Hz), at 4/s

4/sでの
ｻﾝﾌﾟﾙポ
イント

図1-4 
サンプリング速度の違いによる

ラットの血圧の波形。上はサン

プリング速度が遅すぎる例。

　　

図1-5 　　　　
Aliasing:4ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で3.5Hz　
の信号をサンプリングすると　
不適切な波形、0.5Hzのシグ　
ナルが表示します。
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フィルター処理

アナログ波形は様々な周波数域と振幅域を有する真のサイン波形の数

の総数として、数学的に表すことが出来ます。低周波数域は緩やかに

変化する波形成分であり、高周波域は速い変化を示す成分です。フィ

ルターはシグナルから指定した周波数域成分を除く働きをします。例

えば、低域通過(Low Pass)フィルターは低周波数域を通し、高周波

域をカットします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

低域通過フィルターは一般にノイズを減らし、シグナルをスムージン

グ化します。高域通過(high pass)フィルターはシグナルの遅速成分

を除き遅い揺らぎを消去します。フィルターは不完全なものです。

200Hzの低域通過フィルターを例に取ると、150Hzまでの周波数成分

はそのままで、200Hzシグナルは元の振幅の0.7に減衰し(これをカッ

トオフ周波数と言います)、周波数が高くなるほど減衰は酷くなりま

す。100Hzまでの有効な周波数成分が必要なら、400Hzのサンプリン

グ速度で200Hzの低域通過フィルターで高周波成分を処理します。

フィルター処理でシグナルのある帯域を変更できますので、有効に使

えばノイズやベースラインのドリフト、aliasing効果が除去できま

す。フィルターの設定がシグナルのバンド幅より大きくなっている

と、シグナル成分が無くなってしまいます。例えば、5Hz以下の成分

を持つ波形を採りたい場合に、20Hzの高域通過フィルターを使うと

(0から20Hzのシグナルがフィルター処理され)有効な情報がシグナル

から喪失してしまいます。 

生のシグナル

フィルター処理したシグナル

高域通過 フィ
ルター処理

低域通過フィル
ター処理

図1-6 　　　　　　　　
周波数が混在するシグナルのフ

ィルター処理の効果：高域通過

フィルターは低周波数成分を除

き、低域通過フィルターは高周

波数成分を除きます
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デジタル化

電圧電位のようなアナログデータをコンピュータで扱うにはデジタル

に変換しますが、この場合一定のデジタル数値に整合させる必要があ

ります(例えば、デジタル温度計は近似値を測定温度としています)。

アナログの値はこの間で切り上げ、又は切り下げられてデジタル数値

化されます。通常この近似値(デジタル値)はその最小桁数に比べて十

分大きいので、問題にはなりません。A/D変換器でアナログ信号を２

進法に変換してデジタル化します。12ﾋﾞｯﾄのADCでは212又は、4096

分割の振幅値分解能を持っています。大抵の生物学的な信号を扱うに

はこれで十分です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大部分のPowerLab記録ユニットは16ﾋﾞｯﾄADCを使っています。

Chart4 とChart5 では16ﾋﾞｯﾄ、65,536うち64,000分割の入力振幅値

分解能を持っています。即ち、入力レンジを10Vにすると-10Vか

ら+10Vを約64,000に等分割し、最小変化電圧値は0.3125mVの判別

範囲ということになります。レンジを10mVにすると最小判別値は

50.3125μVとなります。ADCの分解能はハードウェアが関係します

のでユーザ側では変更できません。 

フィルター未処理

ノイズが消去

フィルターの掛け過ぎ

図1-7 　　　　　　　　　　

低域通過フィルターの違いによ

る心電図に与える影響:フィル

ター処理でノイズはとれます

が、掛けすぎると高周波スパイ

クが必要以上に減衰します。
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レンジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

レンジはゲインや振幅の総数に逆比例しますが、直接測定される値に

反映しますのでゲインに比べて有効なパラメータです。PowerLabで

は測定レンジは各チャンネル毎に設定できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

設定レンジを超える電圧信号は入力できません。この限度を超えた信

号は、out of range(範囲外)となり振幅値は記録されません。超える

恐れのある場合にはレンジの設定を大きくして下さい。

　　　　　　　　　　　　　

最良の分解能にするにはオーバレンジしない範囲で、記録したいシグ

ナルの最大振幅に近いレンジを選びます。この場合、デジタル化によ

る最小有効桁数は測定値に比べて十分小さくなります。シグナルは増

幅された後でデジタル化されます。シグナルが設定レンジに対して小

さ過ぎると分解能は下がります。極端な場合、記録した波形はスムー

ズな波形とはならずステップ状になります。最大の分解能で±480　

mVのシグナルを測定したいなら、デフォルトの10Vでも十分です

が、レンジを500mVにします。500mVを超えるシグナルを入力する

恐れがあるなら、レンジを1Vか2Vにしておけば安全です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

画面上で波形のディスプレイを変更しても(ズームウィンドウで拡大

したり、振幅軸を拡張したりして)表示だけで、分解能は変わりませ

ん。 

ノイズ

ノイズを「不必要なシグナル」と規定します。設定レンジを低くして

極めて小さなシグナルを記録する際には、これが問題となります。　

温度ドリフトなどのランダムノイズはPowerLabを含め全ての電気回

路に内在するもので、フィルター処理で最小限に抑えられます。フィ

ルターの設定で低域通過フィルターを選べば、必要なシグナルを不当

に改竄させずに大抵のバックグランドノイズが除去できます。

図1-8 
ノイズが載ったシグナル(右)と

元のシグナ(左) 



Chapter 1 — はじめに 13

信号ではグランドループによるノイズを避けるため、差動入力が向い

ています(グランドループは電源アースに複数の記録測定器が接続さ

れている場合に起こる現象です)。PowerLabのシングルエンド入力

は準差動で、グランドループノイズの電圧変動を中和します。

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もう一つの重要なノイズに浮遊電磁場や誘電電位があります。これに

は電源コードからの干渉(50、60Hzの電源ノイズ)、切替装置やコン

ピュータ、蛍光灯、トランス、ネットワークケーブル、VDUなどか

らの干渉が該当します。この電気干渉は記録シグナルには深刻な作用

をもたらします。測定器の構成や装置、ケーブルへのシールドなどに

注意すれば、この干渉を最小限に抑えられます。特にデリケートな測

定にはシールドルームなどが必要になるかもしれません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ディスプレイの限界

数多くの測定値を解釈することは、特にそれらが生物学的なものであ

る場合は経験的な確証が基本となります。無数の測定値が何年にもわ

たり採集され、正常値や例外的な値のプロファイルも蓄積されていま

す。波形の形を予想するのは過去の経験を基にしているので、新しい

やり方で採集した波形を解釈することは、当初は困難が伴うかもしれ

ません。

例えば、心電図を使用するようになって75年程経ちましたが、一般的

に表示される波形は、mm表示で5mm間隔の記録紙を用い、チャー

トペーパの速度は25mm/秒で10mm幅で採ります。Chartは多彩な

ディスプレイ機能を備えているの(図1-9)で、波形の形やサイズは自

由に変更できます。単位スケールは常に表示されているせいもあり、

操作は簡単ですが、通常のECGと同じ形の縦横比を期待した場合、

波形は予想外の形状になることがあります。 

モニターの表示画面は通常約72ドット/インチですから、表示画面が

小さい場合、分解能は良くありません。信号は荒く、判別しにくいか

もしれません。記録したデータの分解能は実際に表示される分解能と

は無関係です。チャンネルのディスプレイ幅がとても狭くて、画面上

では判別がつかない場合でも、サンプリングデータは全く影響される

ことなく忠実に記録されています。

高分解印刷では精密にそれらの波形は印刷されます(より正確には高

分解印刷でも従来の心電図のペン出力ほど精密とは言えません)。

Chartのスムージングエキステンションを使えば、より見慣れた形状

の波形に修正できます。
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波形を検分する場合はディスプレイ設定を詳細にチェックすることが

大切です。表示されているものが実際に設定した内容に従っているか

どうかを確認してください。途中で設定内容を変更している場合は特

に注意してください。波形は垂直に伸ばしたり、水平に圧縮したり、

また演算機能が導入された場合には、変形して表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参考

この章ではデータ収録の幾つかの基本を説明してきました。測定テク

ニックや解析の詳しい情報は、測定目的に合った参考書を読んで参照

下さい。当社発行のApplication Noteも参考になると思います。

J. Dempster, Computer Analysis of Electrophysiological Signals 

(Academic Press, London, 1993). 

図1-9 
ディスプレイ設定の違いによる

ECGの表示例:どの図も同じ波

形です
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C H A P T E R T W O

2 Chartの紹介

Windows版ChartはPowerLab専用アプリケーションプログラムの１

つで、多目的なデータ記録、解析環境を提供します。この章では

Chartの概要、Chartウィンドウとドキュメントウィンドウの詳細、

Chartでデータを記録するための基本的な操作について説明していき

ます。



16 Chart User’s Guide

Chartとは

ChartはPowerLabハードウエア並びにコンピュータと併用すること

で、高性能なマルチチャンネルチャートレコーダとして機能します。

従来のメカニカルなチャートレコーダ以上の性能を提供します。ご購

入のハードウエアの機種によりチャンネル数は異なりますが、最高16

チャンネルでのデータ記録が様々な速度で実行できます。Chartはペ

ンレコーダの既存の限界をはるかに超えた、パワフルで使い易い、多

彩な機能を提供するデータ記録、解析用ソフトウェアです。 

コントロールとディスプレイ

コントロールの方法は簡単です。Chartウィンドウとドキュメントウ

ィンドウのサイズは自由自在に変更できます。データディスプレイは

水平方向への拡大、縮小が可能で、ウィンドウは２つに分割でき、各

チャンネルの縦幅は分割バーをドラッグするだけで最適な大きさに簡

単に変更できます。各チャンネルは不必要な時にはオフにしておけま

す。チャンネルの振幅軸をドラッグして拡張したり、ダイアログボッ

クスで最適なデータディスプレイ設定に変更できます。 チャンネル

ごとに任意のタイトルを入力したり、異なる測定単位を指定したする

こともできます。レンジやフィルターオプションも各チャンネルで個

別に設定できます。ディスプレイのカラー、パターン、グリッドも変

更が自在です。ツールバーを使って頻繁に行う操作をマウスのクリッ

ク操作だけで実行できます。

記録

記録後のデータを表示するだけでなく、記録中のデータをウィンドウ

上(分割したウィンドウでも)に表示します。記録中にも記録速度とレ

ンジの変更ができます。随時、記録を開始、停止でき多くの個別デー

タの集まりを１つのChartファイルにまとめることができます。特定

のイベントへのコメントの挿入も記録中、記録後にかかわらず全チャ

ンネル、又は任意のチャンネルに実行できます。 

保存、印刷、編集

Chartの記録データは編集、印刷ができ、後のレビューのためにディ

スクに保存することもできます。作業を迅速、簡単に反復するために

Chartファイルの設定を保存しておくことができるので、再設定の手

間が省けます。ファイル全体またはセレクションのみの保存も可能で

す。これにより必要な部分の記録のみを取り出して編集することが容

易になります。また、既に開いているファイルの最後に複数のファイ
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ルを付け足すこともできるので、記録を要約して1ファイル内に作成

したりする場合などに活用できます。データはテキストファイルとし

てスプレッドシートや、統計プログラムなど別のアプリケーションに

転送できます。 

解析

記録が終了したら、記録データをスクロールして直接データポイント

が読み取れます。データはすべてデジタルで、直接読み取りができる

ので、測定エラーが発生する心配はありません。マーカを使って、選

択したポイントから読み取りができます。記録したデータを演算、保

存できるデータパッドが備わっていますので、印刷したり、他のアプ

リケーションにデータを転送したりするのに利用できます。X-Yビ

ューでは任意のチャンネルのデータを別のチャンネルのデータにプロ

ットできます。データの一部を詳細に調べるためのズームビュー機能

がChartには備わっています。複数のチャンネルを重ね合わせ(オー

バーレイ)て直接比較することもできます。記録中、記録後にコメン

トを追加することもでき、これらのコメントはコメントウィンドウに

リストアップされ、このリストから直接すべてのコメントが呼び出せ

ます。

向上した機能

トリガー機能は内部または外部機器を使って、Chartが記録を開始、

停止するタイミングをコントロールするものです。スティミュレータ

は外部刺激の設定をするもので、スティミュレータパネルコントロー

ルを使って、記録時に必要な刺激のオン、オフ切り替えをしたり、調

節したりします。各種の演算入力機能は、リアルタイムで読み取った

データに適用できます。イベント回数、信号の周期、サイクリックと

エンベロップパラメータ、微分や様々な積分機能が利用できます。演

算されたデータは生データの代わりに、または生データと共に別のチ

ャンネルにディスプレイできます。

カスタマイズ

Chartをそれぞれの使用目的に合わせて、カスタム化することができ

ます。コントロール、メニュー、それらのコマンド(キーボードコマ

ンド)をロックしたり、隠したり、変更したりできるので、Chart全体

を学生の実習用に簡略化して使用するのに便利です。Chartファイ

ル、及びドキュメンテーションやマルチメディアファイルの様なそれ

に付付帯するファイルは、イージーアクセス用に 'Experiments 
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Gallery(エクスペリメントギャラリー' に追加できます。マクロ命令

を作成して複雑なタスクをスピードアップし自動化することも可能

で、これらのマクロは各ファイルのどのメニューにも保存できます。

カスタマイズメニューとマクロは文字入力指定となります。　　　　

Chartエクステンションが新たに加わりました。Chartエクステンシ

ョンは特定な使用目的の為の拡張機能で、データパッド機能、チャン

ネル演算や総合的なユーティリティーとしてとても便利な機能です

(例えば、データをチャンネル演算でスムージング処理し、波形から

不必要な高周波数成分を除きます)。

オンラインヘルプ

Chartのオンラインヘルプでは、Chartで実行する大部分のタスクの

操作法を提供しています(本書ではより詳細に説明します)。また、

様々なChart機能の説明に用いている用法の規定や、広範なインデッ

クス、サーチ機能も含まれております。オンラインヘルプを開くには

ヘルプメニューから<Chartヘルプ>を選ぶか、主要なChartダイアロ

グボックスから使用できる<ヘルプ>ボタンをクリックして下さい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Chartファイル

Chartファイルには二つの主要なタイプがあります： データファイル

とセッティングファイル(図2-1)。データファイルはデータを記録す

るのに使われます。セッティングファイには記録したデータは含まれ

ませんが、サンプリング速度、チャンネルレンジ、トリガー設定、デ

ィスプレイ設定などのChartのセッティングが含まれています。これ

らのファイルは必要なセッティングを使って新規データファイルを作

成したり、既存のデータファイルを導入するのに使います。Chartフ

ァイルはまた、 Chartドキュメントとして引用されます。 

Chartファイルには数多くの付帯するウィンドウがあります。 総てに

記録したデータの中にChartビューを持っています。また、ズームビ

ュー、X-Yビューやスペクトラムウィンドウなど別のウィンドウも持

っています。ファイルを開いたり閉じたりすると、それに付帯する総

てのドキュメントウィンドウも開くか閉じます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 2-1 
Chart データ及びセッティ

ングファイルのアイコン
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Chartファイルを開く

本書を始めから習得されている場合は、ここでChartファイルを開い

てみてください。これから説明するコマンド、コントロール、設定を

実際に画面上で確認できます。まず最初に、PowerLabが正しくコン

ピュータに接続されているのを確認してから、電源を入れてくださ

い。PowerLabをつながないでChartを使う場合は(例えばラップトッ

プコンピュータにコピーをとって自宅で学習したい場合)、ファイル

を開くとダイアログボックスに解析オプションが表示されます。これ

を選択すると、PowerLabハードウエアがなくてもChartを使用する

ことができます。使用不能のコントロールはダイム表示になります。

Chartをスタートするにはデータファイルのアイコンをダブルクリッ

クするか、セッティングファイルをダブルクリックして同じ設定条件

の新規データファイルを開きます。または、デスクトップあるいはフ

ォルダウィンドウのChartアイコンの１つをクリックし、Fileメニ

ューから<開く>を選択するか、あるいはアイコン(図2-2)をダブルク

リックします。<スタート>ボタンのProgramメニューでChartを選択

すると、新規未名称のChartファイルが開きます。Chartが

PowerLabを認識しセットアップするのに少し時間がかかります。

ファイルやセットアップしたエクスペリメントギャラリーを伴わずに

Chartをスタートすると、エクスペリメントギャラリーのダイアログ

ボックスが表示し '今はこのダイアログボックスを無視して閉じて下

さい。' と指摘します：これについては5章で説明します。

Chartを開くとまずChartアプリケーションウィンドウが表われ、こ

れはChartビューとズームビューなどの別のドキュメントウィンドウ

も付帯しています。デフォルト設定では、Chartを起動するとChart

ビューが画面全体に表われ(タスクバーを残し)、Chartデータファイ

ルウィンドウがChartビューに表示されます。各ウィンドウの大きさ

は調節可能です。Chartでは複数のドキュメントファイルを同時に開

いておくことができますが、PowerLabから記録するデータのために

必要なファイルは一度に１ファイルのみです。

Chartアプリケーションが一旦ロードされてしまうと、ファイルメニ

ューで<新規>を選択すれば新規未名称ファイルが作成され、オープ

ンできます。ドキュメントを初めてオープンすると、新規ドキュメン

トがデフォルト設定で作成されます(サンプリング速度、チャンネル

レンジ、ディスプレイセティング、ウィンドウサイズなど)。今まで

にドキュメントをオープンしたことが有れば、新規ドキュメントダイ

アログボックスが表示します。デフォルト設定かオープンしているア

図 2-2 　　　　　　　　
Chart デスクトップアイコンを
ダブルクリックして開く
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クティブドキュメントの設定が選択できます。チェックボックスを

マークすると開いているドキュメントが閉じ(変更は保存できます)、

新規ドキュメントが開きます。新規ドキュメントには'Document1 

'、'Document2'の名称が付きます。

既存ファイルを開くには、ファイルメニューで<開く...>を選択しま

す。ファイルを開くのディレクトリダイアログボックスが表われま

す。必要な既存ファイルを検索したい場合はファイルの場所のポップ

アップメニューを使ってハードディスク内をナビゲートしてくださ

い。リストにあるファイルを選択すると、そのタイトルはハイライト

表示になり、ファイル名テキスト入力ボックスに表示されるので、<

開く>ボタンをクリックするとそのファイルが開きます。タイトル

バーの<ヘルプ>ボタンは次にクリックされたダイアログボックスの

インフォメーションを得るためのものです。

<ファイルの種類:>のポップアップメニューで開きたいファイルの種

類を選択します。選択した種類だけがスクロールリストに表われま

す。通常Chartデータファイル、Chart設定ファイル、Chartテキスト

ファイル(Chartで作成されるフォーマットのテキストデータ)だけが

ポップアップメニューから選択できますが、その他のものを状況によ

り追加することも可能です。設定ファイルでロードする設定事項はサ

ンプリング速度、チャンネルレンジ、チャンネルエリア、ディスプレ

イ設定などです。本書でChartを学習する場合、デモンストレーショ

新規フォルダ ボタン

リストビュー ボタン

一つ上のホルダーに

設定内容 ビューボタン(サイ
ズ、 タイ プ、変更期日）

図 2-4 
ファイルを開くのディレクト

リーダイアログボックス

図 2-3 
New Documentダイアログボ

ックス
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ンファイルを同時に使用すると、画面に実際のデータが表示されるの

で、Chartの動作が把握していただき易くなると思います。オリジナ

ルファイルをプロテクトするために(バックアップは採ってあるでし

ょうが)、デモンストレーションファイルをいくつかコピーしてお

き、それらにタイトルをつけて、学習用に利用されることをお勧めし

ます。

Chartファイルを閉じるか終了する

Chartデータファイルウィンドウを閉じるには、ファイルメニューか

ら<閉じる>を選択します。これでそのファイルに付帯する総てのド

キュメントウィンドウが閉じます。また、ドキュメントウィンドウを

個々に閉じることもできます：この場合は総ての付帯するドキュメン

トを閉じないとChartファイルは閉じません。

Chartの最後のファイルを閉じると、エクスペリメントギャラリーの

ダイアログボックス(5章参照)が表示(その様に設定されていれば)しま

す。

Chartを終了するには、<閉じる>ボタンをクリックしてファイルメニ

ューから終了を選択してください。あるいはキーボードコマンド

で<Alt+F4>を入力してください。どちらの場合にも、作業内容に変

更があった場合には、ダイアログボックスが表示されて変更した作業

を保存したいかを尋ねます。保存したい場合は<はい>のボタンをク

リックします。変更を無効にしたい場合(Chartを学習中の場合など)

は<いいえ>のボタンをクリックします。 

Chartアプリケーションウィンドウ

データの記録に関する基本コントロールはすべて、Chartアプリケー

ションウィンドウとChartビューに提供されています。これらのコン

トロールについては以下に説明します。また必要に応じてさらに詳し

い説明を随時加えていきます。Chartアプリケーションウィンドウに

はすべてのドキュメントウィンドウが含まれています。 

ウィンドウの最上部にはメニューバーがあり、Chartの動作や表示を

設定、変更したりするためのChartメニューを表示します(『アペンデ

ィクスA』を 参照)。ツールバーは標準タスク(新規Chartファイルを

開いたり、保存したりなどのタスク)の短縮操作をボタン表示で提供

します。ウィンドウの最下部にはステータスバーがあり、ポインター

の位置でのコマンドメニューの機能状態などを示します。 また場合

によりChartのステータスを示すこともあります。データのロード
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中、設定中、保存中、サンプリング中、マクロを記録中などです。メ

モリーインジケータとプログレスバーはハードディスクの空メモリー

容量とファイルに使用されているメモリー量を示します。 

Chartドキュメントウィンドウ

各Chartファイルには付帯する幾つかのドキュメントウィンドウを含

みます。Chartビューはデータを記録する場所で、ズームビューなど

それ以外のドキュメントウィンドウでは特化したデータビューを提供

します。

ChartドキュメントウィンドウはChartアプリケーションウィンドウ

内(図2-6)に含まれていますので、それ以外のアプリケーションに紛

れたり、隠れたりすることは絶対にありません。Chartアプリケーシ

ョンウィンドウがデスクトップであるかの様に動作します。このウィ

ンドウの範位内で移動、リサイズ、閉じる、拡大、復帰、縮小などの

操作が行なえます。

Chartドキュメントウィンドウを画面全体に表示するには最大化ボタ

ンをクリックします(拡大ボタンは復帰ボタンに切り替わります。復

帰ボタンをクリックするとウィンドウは少し小さくなり、最初に設定

されたサイズに戻ります)。コントロールメニュー、タイトルバー、

ステータスバー

メニュバー

ツール
バー

タイトルバー

プログレス
バー

メモリーインディケータ

図 2-5 
データ表示の無いChartウィン

ドウ (ドキュメントが何もオー

プンしていないとファイルとヘ

ルプメニューしか出ません)
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最小化ボタン、最大化ボタン、クローズボタンはすべてその他の

Windowsアプリケーションと同様の機能を果たします。

ChartまたはChartファイルを開くと、デフォルト設定ではChartア　

プリケーションウィンドウは有効なスペース全体にChartビュー画面

を開きます。本書ではデータの記録は、１つのChartビューで実行さ

れることを前提に説明しています。

Chartアプ
リケーショ
ンウィンド
ウ

Chartビ
ュー

最小化ドキ
ュメントウ
ィンドウ

アプリケー
ションボタ

ドキュメン
トボタン

未使用チャ
ンネル(隠れ
ている)

チャンネル
タイトル

日付の表示
(オプション)

図 2-7 
Chartビュー画面

図 2-6 
データ表示しているChart ウィ

ンドウ
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Chart ビュー

ドキュメントウィンドウにはタイトルバーとコメントバーの下に、左

から右に３つのエリアが存在します。各チャンネルのスケールを含む

振幅軸エリア、記録したデータを含むデータディスプレイエリア、チ

ャンネルコントロールエリア(図2-8)です。

ナビゲーティング

スクロールバーはウィンドウに出ているChartビュー内を、左右に移

動するためのものです。左、または右矢印をクリック、あるいは押下

げるか、スクロールバー内のボックスをドラッグすることによってフ

ァイル内を左、または右に移動することができます。スクロールバー

の両サイズのボックスをクリックするとウィンドウ内を右端から左端

(または左端から右端)に一挙に移動できます。又、コマンドメニュー

の<データの先頭に移動>や<データの末尾に移動>を選択すれば、記

録の開始や終了時に移動できます。<Ctrl>-左右矢印キー、又はツー

ルバーでも同様に移動できます。  

タイトルバーファイル名称 レートポップアップメニュ

スケール
ポップア
ップメニ
ュー

<The data display area>

振幅軸

チャンネル
セパレータ

スプリッ
トバー

スクロー
ルバー

マーカ
ビュー
ボタン

レンジポッ
プアップメ
ニュー

チャンネル
ポップアッ
プメニュー

スタート/ス
トップボタン

記録／モニ
タボタン

<Time axis>

入力レンジっ
を表示

レート/タイム
ディスプレー

コメントバー

スクロール／
レビュボタン

スケール
ボタン

図 2-8 
標準のChartウィンドウ
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ビューボタン

ビューボタンはChartウィンドウのファイルの水平のスケーリングを

縮小、拡大するための機能です(有効縮尺(拡大)比は1、２、5、10 

.... 2000：1です)。一度により多くのファイル内容を表示したい場合

は左側の小さな山印のボタンをクリックします。ファイルの表示を元

の大きさに拡大したい場合は、右側の大きな山印のボタンをクリック

してください。真ん中のボタンは縮小(拡大)比を示します。このボタ

ンをクリックすると縮尺比1：1(これ以外の比率であった場合)に戻る

か、比率が1：1であった場合は縮尺比20：1に変化します。水平に縮

小されたファイルやファイルの選択範囲を印刷する場合、実行縮尺比

で印刷されます。

チャートのスケール軸

水平軸は時間軸で、Chartビューの下に沿ってスクロールバーの上に

あり、サンプリングの開始からの時間を記録したり、経過した時間な

どのタイムディスプレイモード(Display Settingダイアログボックス

を使って設定します)に則って表示します。 ウィンドウの左には垂直

な振幅軸があり、記録した波形の振幅を示します。

何等かのデータが実際に記録されるまでは、軸エリアは空白のままで

す。各チャンネルの尺度は、最初にウィンドウの右端にあるレンジコ

ントロールをセットして決めますが、ポインターを使っても軸が伸縮

できます。また、ディスプレイオプションがスケールポップアップメ

ニューから選択できます。単位はデ フォルト設定でmV表示ですが、

単位変換機能を使えば、任意の単位に変更できます。

スケールボタン

各チャンネルの縦軸の左端にスケールボタンが付いています。縦軸

は<+>のボタンをクリックすると拡大<―>ボタンで縮小します。縮

尺は1度に現行表示のそれぞれ倍、又は半分に変わります。

チャンネルコントロール

チャンネルコントロールはChartビューの右端の、データディスプレ

イエリアの右にあります。Chartビューの右上のレートポップアップ

メニューはサンプリング速度のコントロール用で、サンプリング速度

は全チャンネルに共通します。各チャンネルには２つのチャンネルコ

ントロールがあります。左の方の下向き矢印を押すとレンジポップア

ップメニューが表示され希望のレンジを選択できます。チャンネルタ
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イトルの右にある下矢印を押すとチャンネルファンクションのポップ

アップメニューからオプションが選択できます。そのチャンネルがオ

フの場合、そのチャンネルのレンジポップアップメニューボタンはダ

イム表示の使用不能になっています。 

サンプリングパラメータディスプレイ

ポインターがチャンネルコントロールエリア上にある時は、現行の設

定サンプリング速度(サンプリング速度はｻﾝﾌﾟﾙ数/秒で、スクロール

速度は秒/ﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ)がレート/タイムのディスプレイで表示されま

す。チャンネルがオンになっている時にポインタがチャンネルコント

ロールエリア上にある場合は、レンジ/振幅のディスプレイが各チャ

ンネルの現在の入力レンジを表示します。またポインターがデータデ

ィスプレイ、または時間軸エリア上にある場合はポインターの位置で

の波形の振幅値とその時間を表示します。 

データディスプレイエリア

記録したデータはChartビューのディスプレイエリアに表示されま

す。このエリアは右のチャンネルコントロールエリアと左のチャンネ

ルの振幅軸に囲まれています。各チャンネルのデータはチャンネルタ

イトルの左に位置し、上下の水平バーに囲まれています。これらのチ

ャンネル間の境界線を上下にドラッグすると、チャンネルのディスプ

レイエリアのサイズが変更できます。

スプリットバー

データディスプレイエリアの左端の垂直のスプリットバーを右の方へ

ドラッグすると、データディスプレイエリアが２つの部分に分割しま

す。それぞれの部分には独自のスクロールバーと<ビュー>ボタンが

備わっています。この機能により記録データの異なる選択範囲を比較

したり、すでに過去に記録したデータと記録中の新しいデータを比較

することができます。 

マーカ

 マーカーはChartビューの左下のボックスに入っています。マーカを

定位置からデータディスプレイエリアにドラッグし、波形上の特定ポ

イントをゼロ点としてマーカ設定して、そこからの相対的なデータを

読み取ることができます。. 

スプリット
バー
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スタートボタン

記録を開始するには、Chartウィンドウの右下の<スタート>ボタンを

クリックします。クリック後は<ストップ>表示になります。記録を

停止する時にクリックします。PowerLabやPCがフル稼働している

場合は開始時や停止時にボタンは<待機..>のダイム表示になることが

あります(あせってボタンを何度もクリックしないようにしてくださ

い。サンプリングが完全にスタートあるいは停止するまで待ってか

ら、一回だけクリックしてください)。

記録/モニターボタン

Chartビューの右下、<スタート>ボタンの左にある記録/モニターボ

タンはデータを実際に記録するのか(デフォルト設定)、単に表示する

だけかを設定するためのものです。表示だけの場合(入力する信号の

波形を見るのに使用します)は、クロス(十字印)がコントロール上に出

ます。このボタンをクリックすると記録とモニターに切り替わりま

す。

スクロール/リビューボタン

 Chartビューの右下、<ビュー>ボタンの左側にある<スクロール / リ

ビュー>ボタンは、記録に合わせてデータを自動的にスクロールする

のか、記録したデータをスクロールバーを使ってスクロールするのか

を設定するコントローラです

ポインター

ポインターはChartビューの上を移動すると形状が変り、そのエリア

での機能を示す表示になります。例えばテキストエントリーエリアで

はIビームになります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ツールバー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ツールバーがChartの一般機能のショートカット用に設けられていま

す。ポインターを各ツールを示すアイコンの上に移動すると、その機

能を表示します。又、Chartビュー下のステータスバーにはより詳細

な情報が表示します。ツールバーボタンはメニューダイアログボック

スで隠したり、再表示できます。 
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記録する

記録を開始するには、Chartビューの右下の<スタート>ボタンをクリ

ックします。すると<スタート>ボタンは<ストップ>表示に切り替わ

りますので、記録を停止したい場合はこのボタンをクリックしてくだ

さい。PowerLabまたはPCがフル稼働している場合、開始時、停止

時にこのボタンは<待機...>と表示され無効表示になります。別のや

り方として、<Ctrl>+スペースバーのキーボードコマンド(スペース

バーを押しながらコントロールキーを押します)を使用することもで

きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

通常の方法で記録している場合は、スクロールバーはダイム表示で使

用不能になります。時間軸は空白のままです。 

記録中のディスプレイ

Chartは従来のチャートレコーダの表示法を模倣したものです。記録

したデータはあたかもチャートレコーダがペーパー上に記録を写しだ

していくように、記録されたデータは新しいものから順にデータディ

スプレイエリアの右側からスクロールし、古いデータは左へと送られ

ます(この表示方法を全くスクロールしないようにも変更もできま

す。これには<スクロール/リビュー> ボタンを使用します)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記録中は記録している信号の振幅(ウィンドウが分割されている場合

は右側の枠内の信号)は、各チャンネルの右のレンジ/振幅ディスプレ

イで表示されます。単位変換機能を使用している場合は、データの値

は電圧表示でなくて指定した単位で表示されます。時間はチャンネル

コントロールエリアの上部のレート/タイムディスプレイ内に表示さ

れます。時間はそのブロックがスタートした時点からの経過値、ある

いは絶対時間値で表示され、これはタイムディスプレイモードで指定

できます。これらの表示は毎秒等で更新します。

印刷開く ｽズームウィンドウ

記録開始
時に戻すデータパッド

新規 ディスク
に保存

Chartビュー
X-Yウィ
ンドウ

ファイルの終わ
りまで進める

データパッド
ミニウィンド

全チャンネル
オートスケール

図 2-9 
ツールバー

図 2-10 
記録中の時間と信号振の幅表示
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ブロックと設定

デフォルト設定では記録を一旦停止してから、また開始する場合など

にこれらのデータが連続して記録されたものでないことを示すため、

太い垂直分画線がこの(１部分が１ブロックに該当)の間に表われ、各

ブロックを区分けします。チャンネルの入力レンジを変更した場合

(複数のチャンネルを変更した場合でも)、新しいスケールが各チャン

ネルの両ブロックに出て区別します。たとえ１つのチャンネルしか変

更されない場合でもブロックは常に全チャンネルに適用されます。

記録を一旦停止しなくても、記録速度とチャンネルレンジ設定は変更

できます。Chartは設定が変更された時点で新しいブロックをスター

トさせ、太い垂直線あるいは新しいスケールを表示します。設定を変

更している間はスクロール表示は瞬間的に止まり、変更作業が終わる

と変更後の設定でスクロールが再開します。

記録とモニタリング

記録/モニターボタンはChartウィンドウの右下、<スタート>ボタン

の左側にあり、データをメモリー(デフォルト設定)に記録するのか、

それとも単に入力信号の性格を把握するために画面に一時的にディス

プレイするだけなのかを選択します。このボタンをクリックし、記録

またはモニタリングのどちらかを選びます。記録/モニターボタンを

クリックするだけで、記録中随時メモリーへデータを記録するのを停

止したり、再開したりできます。この機能は実際に記録する前に、記

録する信号の特性を知っておく場合に便利です。モニタリング中は

データディスプレイエリアはグレーエリアになっていますので、モニ

タリングと記録の区別が簡単につきます。モニタリングを停止すると

グレーエリアは消えます。モニタリング中はデータは実際に記録され

ていないので、コメントを追加することはできません。コメントボッ

クスはダイム表示になり、コメント入力はできなくなります。 

図 2-11 
ロックデーター:停止して再開

始後のブレーク(左)とチャンネ

ルレンジ変更後(右)の例.

図 2-12 
記録/モニター ボタン: 左ボタ

ンは記録とディスプレイ、右ボ

タンは記録せずにディスプレイ

のみ



30 Chart User’s Guide

記録時のステータス

サンプリング中、ステータスバーがChartの記録状態を表示します(図

2-12参照)。実際にデータを記録中、トリガー待ち状態、またはポス

トトリガーのディレイタイム待ちなのかを表示して知らせます。記録

状態がそのままテキストで表示されるため、瞬時に記録状態を知るこ

とがきます。

'Recording data' とは「データを記録中」の状態を意味します。

「データの記録中でなく、モニタリング中もしくは画面上で表示して

いる」状態は '停止中' を表示します。トリガー入力を設定し 'トリ

ガー待機中' が表示された場合は、「PowerLabがデータサンプリン

グ前のトリガーイベントを待っている状態」を意味します。トリガー

ディレイを設定していて、トリガー後に 'ポストトリガーディレー ' 

が表示された場合は、「PowerLabがディレイ時間を待っている状

態」を示します。その他のメッセージも状況によって表われることが

あります。

記録中にコメントを入れる

記録中でも記録後でも記録の様々なポイントにコメント(注釈)を追加

し、ある特定の時間やチャンネル、データセレクションに関係した情

報を入力しておくことができます。コメントはChartビューの最上部

のタイトルバーの真下にあるコメントバーを使って入力します。 

デフォルトではコメントは全チャンネルに導入されます。この場合、

コメント番号ボックスの前には＊印が表示されます。任意のチャンネ

ルにコメントを入力したい場合は、Channelフィールドでテキストを

選択してチャンネル番号をタイプするか、上下の矢印を押してチャン

ネル番号を変更してください。コメントを付けたいチャンネルのデー

タディスプレイエリア上をクリックしても選択できます。すべてのチ

ャンネルにコメントを適用する場合は＊印をタイプ入力するか、

Chartビューの下段の時間軸エリア内をクリックしてください。チャ

図 2-13 
記録時のステータスバー
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ンネルが選択された後、テキスト入力エリア内をクリックして、コメ

ント内容をタイプ入力してください。 

コメントは記録したデータと一緒に格納、保存でき、記録後にコメン

トウィンドウで編集したり、表示したりできます。コメントボックス

は任意のチャンネルの記録内、または垂直の点線で表示されている時

間軸に挿入されます。記録後にコメントボックス上にポインタを置い

て、マウスボタンを押すと各コメントの内容を読むことができます。

記録した後からでもコメントは追加でき、<コメント追加...>コマン

ドメニューを使いコメントウィンドウを呼び出し、読込み、編集、消

去、検索、印刷できます。必要ならコメントボックスとラインは隠す

ことができます。

バックグラウンド記録

'記録中' の状態とは単に記録のみが行われている状態ではありませ

ん。Chartでは記録しながら同時に別の作業も実行できます。例えば

記録したデータを再び見たり、スプリットスクリーン機能を使って既

存のデータを新しいデータと比較したり、別のアプリケーションを作

動させながら、バックグラウンドでChartで記録をさせたりする事が

コメントチャンネル 
(* は全チャンネル

コメント番号
ボックス

タイプしたテキス
トが挿入される

コメント追
加ボタン

図 2-15 
標準及びチャンネルに特化した

コメント表示とポップアップコ

メントボックス.

図 2-14 
コメントバー.
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できます(ウィンドウを縮小して表示することも可能)。Chartがコン

ピュータを占有しないで済むため、長時間記録にはこれが便利です。

データを再生しながらの記録

通常Chartで記録中、記録したデータはデータディスプレイエリア上

をウィンドウの右側からスクロールします。つまり右には常に新しい

データが表示され、古いデータは左へと移って行きます。

この時スクロールバーはダイム表示で無効、スクロール/リビューボ

タンはスクロールが選択されています。このボタンをクリックすると

ハイライト表示になり、それを押下げると再生機能がアクティブにな

ります。記録中にデータを再生する場合、スクロールバーを使って過

去に記録したデータがスクロールできます。スクローリング機能は通

常通り動作し、時間軸も表示されます。データを記録中の場合は、新

しいデータはデータ表示の右端までスクロールしないと見ることがで

きません。記録中でもデータの選択範囲を設定してズームビュー、

X-Yビュー、データパッドが利用できますし、印刷も可能です。　　

再生時はコメントバーを使うコメントの追加はできませんが、<コメ

ント追加...>コマンドメニューは使用できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スプリットスクリーンを使った記録

記録前や記録中にスプリットバーを右にドラッグして画面を分割でき

ますので、画面を分割することによって入ってくるデータと既存の

データとを並べて比較することができます。Chartでは、通常右側の

ウィンドウで記録されるので、そこで新しく採集されたデータにコメ

ントを付けることができます。また、左側のChartにはバッファメモ

リーが備わっていますので、別のアプリケーションに優先的にメモ

リーが消費せれている場合であっても、短時間であれば記録作業に支

障はありません。しかしメモリー使用率とCPU依存率の高いアプリ

ケーションを使用していて、メモリーが充分に搭載されていない場合

には、高速サンプリングで記録したデータは無くなる恐れがありま

スクロール/リビューボヤンーをリビューに設定記録分データのスクロール

図 2-16 
記録しながら再生する時はコン

トロールパネルが変わります.
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す。重要なデータを記録する時は上記のようなアプリケーションの使

用は避けてください。 

各区画にはスクロール/リビューボタンがありますので、記録してい

る間でも、リビュー画面とスクロール画面に分けて表示できます。 

リビュー画面で興味ある波形をチェックし、選択範囲を選んでズーム

ウィンドウやX-Yビュー、データパッド、スペクトラムビュー、さら

に印刷オプションも利用できます。　　　　　　　　　　　　　　　

また、<コメント追加...>コマンドメニューを使って、以前に収録し

たデータにコメントも挿入できます。スクロール画面にはコメント

バーを使えば、現在記録しているデータにコメントが挿入できま

す。 

記録中に別のアプリケーションを使う場合

Chartをバックグラウンドで記録しながら、別のアプリケーションを

使うこともできます。ChartドキュメントウィンドウやChartビュー

を縮小し、記録を続けることもできます。複数のアプリケーションを

適度な速度で稼働させるには、ご使用のPCに十分なメモリー容量

(RAM)が必要です。高速のPCをお持ちの方には有利です。ご使用の

コンピュータが高速であるほどPowerLabからのデータ処理は速くな

りますので、別のアプリケーションにより多くの時間が割けます。 

バックグランドで記録しながら別のアプリケーションをゆっくり動か

していても、サンプリング速度や使用しているコンピュータの速さ、

使用できるメモリー容量によっては記録が中断させれることがありま

す。Chartは別途にバッファーメモリーを持っていますので、たとえ

別のアプリケーションが殆どのリソースを占有していても僅かな時間

ならば記録はできます。しかし過剰にあるいはCPUに強く依存する

アプリケーションを使ったり、RAMに余裕が無い場合は、高速サン

プリングではデータを取り損ねる危険があります。コンピュータが追

随できないとChartはサンプリングを停止します。このような恐れが

ある場合は重要なデータを記録しているのであれば、別のアプリケー

ションは使わない事です。高速サンプリングでは、コンピュータに接

スプリットバー

図 2-17 
記録後にスプリットスクリーン

を使用
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続中のネットワークを切ってChart専用で使って下さい。重要な実験

の際はコンピュータを単独使用にする方が賢明で安全です。

記録する時間帯 

どれ程長く記録できるかは、一次的には記録する場所に配分されてい

るメモリー容量に依ります。Chartではディスク(デフォルトで大容量

の記録用に)かデータバッファリングを使ってプレファレンスで設定

するRAM(ディスクドライブが遅いときに有効)に記録できます。

記録できる限度はサンプリング速度や記録するチャンネル数、Chart

で圧縮されているデータ量に影響します。サンプル毎に圧縮なしで収

録に4ﾊﾞｲﾄ使います。従って、100,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒(/20シリーズの

PowerLabでは最速)では 1 x 100,000 x 4=400,000ﾊﾞｲﾄ(400k)/秒、

又は24Mb/分のメモリーを使います。

Chartも同様に何らかのアプリケーションに制限は受けます。連続し

て記録できる一つのファイルサイズはWindows 2000/XPで1.0GB、

Windows NTで1.0GBです。ファイルサイズをより大きくするには、

一旦停止し保存した後で再度記録し、後でファイルをつなぎ合わせま

す。

Chartではかなり大きなファイルを収録できますが、最適なパフォー

マンスや管理のし易さを保証するには、10MB(5,000,000ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄ)

程度に抑えた方が賢明です。ギガバイトサイズのファイルは取り扱う

のにも時間が掛かり過ぎます。セーブするにも時間が掛かり、記録時

間にも左右します。

実際、ファイルを保存するにはそのファイルと同じ分の空き容量が必

要で、10GBのファイルであれば記録開始時には20GBの空き容量が

必要です。

新規ファイルではそうですが、既存の大きなファイルに記録する場合

は空き容量に余裕がいと散らばって保存される可能性もあります。

Chartアプリケーションウィンドウの下の<ステータス>バーの右に、

メモリーインディケータとプログレスバーでハードディスクの空きメ

モリー容量とそのファイルの使用容量を示しています。プログレス

バーは左から延びて右端まで達すると(そのファイルが保存できる最

大サイズを示し、これは空き容量の半分に相当します)Chartはサンプ

リングを停止し、メモリー不足を知らせる警告が出ます。
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データバファリング

データバファリング(Data buffering)で記録時にデータを収録する場

所を指定し、どのようにディスクに割り当てるかを決めます。ここで

の設定は記録されている過程で起こり得る停電、クラッシュなどに対

するデータの保護に影響します。Chartで未保存ファイルを開いてい

ない場合しか、データバッファーの変更は効きません。データをどこ

に、どの様にバッファーするかは、まずデータを含むChartファイル

を閉じるか保存し、Fileメニューから<データバファリング...>コマン

ドを選びます。ディスクバッファダイアログボックスが表示します。

バッファーファイルはどの周辺ディスクにも収録できますが、ネット

ワーク上の脱着型メディアや収録メディアは使用できません。ポップ

アップメニューから収録するディスクを選びます。各オプションでデ

ィスクを選択すると、そのディスクで使用できる空き容量が表示しま

す。デフォルトでディスクの最もフリーなスペースにデータは収録さ

れます。Chartが記録を開始すると、選んだディスクのルートディレ

クトリーにバッファーファイルが作成されます。オペレーションシス

テムで '#'と登録されておれば、この暫定ファイルは'ADI#.tmp'ウィ

ンドウと呼ばれます(Chartは別のファイルにそのトラックを保持しま

す)。

ディスクバッファダイアログボックスで<定期的にディスクバッファ

をアップデート>にチェックマークを付けると、サンプリング中は60

秒毎にバッファーファイルにブロックデータが書き込まれます。サン

プリング速度が速すぎてシステムがこれに対応できないと、サンプリ

ングは停止します。サンプリングの停止といった問題が起こっても

Chartでは、最後の1分間分のデータしか消失しません。残りはバッ

ファーファイルに収録されています。Chartを起動するとバッファー

ファイルを検索します。検出すると、問題が発生した為に記録されて

指定したディスクの空き容量

ポップアップメニューから収録するディスクを選ぶ

どの様にデータをバッファー処理するかを設定

図 2-1 8
Disk Bufferingダイアログボ　

ックス
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いるファイルを修復させる必要がある旨の警告文が出ます(正しく保

存されていない為)。大抵はバッファー処理されたデータは修復がで

きます。但し、修復できるのは収録データだけで、保存ファイルのセ

ッティングは消失します。

ディスクバッファダイアログボックスで<定期的にディスクバッファ

をアップデート>にチェックマークが付いて無ければ、事態はもっと

ましです。予期せずにChartがクラッシュしても、オペレーションシ

ステムがサンプルデータをバッファーファイルに書き込みますので修

復できる筈です。停電やオペレーションシステム自体がクラッシュす

るとデータは消失します。 

記録が終わると通常の<保存>コマンドでファイルを保存して下さ

い。Chartを終了するか新規ファイルを開くと、まずファイルの保存

を促します。ここで保存しないにすると、データは消失します。ファ

イルを保存する時にバッファー処理されたデータは総てそのファイル

に書き込まれ、バッファーファイルは空となり次の記録に備えます。

Chartを正常に終了するとバッファーファイルは抹消します。 
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C H A P T E R T H R E E

3 Chartのセットアップ

Chartで記録を開始する際、デフォルト設定の多くを任意の設定に変

更する場合が殆どかと思われます。　　　　　　　　　　　　　　　

この章ではサンプリング速度やチャンネルレンジなど、基本設定をコ

ントロールする方法、並びに入力アンプ、単位変換、データバッファ

リング、トリガー、スティムレーションなどの機能について説明しま

す。
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サンプリング速度の設定

サンプリング速度はレートポップアップメニューから直接選択できま

す。ポインターがデータディスプレイエリア上に無い時は、選択した

サンプリング速度(サンプル数／時間単位)はChartウィンドウの右上

に位置するレート/タイムディスプレイに表示されます。PowerLab

の/SP、/ST シリーズのハードウェアをSCSIで接続した場合は、/20

シリーズのUSB接続で使うより高速のサンプリング速度が提供され

ます。サンプリング速度は全チャンネルに共通です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
サンプリング中のディスプレイ

Chartは従来のメカニカルなチャートレコーダの表示法を模倣したも

のです。チャートレコーダでペーパー上に記録が写しだされていく様

に、記録したChartデータは通常新しいデータがデータディスプレイ

エリアの右側からスクロールし、古いデータは左へと送られます。メ

カニカルなチャートレコーダの用紙のように、データディスプレイエ

リアは目盛り、または格子パターンで区分されています。

１目盛は通常水平スケールで20ピクセルの幅で区分され、データディ

スプレイエリアでは点線の目盛表示になっています(時間軸で表示さ

れる単位区分と一致)。１目盛をスクロールするのに必要な時間、サ

ンプリング速度と<View>ボタンを使って設定した水平縮尺率の両方

に左右されます。通常<View>ボタンで表示される縮尺は、ｻﾝﾌﾟﾙ数 

/ﾋﾟｸｾﾙです。つまり1：1の表示では１ピクセルは１サンプルを表わ

すので、１目盛が20サンプルの記録設定を示します。20:1の表示で

レート/タイム 
ディスプレイ

サンプリング
速度の選択

注：PowerLab/spや/stシ
リーズでSCSI接続の場合は
200ｻﾝﾌﾟﾙ/秒以上の高速サン
プリング速度でも使用でき
ます。

図3-1 
EシリーズとSシリーズのレー

トポップアップメニュ-

図3-2 
1:1の目盛表示、下図は１目

盛部分

1目盛分
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は、１ピクセルは20サンプルを表わすので、１目盛で400サンプル分

を記録することになります。作業の最初から時間を表示する場合や記

録が大変長くなる場合は、目盛のサイズを18、22、24、25ピクセル

に少し変更すると良いでしょう。こうすることにより時間軸の単位区

分を分単位まで正確に一致させることができるので作業がし易すくな

ります。

ブロックの最初の目盛の位置は、必ずしもブロックの境界線とは一致

しません。しかしコンピュータの時計表示に正確に一致するように、

目盛を調節することができます。 

最大連続サンプリング速度

レートポップアップメニューで連続サンプリング速度を1ｻﾝﾌﾟﾙ/10分

から設定できます：

･ /20 シリーズのPowerLabs: ～100 000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒 

･ SPとST シリーズのPowerLabsで USB接続では:～ 100 000 

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒

･ SPとST シリーズのPowerLabsで SCSI接続では: ～200 000 

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒

Chartでの各チャンネルの最大連続サンプリング速度は標準の

PowerLab(/20シリーズ)でトータル10000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で1chで

100,000、2chで40,000、5chで20,000となります。

使用しているコンピュータの機種により総データ変換速度(全チャン

ネルでのサンプル合計数/秒)は制限されます。Chartを始動すると、

タスクの範囲に対するコンピュータシステムの性能を測り、データの

サンプリング時の生じうる限界を算定します。この限界を超えると

Chartが警告します。

遅いコンピュータでは、最大連続サンプリング速度も総データ転送速

度も制限を受けます。また、転送速度はSCSI接続の方がUSBよりも

高速です。また多くのチャンネルで演算入力を使用した場合も、サン

プリング速度は減速します。これは演算入力にかなりの時間が取られ

てしまうためです。標準PowerLabでは200ｻﾝﾌﾟﾙ/秒より速いサンプ

リング速度では、演算入力は使用できません。PowerLab/spや/stで

は使用する演算入力数や種類によりサンプリング速度は制限を受けま

す。Chart以外のアプリケーションを稼働させている場合、特にそれ
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がCPU依存率の高いアプリケーションである場合も、総データ変換

速度は制限を受けます。コンピュータが遅い程、またRAMが少ない

程、この傾向は顕著に表われます。

チャンネルコントロール

チャンネルコントロールエリアの各チャンネルには、レンジとチャン

ネルファンクションのポップアップメニューがあります。下向矢印ボ

タンを押してレンジメニューを引き出しチャンネルの入力レンジを指

定します。デフォルト設定は10V(-10V～+ 10Vの意味)です。シグナ

ルが小さ過ぎる時は、適正な値に変更します。最良の分解能を得るに

は、入力するシグナルの振幅がサチレートしない範囲の最大レンジに

します。下向き矢印(チャンネルタイトルの右)を押し、チャンネルフ

ァンクションメニューを引き出し、後述するように別のチャンネルコ

ントロールにアクセスします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
チャンネルのオン、オフ切り替え                                           

Chartの始動時のチャンネル数は接続したパワーラブの入力チャンネ

ル数と同じになり、その入力チャンネルに生データが記録され残りの

チャンネルはオフの状態になります。Chartでは16チャンネルまで表

示します。使用できるチャンネル数は使用するPowerLabの機種に依

ります(PowerLab/s、/spでは総て16チャンネルです)。最初に始動

すると、スペアーチャンネルには入力チャンネル1の生データに演算

機能が働き、レートメータを記録する様にセットされています。必要

に応じてどのチャンネルの生データにも、どの演算機能やオフライン

下方矢印を
押して
Rangeポッ
プアップメ
ニューを引
き出す

チャンネルタイ
トルを押して
Cahnnel 
Functionポップ
アップメニュー
を引き出す

図3-3 
チャンネルポップアップメ

ュー：レンジ及びチャンネ

ルファンンクション
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機能で処理したデータを表示できます。チャンネルをオフにしても演

算処理データは表示できます。 

チャンネルをオフにするには、チャンネルファンクションポップアッ

プメニューから<チャンネルをオフ>を選択します。コマンド表示が<

チャンネルをオン>に変わります。これを選択すると、再度チャンネ

ルが機能します。チャンネルの切替はチャンネル設定ダイアログボッ

クスからでも変更できます。また、記録中でもチンネルのオン、オフ

切り替えができます－記録用の新しいブロックが出ます。チャンネル

がオフの時は、レンジ/振幅表示は<チャンネルをオン>に変わり、オ

フチャンネルのデータ表示エリアは、記録時もそれ以降もグレー表示

になります(データも目盛り表示もありません)。

その他の機能 

チャンネルファンクション・ポップアップメニューの、その他の機能

について簡単に説明します。詳細は後で触れます。オンに切替えでき

ないチャンネルには入力アンプも付かず、演算入力へのアクセスもで

きずレンジ/振幅欄には'チャンネルオフ'の表示が出ます。

<入力アンプ...>:入力アンプダイアログボックスを呼び出して入力

の設定を変更します。フィルター処理したデータを記録する前に、そ

の効果の確認ができます。                                                              

<演算入力...>:演算入力ダイアログボックスを呼び出してオンライ

ンでシグナルを処理したり、任意のチャンネルの生データを取り出し

て処理したシグナルを表示できます。                          

<単位変換...>:単位変換ダイアログボックスを呼び出し、電圧表示

から必要とする単位へ変換します。単位はmmHg、kPaなど任意で、

波形から読み取った値を使って該当するチャンネルを校正します。                

図3-4 
記録時のデータ表意(上)と

Offチャンネルを含む記録後

のデータ(下).
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<演算なし...>:これを選ぶと記録したデータ(生データであれ演算処

理データであれ)を表示し演算処理はしません。これがデフォルト設

定です。算術演算の様なChartエクステンションは、チャンネルポッ

プアップメニューの下段に加わります。導入されている演算機能のコ

マンドメニューにチェックマークが付きます。 

入力アンプ

入力アンプダイアログボックスで各チャンネルのデータをフィルター

処理したり、入力アンプの管理をソフト上で行ないます。そのチャン

ネルの現在入力しているシグナルを表示しますので、変更の効果が確

認できます。SPバージョンでは50Hz LP以外のフィルターオプショ

ンも付いています。ポッドコネクターが付いたPowerLabには　<ポ

ッドスキャン>ボタンが出ます。また、電源フィルターチェックボッ

クスは/20シリーズのPowerLabだけにしか付きません。.

チャンネルポップアップメニューから<入力アンプ...>コマンドを選

択すると、入力アンプダイアログボックスが出ます(又はチャンネル

セッティングダイアログボックスから<入力設定>欄をクリック)。デ

フォルト設定では、ChartはPowerLabの入力チャンネルに相当する

チャンネルにデータを記録します。素早く入力を設定するにはダイア

ログボックスのタイトルバーの下の矢印をクリックするか、キーボー

ドの矢印キーを押して設定するチャンネルまでそのダイアログボック

スを移動します。オフのチャンネルは無視されます。ダイアログボッ

クスで設定を変更し終えたら、<OK>ボタンをクリックし変更を更新

します。

レンジポップ
アップメニ
ュー

Signal amplitude

シグナルの入
力コントロー
ル

振幅軸

フィルターオ
プション

図3-5 
入力アップダイアログボッ

クス
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シグナルの表示

入力信号が表示されるので、設定を変更した結果を確認することがで

きます。入力アンプの設定中は、いかなるデータも記録されません。

ゆっくり変化する波形はきわめて正確に表示しますが、速く変化する

信号は最小、最大記録値を示す塗りつぶし型のダークエリアとして表

示します。信号の平均値はディスプレイエリアの左上に表示します。

データディスプレイエリアの右上の<ポーズ>ボタンをクリックする

と、信号のスクロールを停止します(テープレコーダやCDプレーヤの

ポーズボタンのようなものです)。<スクロール>ボタン(テープレコー

ダやCDプレーヤのプレイボタンのようなものです)をクリックする

と、再びスクロールし始めます。

ディスプレイエリアを最大限に大きくするには、垂直の振幅軸を移動

させたり伸ばしたりして調整します。ウィンドウの左側でなく右側に

あるという点を除けば、メインウィンドウの振幅軸とまったく同じも

ので、同等なコントロール機能を持っています。ここで行った変更は

Chartビューにも適用されます。

フィルター処理                                                        

 ACカップルのチェックボックスが高域通過用に、フィルターポップ

アップメニューが低域通過フィルター用として各チャンネルに付いて

ます。また、/20シリーズには電源フィルターも付いています(詳細は

パワーラブオーナースカイドを参照)。                                                            

＜AC カップル＞：ACのチェックボックスを選択しても、入力ア

ンプがDCカップルの時はDCもACシグナルも通します。ACカップル

を使うと、1Hzのハイパス・フィルターが最初の増幅段階で導入さ

れ、入力からDC成分と1Hz以下の周波数成分が除かれます。カット

オフ周波数は0.1-0.5HzでPowerLabに依ります。ACカップルは遅い

シグナルの変動成分を除去する場合に有効です(例えば、速いシグナ

ルをスーパインポーズで記録している時に、ベースラインの変動を除

く場合)。 

<ローパス(低域通過)フィルター>：ローパスフィルターポップ

アップメニューで入力信号からノイズなどの高周波成分を除くローパ

スフィルターが選択できます。ポップアップメニューで総てオフにす

ると(デフォルイト設定)、フィルター機能は効きません。
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SP 及び STシリーズのPowerLabsでは、ハードウェアのローパスフ

ィルターは1、2、5、10と20 kHzです。このリストでは200 Hz から

1 Hzの範囲ではデジタルフィルター (総てに於いてハードウェアフィ

ルターと同等)がカバーします。 /20シリーズのPowerLabsでは、総

てのローパスフィルターはデジタルで、2 kHzから1 Hzまでカバーし

ます。

デジタルフィルター処理はPowerLab内で実行されプロセッサーパ

ワーを消費しますので、演算機能を多チャンネルで使用している場合

は高速サンプリングは使用できない場合もありますし、チャンネルを

限定してサンプリングする必要があるかも知れませんのでご注意下さ

い。

<電源フィルター>：(/20シリーズのPowerLabsのみ)。電源フィ

ルター< 電源フィルター>チェックボックスを選択すると、シグナル

から電源ノイズ(50及び60 Hzの周波数で生じる) をフィルターで除去

します。電源フィルターはPowerLabのプロセッサーパワーを使いま

すので、速度サンプリング速度には影響します。シグナルにノイズの

心配が無い場合は電源フィルターは切って下さい。電源ノイズの影響

を受ける恐れがある場合にも、電源フィルターを使う前に電源から離

しノイズを受け無い工夫をしてからにしましょう。

電源フィルターは、ある時間内の電源パルスを平均処理し、その波形

から入力するシグナルを差し引くことで機能します。 従って、電源

フィルターのチェックボックスを選択した後でも、数秒間のサンプリ

ングは未だノイズに影響されます。また、急速に変動するノイズシグ

ナルにはこのフィルターは無効の様ですが、通常は電源ノイズに依る

ドリフトは緩やかな変動なので、この種のノイズを含むシグナルにも

有効です。

　　　　　　　　　　　　　　　
　シグナルの入力コントロール

レンジポップアップメニューで入力レンジや入力感度を選択します。

入力アンプダイアログボックスでの入力レンジの変更は、Chartビ

ューにも同様に適用されます。

<正>、<負>のチェックボックスを使い、PowerLabの差動入力端子

から入って来る信号の極性をコントロールします。シングルエンド入
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力だけの機種には、これらのチェックボックスは表示されません。こ

のモデルでは常時<正>のボックスが選択されている状態で機能しま

す。この２つのチェックボックスでは３種類の入力モードの設定が可

能です。

<正>：正のチェックボックスのみが選択されている場合、＋入力端

子のみが使用可能で、入力する＋信号はディスプレ上でも＋信号とし

て表示されます(極性非反転)。

<負>：負のチェックボックスのみが選択されている場合は－入力端

子のみが使用可能で、入力する＋の信号はディスプレ上では－の信号

として表示されます(極性反転)。  

差動：正と負の両方のチェックボックスが選択されている場合、＋
と－入力端子の両方が使用され、＋と－入力の差が表示されます。両
入力信号がまったく同じである場合は、お互いが打ち消し合いゼロに
なります。

<反転>チェックボックスで、シグナルの極性を画面上で逆にできま

す。これは記録したシグナルの極性を変える簡単な方法で、シグナル

の接続を変えたりする操作が省けます。                                                    

例えばフォーストランスジューサを使って、下方の力の増加を－シグ

ナルで記録している場合、画面に下方の力を＋シグナルとして表示し

たい時に使うと便利です。<反転>チェックボックスをクリックすれ

ば、簡単に変更できます。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その他の機能

単位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
< 単位...>ボタンをクリックして単位変換のダイアログボックスを呼

び出し、チャンネルの単位を指定して波形から値を読み取り、そのチ

ャンネルをキャリブレーションします。このダイアログボックスの

データディスプレイエリアに出ている波形は、単位変換ダイアログボ

ックスのデータディスプレイエリアに転送されます。<ポーズ>ボタ

ンを使って必要とする特定の信号を捉えてください。この単位変換機

能は変換後に記録した信号にのみ適用されます。サンプリングするパ

ラメータを設定するのに、この<単位>機能を使います。

オフセットを表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<オフセットを表示..>ボタンをクリックすると、入力オフセットのダ

イアログボックスが現れます。その中の電圧表示計で、そのチャンネ
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ルに入力しているシグナルの電圧を読み取り表示します(チャンネル

番号はダイアログボックスの上部に表示されます)。トランスジュー

サか他の外部装置がオフセット調整機能を備えている場合は、これを

使ってゼロ調整しても構いません。

微調整を促すため、オフセット電圧が過大の場合は縦矢印が０点方向

を示します。このダイアログボックスはコントロール用ではなく、電

圧計の指針と同じ様な働きをするインディケータにすぎません。<平

均>チェックボックスを使うと、実質的にインディケータの応答を遅

くらせてシグナルのふらつきを補正します。ACカップリングはすべ

てのDC電流を除去するので、<AC>チェックボックスを選んでいる

時には使用できませんし、オフセット測定もできません。

ポッドスキャン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　

このダイアログボックスを開いたままポッド(簡易シグナルコンディ

ショナル)を接続するか外した場合は、<ポッドスキャン>ボタンをク

リックしてダイアログボックスを更新します。<ポッドスキャン>ボ

タンはポッドコネクターが付いているPowerLabにしか表示しませ

ん。

フロントエンドとポッド

PowerLabにフロントエンドやポッドを接続すると、入力アンプダイ

アログボックスは接続した装置に特有のダイアログボックスに換わ

り、それに対応するフィルター機能やオフセット機能などが加わりま

が、殆どの機能でダイアログボックスには差異はありません。

ゼロ調整機能を持ったフロントエンドを接続すると、セットアップメ

ニューの <総ての入力をゼロ>コマンドが有効表示となります。この

機能はフロントエンドを常時ゼロ補正しますので、個々にダイアログ

ボックスでゼロ調整する必要は無くなります。

Chartでのフロントエンドやポッドの詳しい取り扱いは、それに付い

ている説明書をご覧下さい。

図3-6 
入力オフセットダイアログ

ボックス
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単位変換

単位変換機能を使えば、チャンネルの標準である電圧表示を任意の単

位に変換できます。波形から値を読み取るか、既存値からそのチャン

ネルをキャリブレーションします。単位変換は記録を開始する前にで

きるので、変換した後の記録は総て指定した単位でスケールされます

し、記録した後でもチャンネル全体を特定のブロックデータ(及びす

べての連続記録)にその変換が適用します。単位変換は各チャンネル

ごとに設定して下さい。 

単位変換ダイアログボックス(図3-7)を表示するには、そのチャンネ

ルのチャンネルファンクションのポップアップメニューから直接 <単

位変換...>メニューを選択するか、入力アンプダイアログボックス

の<単位...>ボタンをクリックするか、チャンネルセッティングダイ

アログボックスで<単位>コラムをクリックするか、何れかの方法で

行ってください。

数値ボタン差分ボタン 単位ポップア
ップメニュー

電圧値 少数点コン
トロール

新単位値

振幅軸  平均、最大、最小値の選択 変換するもの

Applied 
units

図3-7 
単位変換のダイアログボッ

クス
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<単位変換...>コマンドメニューを直接選択する場合は、入力信号デ

ィスプレイエリアに表示したいデータエリアを指定する必要がありま

す。点やエリアを指定したら、選択したブロックデータの単位を変換

します。指定したエリアが不連続(２つ以上のブロックにまたがって

いる)であったり、指定エリアがない場合には信号ディスプレイエリ

アはグレー(無効)表示になります。

単位設定対象: パネルのラジオボタンを使い、チャンネル全体を単位

変換する(<全部及び新しいデータ>)のか、ブロックデータ(<選択ブロ

ック>)か、この直後に記録する信号(<新規データのみ>)にするのかを

指定します。アクティブポイントか選択範囲が設定されていれば、指

定したブロックやブロックデータに単位変換が導入できます。設定さ

れて無ければ<選択ブロック>ラジオボタンはダイム表示で使用不能

になります。入力アンプダイアログボックスかチャンネル設定を使っ

てこのダイアログボックスを開いた時は、新たに引き続き記録される

データにしか単位は変換されません。この場合は単位設定対象: パネ

ルの<全部及び新しいデータ>と<選択ブロック>ラジオボタンはダイ

ム表示になっていますので、単位変換はブロックデータにも チャン

ネル全体にも導入できません。

値を変換

このダイアログボックスにはタイトルの真下に空欄のボックスが上下

２列、左右２個づつ、計４個並んでいます：左手の２つのボックスに

は実際の電圧が、右の２つのボックスには変換する単位で読み取る値

が入ります。４つのボックスすべてに数値を入力します。従って２組

の値から、電圧と新単位(この単位は直線性を示す)との直線関係を算

出します。４つのボックスには直接数値が入力できます。あるいは左

の２つのボックスには入力信号のディスプレイエリアから読み取った

値を、右の２つのボックスには既知の変換値を入力することも可能で

す。

数値を入力する

測定値と表示電圧の正確な関係が判っている場合は、４つのボックス

に直接数値を入力します(タブキーを使えばフィールド内を左から右

へ、上から下へ移動できます)。例えば、温度トランスジューサを使

用していて、キャリブレーションテストによって温度10度で1V、30

度では3Vの表示を持つと判っている場合、その数値をキー入力し(左

から右に、上から下へそれぞれ、1V、10：3V、30とし)単位ポップ

アップメニューから℃を選択し、<適用>ボタンをクリックしてくだ

さい。データは電圧から温度表示（℃）に換わります。 下の段のボ
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ックスに差分を入力するに、右端の<△>チェックボックスをクリッ

クします。デルタ印(△)が数値の接頭に付き、差分であることを示し

ます(上段は常に絶対値です)。

サンプリングデータを使っても単位変換を設定することができます。

データディスプレイエリア内の波形の特定のデータ点、平均値、変化

分が使用できます。垂直の振幅軸を移動したり伸ばしたりしてディス

プレイエリアを最大限に活用します。メインウィンドウの振幅軸と同

じでコントロール機能も同じです。

データディスプレイエリア内をクリックすると、垂直線がそのアクテ

ィブポイントを示し、データディスプレイの右側の指示矢印が波形と

の交差位置を示します(図3-8-➊)。データディスプレイ内でエリアを

選択する場合はデータディスプレイの右の指示矢印が波形の平均振幅

を示し、その上下に表われる２つのマーカーがその選択範囲内の最

大、最小データポイントを示します(図3-8-➍)。

データディスプレイエリアでアクティブポイントや選択範囲が存在す

る場合、<ビュー>ボタンをクリックすると、電圧値(選択ポイントま

たは選択部分の平均値)が左のボックスに入力できます。<△>ボタン

をクリックすると、指定エリアの最大値と最小値の差分が左のボック

スに入力されます。<△>チェックボックスは自動的に選択され、差

分は△が接頭マークとして表れます。どちらの場合にも右のボックス

には新単位の既知の値が入力できます。短縮操作としては、データデ

ィスプレイエリアをダブルクリックすることにより、データを一挙に

転送できます(２度目に同様にすると使用されていない欄に値が自動

的に入力します)。

フォーストランスジューサをキャリブレートするためには、記録を開

始してからトランスジューサに２つの既知応力を適用し、それに対応

する２点の振幅電圧を求めます。記録を終了して該当するエリアを選

択し、チャンネルファンクションポップアップメニューから<単位変

換...>を選択します。波形上で上記２点の振幅ポイントかエリアを指

定し(図3-8の➋)、<ビュー>ボタンを使用して左のボックスに値を入

力し、右のボックスに既知のフォース値を入力します(図3-8の ➌ )。

測定値と表示電圧の関係は判っていますが、正確な値が判っていない

場合があります。例えば、温度にある変化が加わると電圧にもある一

定の変化が起こる温度トランスジューサがあります(△20 mV≡△4 

℃など)。

➌

➍

➊

➋

図3-8 
単位変換ディスプレイエリ

アでの選択.
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既知の値が１点(少なくてもベースラインは既知の値の１つであるこ

と)が判れば、それをキャリブレーション用としてにボックスの１つ

に使用します。記録された温度変化の校正値のような絶対表示の１つ

でも判っている場合は(少なくても基本値の１つは絶対値である必要

があります)、これを上のボックス行に使用し、データディスプレイ

で予め判っている温度差を記録したエリアを選択して(図3-8-➍)、　

<△>ボタンを使ってそのエリア内の差分値をもう一方の行の左のボ

ックスに入力し、右のボックスには判っている変化値を入力します。 

単位名の選択

単位ポップアップメニューでは単位名の選択(代表的な単位名はポッ

プアップメニューに含まれています)、新単位の設定、不必要な単位

の除去ができます。単位名はコンピュータのファイルに収録され、一

度作成された単位名はどのChartファイルにも使用できます(また一度

除去されると以後は使用できません)。　　　　

単位ポップアップメニューから<単位設定...>を選択すると、新単位

が設定できます。単位設定のダイアログボックスが表われ、文字が入

力できます。文字数には制限はありますし長過ぎると途切れて表示し

ます。。(度)の様な特殊な単位記号はタスクバーの<スタート>ボタン

からプログラムを選び、その中の<アクセサリー>サブメニューの<文

字マップ>アクセサリープログラムを利用します(このアクセサリープ

ログラムはインストールする必要があります)。

単位: ポップアップメニューから<単位を削除...>を選択すると、単位

が消去できます：単位を削除のダイアログボックスが表われます。消

去したい単位を選択するとスクロールリストから除去され(複数を消

去する場合はShift+クリックまたはCtrl+クリック)、<OK>ボタンを

クリックするとダイアログボックスが閉じます。

新単位に対応して表示する小数点の桁数が設定でき(0から6まで)、直

接エントリー欄に入力するか、単位変換ダイアログボックスの右上に

差分ボタン

数値ボタン

図3-9 
単位の新規設定と消去ダイ

アログボックス
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ある<小数点位置>コントロールの矢印から設定します。変換した単

位がどのように対応したかは<適用>をクリック(実際に導入されます

ので)すれば判ります。<OK>ボタンをクリックするとChartビューに

戻り、単位変換したチャンネルのディスプレイが見れます。<単位変

換: >の<オン>と<オフ>ボタンを使えば、入力した校正値を消さずに

いつでも単位変換の切替えができます。 

チャンネルセッティング

チャンネルセッティングのダイアログボックスを使えば、複数チャン

ネルの設定ができますので便利です：一画面で各チャンネルの表示設

定や記録設定の変更、一覧ができます。このダイアログボックスを呼

び出すにはセットアップメニューから<チャンネル設定...>を選択す

るか、<Ctrl +Y>を入力します。PowerLabが接続してない場合は

ハードウェアセッティング(レンジから演算入力)欄はブランクとなり

使えません。 

このダイアログボックスの機能とこれにアクセスするダイアログボッ

クスについて以下に簡単に説明します(記録のセッティングはこの章

で詳しく説明しますが、ディスプレイセッティングの説明は次の章で

します)。<OK>をクリックすると更新されてChartビューに戻りま

す。

<オン>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
チェックボックスでチャンネルのオン、オフの切り替えをします。チ

図3-10 
チャンネルセッティングダ

イアログボックス
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ャンネルファンクションポップアップメニューの'チャンネルをオフ`

と'チャンネルをオン'でも切り替えはできます。チャンネルをオフに

すると記録の設定欄は空欄になり使用できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<チャンネル名> 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

各チャンネルのタイトル名が14文字で入力できます。デフォルト設定

では'Channel 1'などの表記です。

<レンジ:> 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
レンジポップアップメニューで各チャンネルの入力レンジと感度設定

をします。このレンジの変更はChartビューでも同様に設定できま

す。演算入力するチャンネルはそれが演算入力の入力レンジとなりま

す。

<入力設定>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
入力セッティング欄をクリックすると、各チャンネルの入力アンプ

(入力アンプ)が立ち上がり入力設定やフィルター処理などの変更がで

き、その効果を記録する前に確認できます。これはチャンネルファン

クションメニューから<入力アンプ...>コマンドを選んだ場合と同じ

です。デフォルト設定では接続したPowerLabの入力に対応するチャ

ンネルに記録されます。この欄はバイオアンプなどのフロントエンド

を接続すると表示が変わります。これで複数のフロントエンドをつな

いだ場合、正しく接続されているかが確認が出来ます。 　 

<単位>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

単位欄をクリックすると単位変換ダイアログボックスが表示し、標準

である電圧表示から必要な単位に変換して、尺度の変更や波形から読

み取った値で校正します。この機能は入力アンプダイアログボックス

で単位変換を選んだ場合と似ており、連続記録するデータにしか対応

しません。

<演算入力>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

< 演算入力>欄をクリックするとそのダイアログボックスが表示しま

す。チャンネルファンクションポップアップメニューで <演算入

力...>を選んだ時と同じです。ここでシグナルのオンライン処理、生

データの表示、処理シグナルの表示かを選択します。生データとは演

算処理機能をしてい無いサンプリングデータで、これがデフォルト設

定です。ここには導入中の演算機能とその生データ先のチャンネルを

表示します。
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<カラー>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<カラー>のポップアップメニューでデータの表示カラーを設定をし

ます。

<スタイル>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

< スタイル>ポップアップメニューから表示するデータポイントの形

式を線表示にするかドット表示にするか、またズームウィンドウでは

表示する線の太さを設定します。

<演算>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
<演算>ポップアップメニューでオフラインでのシグナル処理が選択

できます。このオプションはチャンネルファンクションポップアップ

メニューの下段に出る項目と同じ機能を持っています。デフォルト設

定は<演算なし>でそのチャンネルで記録したデータ(生データや演算

処理デ ータに係わらず)をそのまま表示します。算術演算などのエク

ステンションも、このチャンネルキャリキュレーションが利用できま

す。またオンライン、オフラインに関わらず、演算処理したデータは

記録したデータとは入れ替わりません。使用していないチャンネルに

チャンネルキャリキュレーションデータは表示します。

<チャンネル数> 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この欄ではChartビューに表示するチャンネル数を指定します。上下

の矢印キーで直接使用するチャンネル数をセットします。設定したチ

ャンネル数以外にはデータは記録しませんし、チャンネル表示もしま

せん。上下の矢印をクリック(キーボードの上下矢印キーも同様に効

きます)するか、直接数を入力します。 チャンネルセッティングダイ

アログボックスを呼び出すと、この<チャンネル数>エントリーボッ

クスがハイライト表示し、設定されているチャンネル数以外の行は隠

れて表示しません。使用するチャンネルを設定し<OK>ボタンをクリ

ックすれば、直ぐにChartビューに戻って設定したチャンネル数のデ

ィスプレイエリアが表示します。 
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トリガー

トリガー機能を利用するとChartの記録を開始したり停止する方法が

指定できます。トリガーとは<スタート>ボタンをクリックしたり、

予め設定したスレッシュホールド以上の電圧を入力するなどのイベン

トを指します。トリガーを設定するにはまず、セットアップメニュー

から<トリガー>を選択します。トリガーダイアログボックスが表わ

れます。コントロールを使って必要なトリガーイベントのタイプ、記

録までのディレイ(遅延)、トリガーをマークするチャンネルなどを設

定します。 

デフォルト設定ではストップコントロールは<ユーザ>に設定されて

います。この場合使用されないコントロールはダイム表示になりま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　  　　

コントロールの設定

<トリガー>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トリガーポップアップメニューから記録をトリガーするイベントを選

択します。<外部トリガー>、<ユーザ>、Chartチャンネル番号を指

トリガーイベ
ントのモード

トリガー条件
設定ボタン:上
方向がプラ
ス、下方向が
マイナス

開始条件を設
定するポップ
アップメニ
ュー

停止条件の設定ポッ
プアップメニュー

時間の設定

トリガー電圧の設定外部トリガーイベントを導入
するチャンネルを選択

図3-11 
トリガーウィンドウ
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定します。<ユーザ>を指定した場合、<スタート>ボタンをクリック

するとChartが記録を開始します(トリガー機能は使用不能)。停止の

タイミングは<ストップ>の設定内容で決まります。トリガーオプシ

ョンの中から何か一つを指定し<スタート>ボタンをクリックする

と、Chartは記録の準備に入りステータスバーに'トリガー待機中'とい

うメッセージが現れ、<記録/モニター>ボタンはダイム表示になり、

選択したトリガーイベントでChartは記録を開始します。

<外部トリガー>を選択した場合は、イベントはPowerLab本体の前面

パネルのTriggerコネクターに接続した外部ソースから入ります。ST 

とSPのPowerLabでは、外部のパルス電圧は3V以上で5us以上でない

とトリガーとしては認知されず、Chartは記録を開始しません(詳細は

「PowerLabオーナーズガイド」を参照ください)。/20シリーズの

PowerLabでは、トリガーダイアログボックスで<外部トリガー>を選

ぶと<オプション...>ボタンが表示します。このボタンをクリックす

ると上で説明した標準<ノーマル>モードと、接点リレー<コンタクト

クロージャ>モードが選択できます。接点リレーモードでは入力ケー

ブルの両端子間に接点が生ずるとChartは記録を開始します。ハード

ウェアの制限により、外部トリガーは200,000/秒のサンプリング速

度では使用できません。

チャンネル番号を選択した場合は、そのチャンネルの信号がスレッシ

ュホールドを超えて入力されるとChartは記録を開始します。 

 内部タイマー<内部タイマー>を選ぶとトリガータイムコントロール

が表示しますので、記録を開始するインターンバルを設定する際に利

用します。上下矢印をクリックして数を増減するか直接数値を入力し

ます。内部タイマーでサンプリングの間隔を定めます。Chartは設定

した間隔でブロックデータを記録し、トリガータイムコントロールで

セットした時間までの経過タイムをカウントダウンします。記録が後

わると、ドキュメントタイトルバーに '記録中 - 内部タイマー待機中' 

のメッセージが出てタイマーは止まります。Chartは次のブロック

データを記録し、 <ストップ>ボタンをクリックするまで繰り返しま

す。例えば、トリガータイムコントロールで10秒間隔にセットし、ス

トップタイムコントロールを6秒にすると、Chartは6秒間サンプリン

グしてから停止し4秒間カウントダウンし、 この行程を反復します。

チャンネルを選ぶと、そのチャンネルのシグナルがあるスレッシュ

ホールド以上の電圧でChartは記録を開始します(もし興味のあるシグ

ナルが生じるのが予期できなくても、Chartはシグナルをモニターし

て記録する時を捉えます)。トリガーイベントとする波形を捉えるた

めにも、必ずそのチャンネルを作動しておく必要があります。 
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スロープとレベル

トリガーポップアップメニューで外部トリガー<外部トリガー>かチ

ャンネル番号が選択されている場合は、トリガー電圧のスロープ(勾

配の向き)が設定できます。トリガーレベルは電圧の絶対値で、ス

ロープはトリガーレベルで電圧の立ち上がり(正)か立ち下がり(負)の

どちらでトリガーを発生させるかの決定をします。<スロープ>ボタ

ンがアクティブの場合はハイライト表示になっています。使用不能な

ボタンをクリックするとスロープが換わります。 

<レベル>コントロールはトリガーポップアップメニューで選択した

チャンネルの、トリガーレベルの電圧を設定するのに使用します。使

用可能な電圧の範囲はトリガーチャンネルのレンジの設定で決まりま

す。スライダーバーで通常通りスライディングハンドルをドラッグし

て値を設定します。スライダーバーの左のテキスト入力ボックスに数

値が表示します。又はテキスト入力ボックスに直接値を入力します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スタート

トリガーポップアップメニューで外部トリガー<外部トリガー>かチ

ャンネル番号が選択されている場合は、スタートポップアップメニ

ューがアクティブ有効になります。スタートポップアップメニューか

ら<イベント時>、<ポストトリガー>、<プレトリガー>の何れかを選

びChartがどのようにトリガーイベントに反応するかを設定します。

これはトリガーイベントの発生時と記録を開始する間に遅延間隔(デ

ィレイ)を設けるかどうかを指定するものです。

<イベント時>ではトリガーイベントが発生すると直ぐにサンプリン

グが始まり、<スタート:>コントロールはダイム表示になります。　

< ポストトリガー>を指定するとトリガーイベントが発生した後、タ

イムコントロールで予め設定した時間でサンプリングが開始します。

これは遅延反応の記録に便利で、記録したい信号がトリガーイベント

の後に発生する場合に有効です。　　　　　　　　　　　　　　　　

<プレトリガー>を指定すると、サンプリングはトリガーイベントの

発生前に開始します。これはトリガーレベルの電圧に到達する前のイ

ベントの予兆を記録するのに役立ちます。プレトリガーはメモリー内

のバッファーされたデータに依存するので、この場合に見込めるサン

プル数はサンプリング開始時に使用可能なメモリー量に制限されま

す。プレトリガーの結果として、トリガーイベント(ある時間モード

のゼロ時で発生)に先行する時間のため、時間軸が負の数になること

があります。 

上 下
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スタートタイムコントロールではトリガーイベントの前、または後か

ら記録を開始するまでの時間を設定します。<ポストトリガー>又

は、<プレトリガー>をスタートポップアップメニューで設定した場

合のみ有効です。上下矢印をクリック、又は押下げて数値を１段階づ

つ増加、又は減少させるか、あるいはテキストボックスに直接値を入

力して下さい。使用可能な時間範囲はサンプリング速度に左右されま

す。

ストップ

ストップポップアップメニューで記録を停止する時期を設定します。

<ユーザ> 、<一定時間> 、<トリガーの終わり>から選択します。　 

< ユーザ>を指定すると、記録は<ストップ>ボタンをクリックするま

で(又はメモリーがなくなるまで)続行し、ストップタイムコントロー

ルはダイム表示になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<一定時間>を指定すると、トリガーイベントが発生した後の設定し

た時間だけ記録します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トリガーポップアップメニューの<内部タイマー>を選ぶと<一定時

間>オプションが自動的にセットされます： このオプションを変更し

てサンプルを始めようとしても警告が出ます。　　　　　　　　　　

<トリガーの終わり>を指定すると、記録はトリガーイベントの発生

で開始し、トリガーイベントの終了した後(電圧が再度トリガーレベ

ル以下になった時)の設定した時間まで記録が続きます。例えば、神

経の発火し、その後しばらくの間記録する場合などにこの機能が利用

されます。神経ポテンシャルのスタート時に記録を開始し、その神経

ポテンシャルがある値以下になった後一定時間経って記録を停止する

場合です。

<ストップ>タイムコントロールは記録を継続する時間を設定するの

に使用しますが、<一定時間>か<トリガーの終わり>が指定されてい

る時だけ有効です。上下矢印をクリック、または押下げて数値を一段

階づつ増加、または減少させるか、あるいはテキストボックスに直接

値を入力して下さい。設定した時間内の記録ができる分のメモリー容

量があるかを確認しておく必要があります(記録のデュレーションp36

参照)。
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外部トリガーマーカ

外部トリガーパルスをマークに使えば、応答時間を測定する場合など

に便利です。外部トリガーパルスをマークとしてチャンネルに導入す

るには、外部トリガーマーカポップアップメニューからチャンネルを

指定します。指定したチャンネルに小さなスパイクでマークが入り、

任意のデータ上に記録します。このポップアップメニューをオフにす

ると、マーカは記録されません。

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スティムレータ

スティムレータ機能はPowerLabのアナログ出力を使って、パルス

(刺激波形)を一過性または連続で発生させます。刺激波形を設定する

ためには、セットアップメニューから<スティムレータ>を選択して

下さい。スティムレータウィンドウが表われます(図3-13)。このダイ

アログボックスのコントロールを使って、刺激波の種類をパルスかス

テップのどちらかを選択します。刺激波形(出力波形)はPowerLab本

体前面パネルの'Output 'と明記された端子から発生します。スティム

レータの設定はサンプリング速度とは無関係ですが、サンプリング中

か演算入力ダイアログボックスを開いている時しか刺激波形は発生し

ません。

サンプリングを開始するとパラメータの変更ができます。デフォルト

設定で<スティムレータ>はオフになっています。<オフ>はモードポ

ップアップメニューで選択できます。この場合はダイアログボックス

のコントロールは使用不能となります。ダイアログボックスの使用で

きるコントロール項目は指定した刺激波形モードで変わります。刺激

波形の発生をオンからオフに切り替えても入力した値は消えません。

モード

モードポップアップメニューでは刺激波の種類を、パルス<パルス>

かステップ<ステップ>のどちらかに選択します。どちらかを指定す

ると、そのダイアログボックスコントロールを使って、細部の設定を

行ってください。 

図3-12 
外部トリガーマーカポップ

アップメニュー
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<パルス>：この設定ではベースライン電圧から立ち上がる、矩形波

のパルス刺激波形を作成します(図3-14、左)。

<ステップ>：この設定では二つのタイプの波形が作成できます。

ベースライン電圧から立ち上がる、連続する階段状の刺激波形を作成

します (図3-14、左)。

･ ステップランプ (図3-14、中)はベースライン電圧から立ち上が

り、設定した電圧に連続して階段状に上がるか、下がってベース

ライン電圧に戻る波形。

･ ステップ波形の変形で、設定した電圧幅でパルスが階段状に変わ

ります (図3-14、右)。

様々なコント

ロールを使って

入力欄に電圧を

設定する 

 連続刺激波かパルス数
の設定ラジオボタン

矢印ボタンを使
用してパルス数
を設定

スライダーバーを使い刺激
パラメータをセットする

マニュアルで刺
激を開始する場
合にクリックす
ると刺激を開始

刺激をマークする
チャンネルを設定

ディレータイム
を設定

パルスモード ステップモード：　
ステップランプ

ステップモード：
ランプパルス

図3-14 
刺激波形のタイプ

図3-13 
スティムレータイアログボ

ックス(パルスモードの時)
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コントロールの設定

各刺激パラメータのスライダーバーを使い、通常通りスライディング

ハンドルをドラッグして数値を設定します。設定した値はスライダ

バーの上のテキスト入力ボックスに表示します。テキスト入力ボック

スをクリックし、任意の値を直接入力することも可能です。また、入

力欄の右にある上下矢印をクリックしても数値が設定できます(Ctrl-

クリックで変動のステップが大きくなります)。 

連続刺激波形

デフォルト設定では、スティムレータは連続刺激波形を提供します。

一番上のラジオボタン(ウィンド<繰り返し>)。ステップモードを選ぶ

と、ステップ回数を1～2000の範囲で設定しステップ波形を作成しま

す。

不連続刺激波形

２つのラジオボタン(ウィンドウの右上)の下の方のボタンを選択した

場合(<パルス>モードでは<パルス数設定>、<ステップ>モードで

は<1回のみ>）、スティムレータでパルス数、あるいは１波形分のス

テップを設定します。

モードポップアップメニューからパルスモードを選ぶと、作成するパ

ルスの回数を<パルス数>コントロールで1～2000の範囲で設定しま

す。ステップモードを選ぶと<ステップ数>にコントロールは変わ

り、ステップ回数を1～2000の範囲で設定しステップ波形を作成しま

す。 

刺激マーカ

刺激波形をマークとして使えば、応答時間を測定する場合などに便利

です。刺激をチャンネルに導入するポイントをマークするには、刺激

マーカのポップアップメニューからチャンネルを指定します。指定し

たチャンネルに小さなスパイクでマークが入り、任意のデータ上に記

録します。このポップアップメニューをオフにすると、マーカは記録

されません。

開始モード

<記録開始時>を選ぶと、記録を開始する<スタート>ボタンをクリッ

クした時に刺激は始まります。刺激波形が連続なら、スティムレータ

パネルのコントロールにオンとオフのボタンが付き、連続刺激をオフ
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にして元に戻せます。刺激は波形が不連続の場合はスティムレータパ

ネルに <刺激>ボタンが付き、スティムレータダイアログボックスの

スティムレータボタンが有効となり、不連続刺激波形が繰り返し得ら

れます。

<手動>を選ぶと、スティムレータダイアログボックスかスティム

レータパネルにあるスティムレータボタンをクリックした時に刺激は

スタートします。

ディレイ

Chartビューで<スタート>をクリックした後や、スティムレータダイ

アログボックスやスティムレータパネルの<刺激>をクリックした後

にディレイを設けて刺激波形を導入したい場合は、テキストボックス

にディレータイムスティム(0～100秒) を入力して下さい。

レンジ、周波数、パルス時間

パルスモードの場合、<PPM>または<Hz>のどちらかのレンジラジオ

ボタンをクリックすると、パルスを1分間当たりの回数かヘルツ(周波

数)で設定できます(回数/分で設定する方が便利な場合が多い)。

周波数コントロールはパルスの周波数を設定する場合に使用します。

１から200パルス、又はサイクル/分(約0.0167～3.333 Hz)又は/秒 

(1～200 Hz)で、選んだラジオボタンに対応して表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<パルス時間>)コントロールはパルスが続く時間を設定するもので

す。パルスは刺激波形の間隔を超える設定はできませんので、この時

間は設定する周波数に影響されます時間分解能は50 µs. です。 

レンジ、ステップ幅、パルス時間

ステップモードでは、<s>か<ms>のどちらかのラジオボタンをクリ

ックしステップ幅のコントロール時間を、秒かミリ秒に設定します。

図3-15 
刺激マーカポップアップメ

ニュー
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ステップ幅コントロールでは<s>で10 ms～5 s、<ms>で50μs～ 　

１sの範囲で正確に設定できます。

パルス時間コントロールは、デフォルト設定でステップ幅コントロー

ルと同じ数値にセットされます。このコントロール値を採用する

と、 図3-14の中央に示す様なステップランプ波形を発生します。も

しコントロール値をステップ幅以下(以上にはできません)に変更する

と、ランプパルス波形(図3-14 の右) が発生します。

出力レンジ、振幅、ベースライン

パルスモードでは出力レンジポップのアップメニューで振幅とベース

ラインコントロールを100、200、500 mV～1、2、5、10 Vの範囲か

ら設定します。振幅コントロールを使って、選んだ範囲内から正確な

振幅値(＋または－のどちらでも)を設定します。ベースラインコント

ロールで設定した範囲での正確なベースライン電圧を設定します。パ

ルス波形はベースライン電圧に(＋または－)パルス分が加算されま

す。パルスを設定しなければ、ベースライン電圧がPowerLabの出力

端子から連続的に出力します。 

出力レンジ、エンドレベル、スタートレベル

ステップモードでは出力レンジポップアップメニューで<エンドレベ

ル>と<スタートレベル>コントロールの範囲を200mV、500 mV、

1、2、5、10 Vから設定します。エンドレベルとスタートレベルコン

トロールではこの範囲内で、ステップ波の開始時と終了時の電圧の正

確なレベルが設定できます。各ステップの高さはエンドレベルとス

タートレベルの差で、ステップ数で割った数でそのダイアログボック

スの右上でセットします。

スティムレータパネル

スティムレータのダイアログボックスを使ってスティムレーションを

設定しておけば、スティムレータパネルミニウィンドウを使って、サ

ンプリング中でも簡単にスティムレーションの開始、停止、設定の変

更ができます。セットアップメニューからスティムレータパネルを選

択してください。 

連続刺激を選択しスタートコントロールで<記録開始時>を選んだ場

合は、このパネルには<オフ>と<オン>ボタンが付くので、自由にス

ティムレーションをオフ、またはオンに切り替えることができます。
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不連続スティムレーションを選択するか、スタートコントロールで<

手動>を選んだ場合は、パネルには<刺激>ボタンが付きますので、こ

のボタンをクリックすれば刺激は開始します。パルス数(ステップ

モードの場合は１刺激波)が設定できます。スタートコントロールで<

記録開始時>>を選んでも不連続スティムレーションを選択すれば<刺

激>ボタンが使えます。これを使えば、記録開始時に刺激を出力した

後でも、一定回数のステップ波やパルス波が繰り返し発生できます。

上下矢印をクリックまたは押し下げると、サンプリング中の刺激の設

定パラメータが増減します。現行測定値はコントロールの横に表示さ

れます(コントロール表示は設定する刺激モードにより異なります)。

設定値の変更ステップを変えるにはCtrl-ｸﾘｯｸします。また、直接テ

キストエントリーボックスに数値を入力しエンターキーを押せば設定

できます。

スティムレータ出力

刺激電圧は総てPowerLab本体の前面に備わっている出力端子を介し

てPowerLabで作成され出力されます。使用する接続端子により正、

負、差動波形の出力コントロールができます。

+の出力端子を使用すると+の刺激電圧が正の出力電圧として、-の刺

激電圧は負の出力電圧として出力します。-の出力端子を使用する

と、電圧出力の極性は反転します。両方の端子を使用した場合は、刺

激電圧は正と負の出力電圧の差分になります。この場合±10 Vの刺

激波を設定したら、20 Vのパルスが発生することになります。

PowerLabのSTとSPシリーズでは'Output 1'が+の出力端子で

'Output 2'が-の出力端子です。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連続スティムレーションを
選んだときのボタン

不連続スティムレーション
を選んだ場合このボタンが
選択されます。クリックで
開始

図3-16 
スティムレータミニウィン

ドウ(パルスモード)
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複数のPowerLabsを使う

Chartは複数のPowerLabから記録できる様にセットアップできま

す。同じコンピュータで別々のPowerLabを使って、幾つかの独立し

た実験を行いたい場合に便利です。また、これは1台のPowerLabで

は必要とするパラメータを総て記録するにはチャンネル数が足りない

場合に有効です。例えば、多数の動物を使って同時に実験を管理した

り、睡眠学習で多数のEEGシグナルを記録したい場合が挙げられま

す。USBやSCSIを使いコンピュータに複数の装置を接続する情報に

関しては、PowerLabに付属するPowerLab オーナーズガイドを参考

にして下さい。

複数のPowerLabで記録するには、同じバージョンのCharを使って

各PowerLabから記録するデータを複数のドキュメントを開いて実行

します。

複数のPowerLabを接続してChartをスタートすると、ダイアログボ

ックスがどのPowerLabを使用するかた尋ねます。 スクロールリスト

にPowerLabのモデル名とUSBの有無、またはSCSIバス番号と 

SCSI ID番号を明記します。複数のSCSIバスが存在する場合は、同じ

バスに存在するPowerLab(別個のSCSI ID番号が必要)の数を示しま

す。使用するPowrerLabを選んで<OK>をクリックします。

オープンするChartドキュメントのタイトルバーには指定する 

PowerLabが表示します。そのChartドキュメントのセットアップメ

ニュー(このコマンドは複数のPowerLabを接続している場合に出ま

す)から、<PowerLabを選ぶ... >を選べば指定したPowerLabが変更

できます。

一度指定したPowerLabを変更し、新たに指定した PowerLab が異

なる性能を持った機種であればセッティングは消去してしまいます。

図3-17 
PowerLabの選定イアログ　

ボックス
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この場合の性能とは、フィルター処理セッティングの違いや最大サン

プリング速度の低下などを示します。機種の違いによる性能に危惧が

あれば、指定するPowerLabを変える前に、既存のドキュメントを保

存して下さい。.

記録を同期する

接続した各PowerLabのトリガー入力(T字コネクターを使い)に外部

トリガーディバイスを接続して、複数のChartドキュメントで記録す

る開始時間を同期できます。正しくは真の同期ではありませんが、そ

れはサンプリング速度の不明確さ(この不明確さはサンプリングイン

ターバルに当たります)と、トリガーポイントの不明確さに依りま

す。しかし、トリガー電圧はサンプリング速度に比して急速に変化し

ますので、PowerLabの違いに因っても僅か1サンプルのインターバ

ルの相違にしか過ぎません。例えば、10 000 /sのサンプリング速度

では、その相違は約1/10 000 = 0.0001sec.の筈です。

シグナルを厳密に同期するの事が必要な場合には、1台の PowerLab

で可能な限り多くのチャンネルにシグナルを記録して下さい。複数の

被検体から一つの実験を管理する場合は、同じPowerLabに一つ被検

体から全パラメータを記録する事で問題を解決して下さい。

最大サンプリング速度

複数のPowerLabを使う時は、使用できる最大サンプリング速度とチ

ャンネル数に実質的な制限を受けます。コンピュータや使用する

USBかSCSIインターフェースに依る実行する上の制限もあります。 

Chartでは事前にこれらの制限を予知できませんので、サンプリング

の要求にシステムが追随できずサンプリングが停止するドキュメント

も想定しなければなりません。もし、複数のPowerLabで高速サンプ

図3-18 
ドキュメントタイトルバー

に指定したPowerLabの表示

と、指定したPowerLabダイ

アログボックス
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リングを行う場合は、前もってシステムの能力を十分確認しておいて

下さい。実際に実行するよりも速いサンプリング速度で試験しておく

ことを、お勧めします。

Chartでサンプリングしている間に別のアプリケーションを使う場合

にも、Chartのパフォーマンスには制限を受けますし、システムの限

界を越えればサンプリングを停止するドキュメントも生じますので注

意して下さい。バックグランドでChartを作動する際は、それ以外の

アプリケーション(スクリーンセーバや電子メールも含まれます)が優

先してプロセッサー時間を使いますので、問題が起きる恐れがあれ

ば、Chart以外のアプリケーションは終了しておいて下さい。
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C H A P T E R F O U R

4 データディスプレイ

Chartは多彩なデータディスプレイ機能を持っています。データディ

スプレイに使用する表示線、表示パターン、表示カラーなどが自由に

変更できます。Chartウィンドウのサイズの変更、ウィンドウの分

割、水平軸スケールの伸縮、各チャンネルのディスプレイサイズの変

更も簡単です。記録データ全体の流れを観察したい場合、あるいは

データの一部分を拡大して詳細に見たい場合など、目的によってディ

スプレイモードを簡単に切り替える事ができます。

この章ではChartが提供するディスプレイオプションについて、基本

的な設定方法から振幅軸の操作、チャンネルタイトル、Zoomウィン

ドウまで詳しく説明します。
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Chartビュー

Chartウィンドウには記録するデータの基本的なコントロール機能

と、直接ディスプレイフォーマットを設定するためのコントロール機

能が数多く備わっています。 

チャンネルのディスプレイサイズを変更

各チャンネルのディスプレイサイズを変更するには、チャンネルセパ

レータ(境界線)上(どの位置でも良い)にポインターを置き、ポイン

ターがセパレータポインターに変わるのを確認します。セパレータポ

インターをドラッグすると、直線が表われ移動位置を示しますので、

希望の位置にきたらマウスボタンを放します(図4-1)。データディス

プレイのサイズを変更したい場合は、記録中でも上記の手順で変更で

きます。 

チャンネルセパレータを別のチャンネルのセパレータを飛び越してド

ラッグすることも可能です。例えば、あるチャンネルのセパレータを

ウィンドウのデータディスプレイエリアの一番下までドラッグした場

合、それ以下のチャンネルは全部その下に隠れます。そのチャンネル

セパレータ上をダブルクリックするとデータディスプレイエリアはそ

のPowerLabの入力チャンネル数に応じて４または８チャンネルに等

分に分割表示し、デフォルト設定に戻ります。

記録したデータの分解能はディスプレイの分解能とは無関係です。チ

ャンネルが有効であれば、チャンネル幅がかなり短くなるようにチャ

ンネルセパレータが調節していても、データディスプレイエリアが画

面上では見えにくくなっている場合でも、データはディスプレイエリ

アに忠実に記録されています。 

スプリットバー

Chartビューにはデータディスプレイエリアを垂直に２つの部分、ま

たは枠に分割できる機能が備わっていますので(スクロール/リビュー

ボタンを使って)、記録したデータの別の部分と比べたり、記録中の

図 4-1 
チャンネルサイズの変更：

チャンネルセパレータをド

ラッグして希望するサイズ

に調整する
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入力データと既存の記録データ(リビュー)とを見比べることができま

す。記録中の入力データは右側の枠に表示します。リビュー画面では

大抵の標準的な操作が行えます：ズームビュー、スペクトラムウィン

ドウやX-Yビュー、コメントの添付や削除、データパッドへのデータ

のコピー、データを別のファイルへコピー、データ圧縮の変更など。

ウィンドウを分割するには、スプリットバー上(どの位置でも良い)に

ポインターを置き、ポインターがスプリットポインターに変わるのを

確認します。垂直のスプリットバーがデータディスプレイエリアの左

側にあるので、希望の位置まで(ウィンドウが希望の大きさの２つの

枠で分かれる位置まで)そのスプリットバーをドラッグすると、１本

の線が表われて現在置を先導しますので、そこでマウスボタンを放し

ます。記録中でもこの作業はできます。

記録中には分割した２つの枠のディスプレイは、それぞれのスクロー

ルバーを使って別個にスクロールできます。スプリットバーをダブル

クリックすると、データディスプレイエリアの左の元の位置に戻りウ

ィンドウは元の１つの枠になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

振幅軸

各チャンネルの振幅軸(縦軸)のスケールはチャンネル毎にドラッグし

て引き伸ばしたり、またはダイアログボックスを使って適当なデータ

図 4-2 
データディスプレイエリア

の分割：スプリットバーを

ドラッグして希望の位置に

移動する。
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表示に変更することができます。スケール表示オプションは各チャン

ネルの振幅軸の左側にあるボタンをクリックし、スケールポップアッ

プメニューから引き出して設定します。各軸にはスケーリングボタン

があり、色々な方法で引き出せます。これらの振幅軸の機能はズーム

ビュー、X-Yビュー、スペクトラムウィンドウにも縦軸、又は両軸と

もに適応します。

また、全チャンネルに同時に軸をオートスケールできます。この機能

はズームビューにも適応します。

スケールポップアップオプション

<自動スケール設定>：このオプションはそのチャンネルで現在

視覚化した波形を、ディスプレイエリアに縦軸に対応させて表示させ

ます：スケールの上限を最大ピーク値の高さにセットし、下限は最小

値とします(これはバックグランド電気ノイズの様な小さなシグナル

にも適応されます)。

<正のデータのみ>：このオプションは正の電圧信号のみを表示す

る場合に役立ちます。垂直軸をシフトして、0 Vがディスプレイエリ

アの底辺に来るようにします。従って0 V以下の信号は画面には表わ

れません(<Bipolar>オプションを選択すれば表示します)。

<Bipolar>：Chartの各チャンネルのデフォルトモードです。シフ

トや引き伸ばしをしていなければ、垂直軸の中央の0 Vをはさんで上

下に正と負の両方の信号が表示します。

<目盛とデータを反転>：このオプションはスケールと信号の、

両方の極性を反転させます。従って波形はチャンネルの中央で垂直に

反転します。下方のスケール値が上方のスケールに表示、またはその

逆に写ります。

<スケール設定>：このオプションでは必要なレンジで表示できる

よう、振幅軸を直接調節できます。これは単位変換がオンでもオフで

も有効です。<スケール設定...>を選択すると、スケールレンジダイ

アログボックスが出ますので、そこで希望する表示スケールの上限下

限を直接数値で入力できます。
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スケーリングボタン

スケーリングボタンは振幅軸の左端にあります。<+>のボタンをクリ

ックすると縦軸が拡大、<->ボタンをクリックすると縮小します。ス

ケールボタンとSet Scaleダイアログボックスは、振幅軸を大まかに

拡大縮小するのに使います。

Ctrlキーを押しながらスケーリングボタンを使うと、スケールの下限

はそのままで表示するものを1/2、または2倍にできます。Altキーを

押しながらスケーリングボタンを使うと、スケールの上限はそのまま

で表示するものを1/2、または2倍にできます。

ドラッグスケール

ポインターは振幅軸エリア上での位置によって変化します。エリアの

左にある時は標準ポインターで左上を示す矢印です。エリアの右で

は、ポインタは右上を示す矢印となり、横に小さなマーカが表われて

その機能を示します。

スケール上の表示単位数値の間に移動すると、カーソルの横に両頭矢

印が表われ、上下にドラッグするとスケールはシフトします。カー

ソールが軸上にある時にShiftキーを押すと、常に両頭矢印が表示し

ます。

ポインターがスケール値に向かい合い軸の中点より上にある場合は、

上向き二重三角印がカーソルの横に表示し、上方にドラッグするとス

ケールが伸び、下方にドラッグするとスケールは縮小します。何れの

場合もスケールの下限はそのままです。カーソルがスケール上にある

時にCtrlキーを押すと、上向き三角印が常に表示します。 

Iポインターがスケール値に向かい合い軸の中点より下にある場合

は、下向き二重三角印がカーソルの横に表示し、下方にドラッグする

とスケールが伸び、上方にドラッグするとスケールは縮小します。何

れの場合もスケールの上限はそのままです。カーソルがスケール上に

ある時にCtrlキーを押すと、下向き三角印が常に表示します。

チャンネル単位または
左端の可視ブロック

図 4-3 
セットスケールイアログボ

ックス.
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ポインターがスケール値に向かい合い軸の中点にある場合は、下向き

及び下向き二重三角印がカーソルの横に表示します。上方にドラッグ

するとスケールが伸びますが下限のスケールはそのままで、下方にド

ラッグするとスケールは縮小しますが上限のスケールはそのままで

す。

全チャンネルをオートスケール

全チャンネルを同時に振幅軸がオートスケールできます。これにはコ

マンド> 自動スケール設定を選ぶかツールバーの 自動スケールボタ

ンをクリックします。これは各チャンネルの現行可視データを調整し

て、スケールの上限は最大ピーク値の高さにセットし、下限は最小値

とします。

元のスケールに戻す

スケールを変更すると、そのチャンネルの振幅軸のスケールを指示す

る番号が適化して変わります。振幅軸をダブルクリックすると標準ス

ケールに戻り、伸縮前の位置でゼロは軸の中点になります。再度軸を

ダブルクリックすると、ゼロが軸の中点になる両極性(Bipolar)表示

と、ゼロがディスプレイエリアの最下点になるシングルサイド表示が

切り替わり表示します。このショートカットは単位変換を使っている

場合は適応しません：この場合は、スケールをドラッグしてゼロ点を

望みの位置に設定する必要があります。 

ディスプレイの設定

ディスプレイセッティングダイアログボックスで時間軸の表示フォー

ムと表示単位、ブロックやコメントマーク表示の有無、Chartドキュ

メントウィンドウのデータ表示の方法が設定できます。またChartビ

ューの目盛の表示色や、ZoomやX-Yビューでの表示目盛りの形式の

変更や、X-Yプロットの表示線の色や形も選択できます。ディスプレ

イセッティングダイアログボックスを呼び出すには、セットアップメ

ニューから<表示設定...>を選択してください。 

タイムフォーマット

タイムフォーマットコントロールで時間軸の表示形式と表示単位が設

定できます。ここで選択した形式は全軸に適用され、ダイアログボッ

クスを引き出すだけでいつでも導入できます。時間軸に沿ってポイン

ターが示す時間は、ダイアログボックスで選択した形式で<レート/

タイム>ディスプレイに表示します。



Chapter 4 — データディスプレイ 73

<ブロックの始めから>：新規データブロックの開始からの相対

時間を表示します(これがデフォルト設定です)。新しくデータブロッ

クを開始する度に、ゼロに戻りリセットされます。つまり<スター

ト>ボタンがクリックされる度、また記録がトリガーによりスタート

する度にリセットされます。

<ファイルの始めから>： ファイルの記録を開始してからの相対

時間を表示します。サンプリングを停止して再開するまでのロスタイ

ムを知りたい場合に役立ちます。

<日時>：サンプルが収録された日の時刻を表示します。コンピュー

タの設定により、12時間又は24時間表示のどちらかが使用できます

(地域のセッティングコントロールパネルかタイムディレーパネル)。

この設定はイベントが発生した日時を特定したい場合に役立ちます。 

<UTCを表示>：サンプルが収録された日の時刻を万国標準時(グリ

ニッジ標準時、GMTのこと)に従って表示します。各国の時刻とUTC

との差は日/時コントロールパネルのタイムゾーンパネルで表示され

ます。この設定は地球物理学者や天文学者にとっては貴重です。 

<常に秒を表示>：チェックボックスを選択してい無い場合は、記

録時間の長さに応じて時：分：秒が表示されます( 高速記録の場合

は、msec.で測定されます)。

<日時を表示>：このチェックボックスをマークすると、日付表示

がChartドキュメントのコメントバーの右に出ます。ポインターが

カラーポップア
ップメニュー

スタイルポップ
アップメニュー

注
Chartでは記録の日時が正　
確に記録されていますので
古いファイルに新しいデー
タを記録して'Start of File'　
を選択した場合、時間軸の
右端では非常に大きな数値
となります。逆に別のファ
イルに追加した時はマイナ
スの値となりこともありま
す。

図 4-4 
ディスプレイセッティング

ダイアログボックス
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データディスプレイ内か時間軸を移動すると、その記録ポイントの時

間を読み取って表示します。このチェックボックスをマークしてい無

くても、日付はDVMミニウィンドウ内に表示します。 

総合的な表示

デフォルト設定では総てのディスプレイコントロールチェックボック

スが選択されていて機能します。チェックボックスあるいはコント

ロールタイトルをクリックするとオン、オフが切り替わります。

<ブロック間のライン>：通常Chartではデータブロック間には

縦線が描かれ、記録が不連続であることを示します。つまりサンプリ

ングが一旦停止して再開した場合やチャンネルがオフになった場合、

又はチャンネルの記録スケールが変更された場合などを示すもので

す。この縦線の区切りが必要でない場合は、このコントロールをオフ

にすればブロック間の区画線は表示しません。一定期間を超高速でサ

ンプリングする際など、非常に短いブロックが発生してしまう場合に

は便利です。

<コメントを表示>：記録中か記録後にコメントを追加する際に、

コメント番号ボックスが表われます。印刷時にコメントボックスを印

刷するとデータが不明瞭になるのを避けられますので便利です(デフ

ォルトでコメントの番号リストが各コメントの横にその時間と供に印

刷されます)。このコントロールをオフにすると、このボックスは表

示されませんし、<コメントラインを表示>と<コメントテキストを表

示>コントロールもオフ(無効表示)になります。

<コメントラインを表示>：あるデータポイントに特定のコメン

トが付いている場合、通常位置の確認を容易にするために波線がこの

データポイントを貫いて垂直に表示します。このコントロールをオフ

にすれば波線を消すことができます。<コメントを表示>コントロー

ルがオフになっている場合は、このコントロール機能もオフになりま

す。コメントボックスを表示しながらコメントラインを隠すことも可

能です。

<コメントラインを表示>：コメントの文字は通常コメント行に

沿って表示します。コメントの文字がデータを隠してしまう場合は、

このコントロールをオフにすると便利です。.

図 4-5 
短時間の記録：(上)ブロッ

クマーカ付き(下)なし.
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サンプリング

サンプリングパネルにあるラジオボタンで画面にサンプルデータをど

のようにプロットするかを設定できます。<右から左にスクロール>

オプションを選ぶ(デフォルト設定)と、ディスプレイエリアの右から

左へ データは連続的にスクロールします。<スイープモード>オプシ

ョンではデータは記録するにつれて左から右に描画し、オシロスコー

プのい様な表示となります。垂直線がデータディスプレイを跨いで左

から右に移動し、画面の描画に応じて進む波形の前を追跡します。　

<右から左にスクロール>モードでは、スクロールする速さはサンプ

リング速度と水平軸の圧縮度に依ります。

表示目盛り

Chart、ズーム、XーYビューの表示目盛りは変更ができます。ズーム

ビューでは1チャンネルや複数の積重ねチャンネルでも目盛りは表示

しますが、重ね合わせ表示の複数チャンネルでは、振幅が異なる為に

目盛りは表示はしません。表示設定ダイアログボックスの目盛りパネ

ルから<ハイド>ラジオボタンを選択すると、これらの３つのウィン

ドウの表示目盛りが消えます。Chartビューでは選択した色の目盛り

点線が表示されますが、ZoomとX-YビューではZoom及びX-Yビ

ューパネルで選択されているラジオボタンの種類によって、目盛り線

は直線又は点線のどちらかで表示します。

<グリッド>のカラーポップアップメニューでは13色の中から表示カ

ラーが選択できます。X-Yプロットのカラーrポップアップメニュー

と同じです(図4-8)。 

図 4-7 
スイープモードで表示する

サンプルデータ：垂直線が

左から右に描画されるに従

い波形を追跡します。

図 4-6 
コメント付加記録：(左) コ

メント表示,コメント線とコ

メント文字オン、(左中)コ

メント文字表示オフ、(右

中)コメント線と文字オフ、

(右)コメント表示オフ
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X-Yプロット

X-Yトレースの描画の太さと、直線または点線のどちらで表示するか

は、ラインスタイルポップアップメニューで指定します。希望の形式

をクリックすると選択できます。X-Yプロットの<カラー>ポップア

ップメニューは線目盛(graticule)のカラーポップアップメニューと全

く同じです。ここでの設定はあるチャンネルデータに対する別のチャ

ンネルデータをX-Yビューにプロットする場合だけに適用されます。

カラーポップア
ップメニュー

表示線ポップア
ップメニュー

図 4-8 
ディスプレイセッティング

イログボックスでの表示線

の形式とカラーポップアッ

プメニュー
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チャンネル設定

チャンネルセッティングダイアログボックスでは複数のチャンネルが

同時にセッティングできます。１画面で各チャンネルのディスプレイ

設定と記録設定が一覧できて大変便利です。このダイアログボックス

を表示するにはセットアップメニューから<チャンネル設定...>を選

択するか、または<Ctrl+>を入力します。このダイアログボックスの

各段落については前の章で簡単に触れています。記録の設定に関して

はそこで詳しく説明されていますので参照下さい。ディスプレイ設定

に関してはこの章で詳しく述べていきます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
チャンネルタイトル

通常、各チャンネルのタイトルはChartウィンドウの右に'チャンネ

ル 1'、 'チャンネル 2'など番号順に上から下へ表示します。記録する

内容を示すタイトルに変更することもできます。それにはチャンネル

設定ダイアログボックスの<チャンネル名>欄のテキスト入力ボック

スを選択して、新タイトルをタイプ入力しデフォルトのタイトルを消

去します。テキストをテキスト入力ボックスで編集します。左端をブ

ランクでテキスト入力した場合はデフォルトタイトル(チャンネル 1

などの)に再度置き換わります。タイトルの長さは14文字、またはテ

キスト入力ボックスに入る文字数のどちらか少ない方に制限されま

す。<OK>ボタンをクリックすると、タイトルの変更(とその他の変

更)がChartビューに適用されます。

図 4-9 
チャンネルセッティングイ

アログボックス
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カラー

チャンネル設定ダイアログボックスの<カラー>コラムのカラーポッ

プアップメニューではデータトレースの色を13色の中から選択できま

す。このポップアップメニューは表示設定ダイアログボックスの<カ

ラー>ポップアップメニューと全く同じです(図4-8 参照)。

スタイル

チャンネル設定ダイアログボックスの<線形式>コラムのラインスタ

イルポップアップメニューでは、データポイントを直線または点線の

どちらで表示するかを指定します。このポップアップメニューはディ

スプレイセッティングダイアログボックスの<線形式>ポップアップ

メニューと同じです(図4-8 参照)。希望の形式をクリックすると選択

できます。直線および点線の太さはズームビューでのみ適用され、

Chartビューには対応しません。Chartビューでは常に1ピクセル分の

太さの線、またはシングルピクセルの点線で波形を表示します。 

ズームビュー

ズームビューを使うと、データの一部分を拡大して詳細に観察できま

す。１つのチャンネルのデータからでも、同じ時間内の記録ならば複

数のチャンネルのデータからでもセレクションできます。データセレ

クション(選択範囲)をズームにするには、Chartビュー内の必要なエ

リアをドラッグで選択して、次にウィンドウズメニューから<ズーム

ビュー>を選択するか、ツールバーで<ズームビュー>のボタンをクリ

ックします。ズームビューが出ます(図4-10)。選択範囲の指定がない

場合は、ズームビューはグレー表示になり何も表示しません。

デフォルト設定では<オーバビュー>ボタンはオンなので、複数のチ

ャンネルを選択すると、各チャンネルの波形はオーバーレイ(重ね合

わせ表示)されます。ウィンドウの左下のチャンネル番号ボタンの数

字はチャンネル番号と一致していて、Chartビューで選択していない

チャンネルのボタンはグレー表示になっています。各チャンネル波形

用に設定した表示カラーが短いバーの形で、<チャンネル番号 >ボタ

ンの上にそれぞれ表示されますので、そのバーの色からディスプレイ

上でトレースされる表示カラーからチャンネル番号を判別してくださ

い。 

ズームビューはコントロールメニュー、タイトルバー、最小化ボタ

ン、最大化ボタン、クローズボタンが付いた標準のウィンドウで、
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Chartドキュメントウィンドウがアクティブの時にはバックグラウン

ドで画面上を移動できます。通常のやり方でウィンドウサイズの変更

もできます。

並べて表示

Chartビューの複数チャンネルから選択範囲を設定した場合、デフォ

ルト設定では複数のチャンネル波形をChartビューで重ね合わせて表

示します(オーバレイボタンがオンの時)。<並べて表示>ボタンをクリ

ックし、オーバレイボタンをオフにすると、上から下に番号順に各チ

ャンネルデータがChartビューと同じ形式で積み並んで表示されま

す。各チャンネルの表示幅はChartビューの比率と関係なく均一にな

ります (このモードで全チャンネルを描画するスペースが無い場合は

ズームビューにします)。Chartビューの様に、各チャンネルの振幅軸

はリスケール、オフセット調整や、スケールポップアップメニューや

スケーリングボタン、カーソルが振幅軸上にある時に出るポインター

を使った操作ができます。<オーバレイ>ボタンをクリックすると<並

べて表示>ボタンはオフになり、重ね合わせ表示チャンネルに戻りま

す。 

トラッキング
チャンネル

オーバレ
イボタン

並べて表
示ボタン

チャンネル番号ボタン

カーソル位置の波形
の時間と振幅値表示

波形カーソル

IDバー
ポインター

マーカ

履歴ボ
タン

図 4-10 
ズームビュー.
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データの表示

ハイライト表示しているチャンネル番号ボタンは、そのチャンネルの

波形をカーソルがトラッキングしていることを示しています。これは

チャンネルディスプレイがオーバーレイ(重ね書き)表示でも、スタッ

ク(積重ね)表示のいずれでも機能します。トラッキングポイントの時

間(t)と振幅(Y)の読み取り値が、ビューウィンドウの上部に表示しま

す。時間と単位の形式はディスプレイ設定と単位変換を使って設定さ

れたものです。 

トラッキングチャンネルを変更したい場合は、ビューウィンドウの左

下のチャンネル番号(グレー表示でないもの)をクリックするか、トラ

ッキングしたい波形を直接クリックします。いずれの場合も選択した

チャンネル番号ボタンはハイライト表示になり、それがトラッキング

チャンネルであることを示します。

Chartビューのマーカはズームビューに反映され、同じように波形上

を移動します。マーカをダブルクリックすると元の位置に(ホーム)戻

ります。マーカはズームビューにおいても、ほぼ同じ働きをします

が、波形カーソルは一つの波形しか追跡しませんので、波形が複数存

在する場合は少し違った動きをします。追跡波形上にマーカがある

と、そこからの相対計測値(△を表示)で時間と振幅値が表示します。

マーカが別の波形上にある時も時間は相対表示となりますが、振幅は

絶対値表示で表されます。 

並べて表示ボタンを選択

図 4-11 
ズームウィンドウで並べて

表示ボタンオンーこの選択

は図４-10と同様です。.



Chapter 4 — データディスプレイ 81

ズームビューで作業中は、ズームビューで表示されている選択範囲か

らも任意のデータがデータパッドに転送できます。Chartビューの選

択範囲が不連続である場合(複数のブロックにまたがっている場合)

も、ブロック間の区切り線の表示をオフにしていない限りズームビ

ューでもそれらを不連続なブロックとして表示します。区切り線表示

がオフである場合はブロック間にかすかな擦れが見られます。 

印刷とコピー

ズームビューがアクティブ状態の場合は、ファイルメニューの 印刷

オプションは<ズームビューを印刷...>に変ります。このコマンドを

選択すると、現行のズームビューの内容が印刷されます。編集メニ

ューの<ズームビューを印刷..>を選択して、ズームビューのディスプ

レイをコピーし、別のアプリケーションにペーストすることができま

す。

デジタル値の読み取りを表示

ウィンドウメニューのDVMサブメニューでは各チャンネルのデジタ

ル電圧表示計とサンプリング時間を、サイズ可変なミニウィンドウの

形で表示します。コンピュータから少し離れた所から記録値を読み取

りたい場合などに、このウィンドウは便利です。これらのミニウィン

ドウを表示するには、DVMサブメニューからメニューの１つを選択

するか、各チャンネルの<レンジ/振幅>ディスプレイ、又は<レート/

タイム>ディスプレイをドラッグします(このミニウィンドウはこれら

のディスプレイの浮動型拡大ウィンドウです)。 

DVMミニウィンドウは現行のアクティブウィンドウの前に浮動表示

します。そのタイトルバーをドラッグするとあちこち自在に移動でき

ます(Chartアプリケーションウィンドウの枠以外にも)。クローズボ

ックスをクリックするとウィンドウは消えます。ミニウィンドウの外

枠をドラッグするとサイズが変更できます。ミニウィンドウの大きさ

図 4-12 
CH1のDVMとタイムミニ　

ウィンドウ
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を変えると表示テキストの大きさも変わるので、読み取り易い大きさ

にウィンドウのサイズを調節して下さい。表示テキストの色は同じチ

ャンネルのデータトレースと同色になりますので判別が簡単です。ミ

ニウィンドウのタイトルバーには適用しているチャンネル数が表示し

ます(DVMサブメニューのメニューコマンドは常にデフォルトタイト

ル(Channel 1などの)でチャンネルをリスト表示しますが、タイトル

は自由に変更できます)。

記録中はレート/タイムミニウィンドウには現行ブロックの開始から

の経過時間を、ディスプレイセッティングダイアログボックスで設定

した形式の単位で時間を表示します。ポインターがチャンネルコント

ロール内にある時は、現行のサンプリング速度をｻﾝﾌﾟﾙ数/秒で表示し

ます。また、ポインターがデータディスプレイエリア又は、時間軸上

にある時は、そのポインター位置のポイント時間を表示します。

記録中はDVMミニウィンドウは、その適用チャンネルで使っている

単位で入力する値を表示します。適用チャンネルがオフの場合は、

'Channel Off'と表示されます。記録時以外ではアクティブポイント

がある場合にはその値が表示され、選択範囲がある場合にはミニウィ

ンドウは空白になります。記録中はDVMディスプレイは毎秒更新さ

れます。 

Chartウィンドウを整理する 

Chart上でいくつかのドキュメントウィンドウや、それに関連したウ

ィンドウを開いて作業した結果、必要なデータがすぐに見つけにくく

煩雑なウィンドウになってしまうことがあります。これの最も簡単な

解決策としては、第一に一度に多くのウィンドウを開いたままにしな

いことですが、他にもこのような混乱を避けるためのいくつか推奨で

きる方法があります。ChartにはChartアプリケーションウィンドウ

内のウィンドウを整理するためのコマンドが備わっています。Chart

ドキュメントウィンドウはChartアプリケーションウィンドウ内に含

まれていて、決してデスクトップ上のどこかに隠れたり、消えてしま

うことはありません。Chartアプリケーションウィンドウ自体がデス

クトップの役割を果たします。Chartビューの範囲内で、各ドキュメ

ントウィンドウの移動、リサイズ、クローズ、拡大、復帰、縮小など

が行われます。 

Chartビューの最大化ボタンをクリックするか、タイトルバーをダブ

ルクリックすると、Chartアプリケーションウィンドウのサイズが最

大までに拡大され、Chartビューに重なり合って１つのウィンドウの

様になります。この場合Chartのサイズを変更すると、重なったドキ
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ュメントウィンドウのサイズも同じ大きさに変ります。タイトル名は

Chartビューのタイトルバーに、アプリケーション名の後に括弧の内

に表示します。コントロールメニューはファイルメニューの左に移動

します。縮小、拡大、クローズボタンはアプリケーションウィンドウ

と同じボタンの下に表示します(図2-7 参照)。データパッド、XーYビ

ュー、ズームビューの様なほとんどの付帯するウィンドウについても

上記の動作は適用されます。メインウィンドウのChartビューを最大

化すると総てのウィンドウが最大化表示となります。

ダイアログボックス(<OK>ボタンまたはそれと同等の機能をもつウ

ィンドウ)と、ミニウィンドウ(スティムレータパネル)はChartアプリ

ケーションウィンドウの枠外にも移動します。これらにはクローズボ

タンは付いていますが、縮小、拡大ボタンは無く、ウィンドウメニ

ューのウィンドウ関連コマンドによる影響も受けることはありませ

ん。

ウィンドウメニュー(図A-8 参照)の最下段には、Chartの開いている

ウィンドウを総てリストアップし表示します。現行のウィンドウには

チェック印が付いています。メニューにリストアップされているウィ

ンドウの１つを選択すると、最前面にそのウィンドウが表われ、アク

ティブになります(タイトルバーはハイライト表示になります)。各ウ

ィンドウにタイトルを付けておくと分類上便利です。ウィンドウタイ

トルにはファイル名の後にコロンが続き、その後がウィンドウ名とな

ります。ファイル名が 'RISC Rules' とすると、Chartのメインドキュ

メントウィンドウ名は 'RISC Rules: Chart View' となり、ズームビ

ュー名は 'RISC Rules: Zoom View' となります。

Chartの散らばったウィンドウの混乱を整理するには、ウィンドウメ

ニューで<重ねて表示>や<並べて表示>を選択します。<重ねて表示>

コマンドメニューを使うと、開いているウィンドウ全部のタイトル

バー部分が表示されますので秩序正しく並べ変えることができます。

各ウィンドウはタイトルバーのみを残した状態で前後に重なり合って

整列表示します。

. 
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図 4-14 
Chartでウィンドウをタイ　

ル表示.

図 4-13 
Chartでウィンドウを整列　

表示
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C H A P T E R F I V E

5 ファイルの取り扱い

Chartファイルは簡単にエクスペリメントギャラリー ( Experiments 

Gallery ) にアクセスでき、様々なフォーマットで編集、印刷、ディ

スクへの保存ができます。

この章ではこれらの取り扱い方法や、たくさんのファイルを１つのフ

ァイルに要約する機能、設定を保存して作業の反復を省略化する機能

について説明します。また別のアプリケーションにデータを転送する

方法、コメントやエクスクルージョンの使い方、ノートブックや迅速

なChartファイルの検索について説明します。 
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エクスペリメントギャラリー

エクスペリメントギャラリーはフレーム作業であり、Chartデータや

セッティングへ素早くアクセスでき、付帯するドキュメントやテキス

トファイル、マルチメディアファイルなどにも迅速に対応します。

この機能は教育の現場では特に有用で、教師が別々の実験をオーガナ

イズし学生にそれをアクセスさせ提供できます。研究者であれば、自

分の記録をオーガナイし素早くアクセスできますので大変便利です。

エクスペリメントギャラリーを使う

エクスペリメントギャラリーを使う前に、ファイルとフォルダーを作

ってそれに加えます。Chartのバージョンに依っては既に実行されて

いる場合もありますが、そうでなければ エクスペリメントギャラ

リーの管理, p89を参照して下さい。

エクスペリメントギャラリーを設置しておけば、ファイルメニューか

ら<エクスペリメントギャラリー>を選べば、エクスペリメントギャ

ラリーダイアログボックスが表示します。ダイアログボックスの下段

にある　<起動時にエクスペリメンツギャラリーを表示する>チェッ

クボックスを選べば、以下の時にも表示します：

･ ドキュメントが無くてChartをスタートする (例えば、Chartデス

クトップショートカットをダブルクリックする) 

･　最後に開いたChartドキュメントを閉じる

そのダイアログボックスの左側の部分には、エクスペリメントギャラ

リーのコンテンツの階層フォルダーが含まれています。Microsoft 

Windowsのエクスプローラと似ており、同じ方法でナビゲートして

くれます。例えば、開示三角形をクリックするとフォルダー構造の部

門を拡張します。 右側の部分は左側で選択したフォルダーのファイ

ルを表示します。指定したファイルは陰影表示し、<開く>ボタンを

クリックすれば開けます。 または、ファイルをダブルクリックする

とファイルは開きます。

エクスペリメントギャラリーのセットアップの仕方に依って、ファイ

ルリストの上にインフォメーションエリア(図 5-1 の様な)が出ます。

それには指定したフォルダーの内容に関するコメントも含まれていま

す。個々のファイルにはファイル名に加え、それを記述したラベルが

付きます。
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エクスペリメントギャラリー内のファイルやフォルダーに何か問題が

有れば、ダイアログボックスの下段にエラーボタンが出ます。このボ

タンをクリックすると問題点の詳細なインフォメーションが得られま

す。例えば、コンフィグレーションファイルに関連したファイルはエ

クスペリメントギャラリー内には有りませんと言ったメッセージが表

エクスペリメントギャラリーを管理する 

教師か研究者なら、多分ご自分の注文に応じたエクスペリメントギャ

ラリーを作成したいと思われる筈です。

まず、 Chartアプリケーション(図5-2)と同じフォルダーにエクスペ

リメントギャラリーと称するフォルダーを作って下さい。Chartの

バージョンに依ってはこのフォルダーが既に存在する場合があります

ので、注意して下さい。 

図 5-2 
エクスペリメントギャラ

リーホルダー

図 5-1 
エクスペリメントギャラ

リーダイアログボックス.
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作成したエクスペリメントギャラリーフォルダーにフォルダーやファ

イルを追加します(エクスペリメントギャラリーのフォルダーに何も

フォルダーやファイルが無い場合は、エクスペリメントギャラリーダ

イアログボックスはChartには表示しません)。自分の作業構成に合っ

た作法でフォルダーやファイルを編成して下さい。ファイルと同様に

ショートカットも付け加えておき、ネットワーク上で収録したファイ

ルにアクセスするなどに利用します。このギャラリーに書類やテキス

ト、マルチメディアファイルなどを加えれば大変便利です。フォル

ダーやファイルはエクスペリメントギャラリーダイアログボックス内

に同じ階層で表示します。

エクスペリメントギャラリーを削除し、Chartに表示しているそのダ

イアログボックスを停止するには、エクスペリメントギャラリーフォ

ルダーから総てのフォルダーやファイルえお削除するか、エクスペリ

メントギャラリーフォルダー全体を削除して下さい。

コンフィギュレーションファイルを作成してフォルダー内に収めれ

ば、表示するエクスペリメントギャラリー内に含まれるフォルダーの

ファイルがコントロールできます。コンフィギュレーションファイル

の作成についての詳細は Appendix D で説明します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

データを選択する

時間軸の下をクリックすると、垂直線が表われて全チャンネルのアク

ティブポイントの位置を示します。任意のチャンネル内をクリックす

ると、垂直線とアクティブポイントの表示はそのチャンネルだけにな

ります(図5-3の上)。アクティブポイントは選択範囲とは異なり、コ

メントを追加したり、データパッドにインフォメーションを転送する

時などに使用します。データポイント１つではデータパッドにコピー

できますが、クリップボードにコピーしたり、ファイルとして保存し

たり、ズーム機能には適用しません。 

１チャンネル内のデータエリアを選択するには、ポインターを置いて

ドラッグすると矩形のエリアがハイライト表示になります(図5-3の

下)。垂直エリアのサイズはズームとXーYビューの表示には影響しま

すが、データパッドへのインフォメーションの転送や、選択範囲のコ

ピーや印刷、ファイルとしての保存には影響しません。これらの操作

には選択範囲内の全データポイントを使用します。<Ctrl-ドラッグ>

で、チャンネルの全垂直幅が選択できます。

図 5-3 
アクティブポイント(上)
と選択範囲(下)
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別のチャンネルを選択範囲に追加するには、シフトキーを押しなが

ら、必要なチャンネルのディスプレイエリアをドラッグします。他の

チャンネルで選択したセレクションの垂直幅は変更できます。しかし

水平幅は最初に選択したチャンネルの水平幅は同じになり変更はでき

ません(セレクションが複数のチャンネルで選択された場合、それら

の記録時間は常に同じです)。追加したいチャンネルのディスプレイ

エリア上でAlt-Shift-クリックすると、同じ垂直幅の選択範囲が選択

できます。ズームビューで波形の重ね合わせでの比較を簡単にするた

め、この範囲はチャンネルの振幅幅の引き延ばしやスケールをも考慮

に入れます。これは記録データのみで適用され、単位変換のためス

ケールは無視されます。 

全チャンネルでデータエリアを選択するには、時間軸エリアにポイン

タを置くと、ポインタが両頭矢印に変ります。時間軸エリアをドラッ

グすると、全チャンネルの矩形の選択範囲がハイライト表示になりま

す。あるチャンネルの選択範囲を解除したい場合は、そのチャンネル

内をShift-クリックします。時間軸をダブルクリックすると記録した

ブロック全体が選択範囲になります(連続記録ならファイル全体が)。

ファイル全体を選択範囲にするには、編集メニューから<全てを選

択>を選ぶか、Ctrl-Aを入力します。

データディスプレイエリア内に選択範囲がある場合、有効なコマンド

メニューはこれに対応して変化します。ファイルメニューのプリント

コマンドは<選択範囲を印刷..>.に変り、<選択範囲を保存...>は無効

表示となります。エディットメニューの<Chartデータをコピー >

と<Chartデータを消去>は有効になります。 

Time axis pointer

図 5-4 
複数チャンネルのデータ選

択(左)、時間軸に沿った選

択(右)、<Shift>ドラッグ　

で他チャンネルへ追加
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データを削除する

Chartでデータを削除するには2通りの方法があります。全チャンネ

ルのデータエリアを削除する方法と、特定のチャンネルの全記録デー

タを削除する方法です(一つのチャンネルの選択範囲だけを削除する

ことはできません)。この２つの方法はChartビューがアクティブでサ

ンプリングしていない時だけ有効です。

全チャンネルに共通のデータエリアを削除するには、時間軸上の２点

間のエリアを時間軸に沿ってドラッグして選択します(これは特に興

味のあるデータがない記録部分を削除するのに便利です)。編集メニ

ューから<選択範囲を消去>を選択するか、<Delete>キーを押しま

す。この操作ではChartビューの複数のチャンネルで選択範囲がある

場合は、全チャンネルのデータブロックが削除します。

<Chartデータを消去 >コマンド(編集メニュー)も同じようなコマンド

ですが、Chartビューから削除したデータのコピーをクリップボード

で保存します(これはどこにでもペースト可能ということです)。編集

メニューで<元に戻す>を選択すると、操作の取り消しができ、削除

したデータが復帰します。Chartビュー内に選択範囲がなくてアクテ

ィブポイントだけしか存在しない場合は、コマンドメニューはダイム

表示になり、選ぶことはできません。<Delete>キーを押しても無効

です。ある特定の間隔の記録を削除した結果、記録に不連続性が生じ

る場合は新しいブロックが形成され、垂直な区分線が示されます(デ

ィスプレイ設定で区分線表示が設定してある場合のみ)。

特定のチャンネルの全部のデータを削除する場合は、選択範囲または

アクティブポイントがそのチャンネルにのみ限られていることを確認

してから、Editメニューから<チャンネル消去>を選択します。全

データがそのチャンネルから削除され、そのチャンネルはダイム表示

になります。Chartウィンドウのアクティブポイントまたは選択範囲

が複数のチャンネルにわたっている場合は、このコマンドメニューは

ダイム表示になり選択できません。

編集メニューで<元に戻す>を選択するか、<Ctrl+Z>で操作の取り消

しができ、削除したデータが復帰します。実際Chartではサンプリン

グや削除、ペースト、チャンネルを隠すといった引き続いて行ったア

クションの取り消しや、やり直しができ誤操作によるやり直しや復帰

が有効です。編集メニューの<元に戻す>や<やり直し>を使ってアク

ションの訂正もできます。前もって保存しておいたファイルを、その

ファイルで行った変更を保存しないで閉じてしまっても、最後に保存
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した状態までは復帰できません。いくつかの変更は無効になったかも

しれませんが、削除したデータは復帰します。

データを転送する

Chartからスプレッドシートや図表プログラムなどのアプリケーショ

ンにデータを転送することができます。ファイルや選択範囲を通常の

テキストファイルとして保存して、ワードプロセッサ、スプレッド

シート、統計パッケージなどの別のアプリケーションにテキストが転

送できます(これにはファイルメニューから<名前を付けて保存...>コ

マンドメニューを選択します)。

またChartから選択したデータをコピーして、別のアプリケーション

に(別のChartファイルにも)直接それをペーストすることもできま

す。Chartウィンドウがアクティブな状態で選択範囲がある場合は、

<選択範囲をコピー>が編集メニューで選択できます。ズームやX-Y

ビューなどがアクティブ状態の場合には、編集メニューの<コピー>

コマンドは選択可能なオプション表示に変ります。データパッドがア

クティブウィンドウの場合は、その総てまたは選択した部分だけをク

リップボードにテキストとしてコピーできます。

クリップボード

Chartからデータを消去したりコピーする場合は、必ずそのデータに

関する情報やリファレンス(テキストおよび強化されたメタファイル

グラフィックフォーマットの形で)がクリップボードに一旦保管され

ます。Windowsはクリップボードからメモリー内のデータを読み取

ります。クリップボードから別のプログラムにペーストする場合は、

データはそのプログラムのフォーマット(ワープロはテキスト、ペイ

ント用プログラムではビットマップ、ドロー用プログラムではオブジ

ェクト群)でペーストします。自分でフォーマットの種類を選択する

こともできます。Chart終了時にクリップボードへデータを残してお

く場合は、必ず指示に従ってください。そうでなければ、かなりのメ

モリーを使用するためクリップボードの内容は消去されます。

データをコピー、消去、ペーストする

消去したりコピーしたChartデータの選択範囲は、直接Chartドキュ

メントファイルにペーストできます。この機能は多量に記録したデー

タファイルを要約し、新規ファイルとして作成し直すのに役立ちま

す。まずChartビューで選択範囲を設定します。時間軸をドラッグし

て、軸上の任意の２点間のエリアを選択します。選択範囲が複数のチ
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ャンネルで選択されていなくても、この範囲内では全チャンネルの

データが消去したりコピーできます。編集メニューからオリジナルの

データをそのまま残すには<Chartデータをコピー >を、あるいはオ

リジナルデータを消去するには<Chartデータを消去>を選択します。

クリップボードのデータをペーストする場所が選択できます。ペース

トする先のChartビューをアクティブにしてあれば、クリップボード

のアクティブポイントまたは選択範囲のデータはどこにでもペースト

できます。編集メニューから<貼り付け>を選択するか、<Ctrl+V>を

入力してください。データはアクティブポイントの右に追加される

か、選択範囲と置き換わります。どちらの場合にも記録に不連続性が

生じるため、新しいブロックが作成されます。各ブロックの終わりに

は垂直線が表示されるか、チャンネルレンジが異なる場合には新しい

スケールで表示します。Chartビューにアクティブポイントや選択範

囲がない場合は、<貼り付け>コマンドがダイム表示となり選択でき

ません。ドキュメントファイルの右端に、あたかも新規の記録データ

ブロックのようにデータを追加するには、編集メニューから<終点で

ペースト>コマンドを選択するか、 

セーブオプション

記録したデータファイルを保存するには、ファイルメニューから<保

存>を選択するか、ツールバーの<保存>ボタンを押すか、又は　

<Ctrl+S>を入力します。この操作で現行ファイルの内容を更新して

ディスクに保存します。ファイルを初めて保存する場合やFileメニ

ューで<名前を付けて保存...>を選択した場合は、いつでも別名で保

存ディレクトリーボックスが出ます。 

このディレクトリーダイアログボックスではコンピュータのファイル

システムが表示されるので、ファイルをどこに保存するかが選択でき

図 5-5 
別名で保存ダイアログボッ

クス.
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ます(このプロセスを習得しておいてください。詳細はご使用のコン

ピュータに付属しているマニュアルを参照ください)。

ファイルの名称をタイプ入力し、<ファイルの種類:>ポップアップメ

ニューからファイルフォーマットの選択を済まし、<保存>ボタンを

クリックするとファイルの保存が完了します。利用できるフォーマッ

トの形式は、Chartデータファイル、セッティングファイル、テキス

トファイルです。また、テキストファイルとしてデータパッドやエク

セルファイル、スペクトラムウィンドウの内容を保存できます。さら

にChartエクステンションを加えれば、WAVオーディオファイル、

クイックタイムムービ、MATLABファイルなどの形式でも保存でき

ます。 

データファイル

デフォルト設定ではこのフォーマットになり、マクロを含むデータと

セッティングの両方を保存します。このファイルには全ての記録が収

められます。データを保存するための標準のフォーマットです。

設定ファイル

このフォーマットは記録したデータを保存するのではなく、現行の設

定を保存します。これにはサンプリング速度、チャンネルレンジ、ト

リガー、スティムレーションの設定など記録に関係するセッティング

と、ウィンドウの大きさ、チャンネルエリア、ディスプレイ設定、メ

ニューコンフィギュレーションなどのデータの表示に関係するセッテ

ィングとが含まれます。表示単位やマクロ、データパッドの調整も設

定として保存されます。開いているファイルに設定ファイルは組み込

めます。設定ファイルを使って様々な作業の設定ライブラリーを作っ

ておけば、簡単に素早く記録の準備ができます。

設定ファイルのアイコンをダブルクリックするか、オープンディレク

トリダイアログボックスを使って設定ファイルを開くと、その設定フ

ァイルの総てのセッティングが自動的にChartの未名称ファイルに

ロードします。現行ファイルにその設定をロードすると、既存のデー

タはそのディスプレイ設定となり、次の記録は新しくロードした設定

を使って実行します。既存のデータを記録した設定はそのままで変更

されません。 
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テキストファイル

このフォーマットはデータを一般のテキストファイルとして保存し、

ワープロ、表計算ソフト、統計パッケージなどの別のアプリケーショ

ン上で開くことによって、テキストとしてエキスポートします。記録

した各サンプルは各チャンネルごとのタブ切りとなり、リターンキャ

ラクタで行が終わる１行ごとの記録データとして保存されます。テキ

ストファイルとしてChartファイルを保存する場合、<保存>をクリッ

クすると、テキストで保存ダイアログボックスが出ます。このダイア

ログボックスで、保存するデータのチャンネル数とその内容を指定し

ます。 

<チャンネル>：<チャンネル番号>ボタンを使って保存したいチャン

ネルを指定します(デフォルトのチャンネルタイトルの数と一致しま

す)。データを含んでいないチャンネル番号のボタンはダイム表示に

なります。ハイライト表示のボタンはその番号のチャンネルがテキス

トファイルに含まれていることを示しています(デフォルトではデー

タを持つ総てのチャンネル)。ボタンをクリックするとチャンネルの

指定、解除ができます。チャンネルデータはテキストで表記列で、番

号順に左から右にタブ区切りで表示されます。

<時間>：時間チェックボックスを選択すると、データポイントに加

え各サンプルの取得時間がリストの一列目に表示します。

<コメント>：コメントチェックボックスを選択すると、データポイ

ントのコメントがファイルの最終列に加わります。ファイルにコメン

トが存在しない場合は、このチェックボックスはダイム表示になりま

す。コメントボックスだけ選択している場合は、コメント番号リスト

がファイルに保存されます。 

<チャンネル設定>：チャンネル設定チェックボックスを選択する

と、レンジやサンプリング速度などの記録のセッティングがテキスト

図 5-6 
テキストで保存ダイアログ

ボックス
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ファイルの最初の1行目に表示しますし、時間の設定変更も加わりま

す。

<範囲外データ>：範囲外データ(チャンネルレンジを越える振幅値の

データポイント)の取り扱いを選択するボタンです。範囲外データの

値(レンジで決定される最大または最小に設定)は刈り取られるか、

NaNs (幾つかのアップリケーションで認知されるもので番号では無

い)。

<リダクション>：デフォルト設定ではこのテキストファイルに全

データポイントが含まれます。しかし例えば、超高速サンプリング速

度の記録でエキスポート用のグラフィックアプリケーションで処理す

るにはデータ数が多すぎる場合、必ずしも全データポイントを必要と

しないことがあります。この様な場合には<リダクション>ボックス

に1(デフォルト設定)以外の数を入れると、サンプル数を減らすこと

ができます。2を入れた場合、テキストファイルは1つ置きのデータポ

イントがテキストファイルに入り、3を入れると2つ置きのデータポイ

ントが入ります。コメントが付いているデータポイントが含まれなく

てもコメントは消えません。

選択範囲の保存

ファイル全体の代わりに選択したデータエリアだけを保存することも

可能なので、必要な記録部分のみを取り出して新規ファイルに収める

ことができます。時間軸上の任意の２点間で範囲を選択します。任意

のチャンネルでも全チャンネルでも構いません。ただしデータの無い

チャンネルは除きます。Chartウィンドウに選択したデータエリアが

ある場合は、ファイルメニューの<選択範囲を保存...>コマンドが使

用できます。データエリアがない場合はダイム表示で選択できませ

ん。このコマンドを選択すると、選択範囲を保存のディレクトリダイ

アログボックスが表われます。 

図 5-7 
選択範囲を保存ダイアログ

ボックス
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このディレクトリダイアログボックスは名前を付けて保存のディレク

トリダイアログボックスと同じですが、ファイルの種類ポップアップ

メニューからは２種類のファイルフォーマット(データファイルとテ

キストファイル)しか選択できません。ダイアログボックスの下にあ

る<ファイル名>にファイルの名称をタイプ入力し、<ファイルの種

類>ポップアップメニューから保存するファイルフォーマットを選択

して、<保存>ボタンをクリックするとファイルが保存できます。

アペンド機能を併用すると、保存した選択範囲を使って多量のデータ

の内容を要約し、新規ファイルとして素早く作成でき便利です。また

Chartデータの選択範囲のコピーを、直接Chartドキュメントファイ

ルに貼り付けすることもできます。これは最も迅速な方法ですが、マ

クロで自動化した方が簡単かもしれません。

Chartビューの表示画面が垂直に二つの画面に分かれている場合に

は、サンプリング中(遅い速度の時は)でも、左側の画面から選択範囲

が保存できます。即ちサンプリングしながら、記録したばかりのデー

タが別のドキュメントとして切り離して取り扱つかえます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ファイルを追加する

既に開いているファイルに別のファイルを追加するには、ファイルメ

ニューから<追加...>を選択します。ファイルを追加のディレクトリ

ダイアログボックスが表われます。現在開いているファイルに追加す

るファイルを選び<開く>ボタンをクリックすれば、そのファイルが

組み込まれます。

<ファイルの種類:>ポップアップメニューでオープンするファイルの

形式を選びます：選択した形式だけがリストに表示します。選択でき

図 5-8 
ファイルを追加ダイアログ

ボックス
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るファイルとしては通常、Chartデータと設定ファイルだけです。両

者では組み込む作用に違いがあります。

任意のChartデータファイルを現在開いているファイルの末端に追加

できますので、必要なデータを後から補足できます。この機能と

Chartの選択範囲をファイルとして保存する機能を組み合わせると、

記録の中から重要なデータだけを幾つか集め、別の要約ファイルとし

て作成することができます。コメントは全てコピーされ、オリジナル

ファイルの最後のコメント番号の続き番号で追加されます。組み込ん

だファイルのディスプレイ設定の大部分はコピーされませんし、組み

込んだファイルのデータパッドも、現行ファイルのデータパッドには

追加されません。組み込んだ各ファイルは新規ブロックとして垂直線

で区切られ、チャンネルレンジに変更があった場合は新スケールに対

応します(単位変換機能による単位設定もそのブロックには適応しま

す)。チャンネルの入力レンジ設定、サンプリング速度などのチャン

ネルの記録の設定は優先して保持されます。メモリ量が充分にある限

りファイルを次々に現行ファイルに追加していくことができます。

追加したChart設定ファイルの設定が現在開いているファイルに適用

します。ディスプレイ設定は直ちに実行されますし、以後の記録はそ

の設定ファイルの記録設定条件で実行します。
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印刷

Chartファイル全体、またはその一部を印刷することにより実験の資

料、レポート、プレゼンテーション用のハードコピーなどが作成でき

ます。ファイルメニューには印刷に関する３つのコマンドメニューが

あります。<印刷プレビュー...>、<ページ設定...>、<印刷>(キーボー

ド操作では<Ctrl-P>)の3種類で、印刷する内容により異なります。 

ページ設定

ファイルメニューの<ページ設定...>コマンドを選択すると、ページ

設定ダイアログボックスが表われます。使用する用紙のサイズなどを

選択します。<プリンターの設定...>ボタンをクリックするとプリン

タの機種に対応した指示が表示されますので、それに従ってくださ

い。 

印刷のプレビュー

Chartドキュメントウィンドウがアクティブ状態でない場合、<印刷

プレビュー...>コマンドメニュー(ファイルメニュー)はダイム表示の

無効で、選択できません。そうでない場合はこのコマンドを選択する

と印刷プレビューダイアログボックスが出ます。これはWindowsア

プリケーションでは標準のダイアログボックスで、ファイルがどのよ

うに印刷されるかを描画します。ダイアログボックスの左上の矢印を

 この表示では単にページ

の様相を示す、ランドス

ケープかポートレート

図 5-9 
ページ設定ダイアログボッ

クス



Chapter 5 — ファイルの取り扱い 99

使って、ページを移動します。その横のボタンを使うと一度に2ペー

ジ分がプレビューできます。.

印刷コマンド

ダイアログボックスがアクティブ状態の時は、<印刷>コマンドはダ

イム表示で選択できません。そうでない時はこのコマンドは有効で

す。アクティブウィンドウの種類や選択したデータの場所によって、

それに対応したコマンドが表われます。ツールバーの<印刷>ボタン

をクリックすると、<印刷>コマンドと同じ操作ができます。<Chart

ビューを印刷...>はChartファイルの全体を印刷します(印刷ダイアロ

グボックスで印刷範囲を限定したとしても)。<選択範囲を印刷>は

Chartウィンドウで指定した選択範囲を印刷します。選択範囲がない

場合やアクティブポイントだけの場合は<Chartビューを印刷...>だけ

が使用できる印刷コマンドです。<ビュー>ボタンを使ってファイル

を横軸に対して縮小しておくと(2000:1まで)、ファイルまたは選択範

囲はその縮小率で印刷されます。 

プリントコマンド アクティブウィンドウ プリント内容

Chartビューを印刷... Chart 全ファイル

選択範囲を印刷... Chart 選択部のみ

ズームビューを印刷... ズーム ズームビュー

X-Yビューを印刷... X-Y X-Yビューの内容

コメントウィンドウを印刷... 内容 ファイル内コメントリスト

データパッドを印刷... データパッド データパッドの内容

ノートブックを印刷 ノートブック ノートブックの内容

スペクトラムを印刷... スペクトラム スペクトラムビューの内容

表 5-1 
印刷コマンド

図 5-10 
印刷プレビューダイアログ

ボックス
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ズームやXーYビューのデータを印刷する場合は<ページ設定>ダイア

ログボックスでサイズ、位置、画像の倍率を調節します。画像をドラ

ッグして任意の位置に置き換えたり、画像の右下にあるグレーボック

スをドラッグして、サイズを調節します。また画像をダブルクリック

すると画像のサイズは最大化します。<Keep Shape>チェックボック

スを選択すると、画像は元の大きさに復帰します(ズームやX-Yビ

ューの設定に対応)。それ以外では自由にサイズが変更できます。 

<印刷>コマンドを選択すると、印刷ダイアログボックスが表われ印

刷オプションを提供します。コピーする部数を指定してポップアップ

メニューでプリンターの機種を選択し、<プロパティー>ボタンをク

リックしてプリンターの機種に対応した操作を行います。 

希望する
位置へイ
メージを
ドラッグ
する

グレーの境
界をドラッ
グしてリサ
イズする

チェックボ
ックスをオ
フにして形
状の変更を
する

ページの端

プリンタ固
有の用紙設
定オプショ
ン

図5-12 
印刷ダイアログボックス(印

刷内容により変わる)

図 5-11 
ページ設定ダイアログボッ

クス
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<コメントを印刷>：Chartビューから印刷するときには、オプション

パネルのこのオプションが選択できます。これを選ぶと、コメント番

号リストがデータをプリントアウトした後に続いて印刷されます。コ

メントが含まれてれば、ファイル全体の印刷でも選択範囲の印刷でも

リストは印刷されます。

<範囲印刷>：データパッドから印刷するとこのオプションが使えま

す。データパッドを印刷する時は<印刷>ダイアログボックスで印刷

範囲を設定します。但し、このChartバージョンでは未だ<選択した

部分>のボタンは使えません。データパッドは画面通りに印刷されま

すが、空白コラムは印刷されません。 

印刷中には図5-13の様な小さいダイアログボックスが出ます。その

中の<キャンセル>ボタンをクリックすると印刷は中止します。

Windowsからも同様にキャンセルできます：タスクバーの<スター

ト>ボタンを押し、<設定>メニューから<プリンタとFAX>を選びま

す。使用しているプリンターをダブルクリックして印刷の内容を示す

ウィンドウを呼び出し、そこで印刷が中止できます。

サンプリング中(低速なら)でも印刷はできます。データパッドやコメ

ントウィンドウも印刷します。Chartビューのデータディスプレイエ

リアが縦に二分割されていれば、左側に選択範囲を設定しそれを印

刷、又はそのズームビューやX-Yビューも印刷できます。 

Chart、ズーム、X-Yビューの内容を印刷する際は、各ページには分

画線とフッターが付き、印刷日時、使用コンピュータがシステム化さ

れていれば(ネットワーク用として)その使用者名、印刷ページのペー

ジ番号も印刷されます。またファイルタイトルが各ページの上に出ま

す。マーカやポインターは出ません。 ファイルや選択範囲を印刷す

ると、チャンネルタイトルと表示単位が左端に、チャンネルの入力レ

ンジなどもChart画面に映っている通りに印刷されます。コメントは

データの後に番号リストとして印刷されます。ブロックの時間幅が長

ければ、各ブロックの開始日時も上部に印刷されます。

図 5-13 
印刷ダイアログボックス(印

刷内容により変わる)
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コメント

コメント機能は記録に注釈を付けてファイル内の特定のデータポイン

トの位置を、迅速で正確に確認するのに役立ちます。コメントは通

常、特定の時間やチャンネル、データの選択範囲に関する情報を簡潔

に記入しておくのに使用します。コメントウィンドウで編集できま

す。 

コメントバーを使う

記録中でもコメントは必要に応じて挿入できます。コメントを表示さ

せると自動的にコメント番号が付きます。Chartビューの上のテキス

ト入力エリアにタイプ入力して、<追加>ボタンをクリックするか、

<Enter>キーを押すとコメントがファイルに挿入されます。 

デフォルト設定ではコメントは全チャンネルに導入されます。この設

定ではコメント番号ボックスの前に＊印が付きます。特定のチャンネ

ルにコメントを挿入する場合には、<チャンネル:>欄にチャンネル番

号を入力するか、またはそのチャンネルのデータディスプレイエリア

をクリックすると、そのチャンネルだけにコメントが入ります。コメ

ントを全チャンネルに挿入する場合には、<チャンネル:>欄を＊にす

るか、またはChartビューの下の時間軸エリアをクリックします。コ

メントチャンネルの設定は<チャンネル:>欄の小上下矢印を使っても

設定できます。チャンネルを指定したらコメントのテキストエント

リーボックス内にコメント内容を入力し、<追加>ボタンを押す

か<Enter>キーを押します。

また、予めマクロにコメントを登録しておけば、イベントが発生した

時にファンクションキーを押してサンプリング中にコメントが挿入で

きます(素早くコメントを入れたい時は<Enter>キーでも挿入でます

し、コメントウィンドウでコメントの修正も可能です。これはサンプ

リング中に実行できます)。

コメントは記録データと共に保存、収録されます。番号付けしたコメ

ントボックスは該当するチャンネル内、又は時間軸に沿って挿入さ

コメント先のチャ
ンネル(*は全部)

 コメント番
号ボックス

テキストを入力 コメント追
加ボタン

図 5-14 
記録中のコメント入力
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れ、挿入場所は垂直の点線で示されます(これらのオプションの設定

がDisplay Settingsダイアログボックスでオフになっていない場合)。

いつでもコメントを挿入

コメントは記録中にも記録した後にも挿入できます。コメントバーを

使用するか、コマンドメニューから<コメント追加...>を選択する

か、<Ctrl+ K>を入力するかのどれかの方法で実行します。コメント

追加ダイアログボックスが出ますので、コメントをタイプ入力してか

ら<追加>ボタンをクリックすると挿入が完了します。 

コメント追加ダイアログボクスには二つのラジオボタンがあります。

<選択位置に挿入>はChartビューにアクティブポイントや選択範囲が

ある場合に使い、コメントはそのアクティブポイントか選択範囲の中

間点に挿入されます。<データの末尾に挿入>はファイルの末端に付

くオプションで、記録中は挿入アクションをした時(コメントバーを

使うような)のデータ記録ポイントに付きます。上のオプションはア

クティブポイントや選択範囲が無いと<追加>ボタンをクリックして

もアクションは無効です。時間軸エリアで選択範囲をクリックすれば

コメントは全チャンネルに、チャンネル内をクリックすればそのチャ

ンネルにコメントが挿入します。コメントをテキスト入力ボックスに

タイプ入力(またはペースト)します。テキストの文字数は60から70文

字以内に収めてください。それ以上になるとポップアップコメントボ

ックスには入らずに、途中で途切れてしまいます。

チャンネルポップアップメニューではアクティブポイントと選択範囲

の位置を示しますが、コメントを挿入するチャンネルを変更する場合

や、コメントを全チャンネルに挿入したい場合にも使用できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<追加>ボタンをクリックするか<Enter>キーを押すと、そのポップア

ップメニューが示すチャンネルのアクティブポイントか選択範囲の中

間点にコメントが挿入されます。コメントは挿入した順に番号が付き

ます。 

チャンネルポップ
アップメニュー

図 5-15 
コメント追加ﾀﾞイアログボ

ックス
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コメントをリビュー

記録終了後にコメントの全文を読み返したい場合は、コメントボック

スにポインタを置きマウスボタンを押します(図5-16)。ポップアップ

コメントボックスがそのコメント番号とテキスト、および時間軸への

挿入時間(ディスプレイ設定に応じた形で)を表示します。複数のコメ

ントを同時に見たり、大きなファイルにコメントを挿入したり、コメ

ントを削除、編集する場合にはコメントウィンドウを使用してくださ

い。 

コメントウィンドウ

コメントウィンドウを使うにはウィンドウメニューから<コメント>

コマンドを選択します。コメントウィンドウにはコントロールメニ

ュー、タイトルバー、最小化ボタン、最大化ボタン、クローズボタン

が付いた標準のウィンドウで、Chartビューがアクティブ状態の時に

はバックグラウンドで画面上を移動できます。通常の方法でウィンド

ウのサイズも変更できます。 

チャンネ
ルボタン

コメントするチャンネ
ル (*は全チャンネル)

コメント番号ボックス

コメント
テキスト

Figure 5ﾐ17 
The Comments window.

図 5-16 
チャンネル指定のコメン

ト、コメントボックスのポ

ップアップメニュー

図 5-17 
コメントウィンドウ
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コメントはファイルの左から右に表われた順にウィンドウの上からリ

ストアップされます(従って必ずしも番号順であるとは限りません)。

Chartビューと同じコメント番号が番号ボックスに表示します。コメ

ント番号ボックスの左には導入したチャンネルの番号を示します。全

チャンネルにコメントを適用した場合にはチャンネル番号の代わりに

＊印が付きます。リストが長い場合や長いコメントを読む場合には、

スクロールバーを使用してください。 

ウィンドウの最上部にある<チャンネル番号>ボタンでは、リストに

表示するコメントのチャンネル番号を指定することができるので、大

きなファイルを検索する場合に役に立ちます。ハイライトボタンのチ

ャンネル番号が、コメントが付いたチャンネルです(デフォルトでは

全チャンネルです)。ボタンをクリックすると、そのチャンネルの指

定を解除、再指定ができます。全チャンネルに導入したコメントは常

時表示します。

<時間表示>チェックボックス(デフォルトではオンに設定)が選択され

てる場合には、時間表示欄にコメントの挿入時間が表示されます。オ

フ設定の場合には時間は表示されません。時間表示欄はディスプレイ

設定で指定した時間表示に従います。各コラムの幅は変更できますの

で、コメント欄のテキストや時間表示欄の時間表示幅が短い場合など

は調節してください。区切線上にポインターを置くと、ポインターは

サイズ変更ポインターに変るので、それをドラッグすると位置を表す

線が現れます。希望の位置にその線がきたら、マウスボタンをリリー

スします。

リスト上の任意のコメントをクリックして選択すると、そのコメント

の編集、削除、Chartビューへの移行を実行します。ポインターは選

択したコメントのテキスト上ではIビームに変り、通常の方法でテキ

ストが扱えます。チャンネル表示、コメント番号、時間表示は変更で

きません。<削除>ボタンを押すと、選択したコメントは削除されま

す。一度に複数のコメントを削除したい場合には、<Shift>+クリッ

クで続きのコメントが選択できます。また<Ctrl>+クリックで複数の

コメントを個々に選択、又は選択解除ができます。

コメントを選択して<移動>ボタンを押すと、選択したコメントは

Chartビューのデータディスプレイエリアに移行し、Chartビューは

アクティブになります。この機能はファイル内のコメントを挿入した

位置を検索するのに便利です。ショートカットとして、コメントをダ

ブルクリックしても同じ事ができます。複数のコメントを選択してい

る場合は、リストの上からできる限り多くのコメントがデータディス

プレイエリアに表示されます。データディスプレイエリアが２つの枠
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に分割されていてサンプリング中の場合は、コメントは左の枠に表示

します(記録中のポイントの検索に便利です)。サンプリングしていな

い時はコメントは両枠の真ん中に付きます。

コメントの番号付け

コメントを削除してもファイル内に残っているコメント番号は変りま

せん(これによってファイルを編集する時の混乱を防ぎます)。ファイ

ルを別のファイルに追加する場合、そのファイル内のコメントの順番

は変わりませんが、コメント番号は追加先のファイルの最後のコメン

ト番号の次の番号から始まることになります。貼り付けした選択範囲

内の複数のコメントに関しても同じです。

データポイントの識別

マーカをChartビューに表示されたコメントボックスまでドラッグす

ると、そのボックスはハイライト表示します。マーカをそこでリリー

スすると、そのコメントを作成した時間に記録したデータポイント上

まで移動します。コメントが特定のチャンネルのものであれば、マー

カはそのチャンネルの波形の上に出ます。コメントが全チャンネルに

適用されていれば、マーカは一番上のチャンネルの波形上に出ます。

コメントを印刷する

Chartビューから印刷するときは、オプションパネルに<コメント印

刷>のチェックボックス出て、これを選ぶとデータをプリントアウト

した後に続いてコメント番号リストが印刷されます。コメントが含ま

れていれば、ファイル全体の印刷でも、選択範囲の印刷でもリストは

印刷されます。選択範囲を印刷する場合は、そこでのコメントだけを

印刷します。コメントにはChartビューに映る通りのコメント番号ボ

ックスも印刷します。 

コメントウィンドウがアクティブの時は、ファイルメニューの<印

刷>オプションが<コメントウィンドウを印刷...>に変更し、これを選

択するとこのウィンドウの内容だけを印刷します。コメントにはコメ

ント番号ボックスも印刷します。コメントウィンドウに表示したコメ

ントだけが印刷されるので、チャンネル番号ボタンを使って必要なコ

メントだけを選んで印刷できます。<時間表示>チェックボックスを

指定していなければ、挿入時間は印刷されません。
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ファイルのバックアップを採る

コンピュータファイルのバックアップを採っておくのは大事な事で

す。コンピュータ自体は信頼できますが、ファイルの損傷、ディスク

の破損、故意に依るデータの消去などが起こらないという保証はあり

ません。重要なChartのデータは必ずバックアップを採るべきです。

データのバックアップソフトを使えば自動的にやってくれますし、自

分でもバックアップスケジュールが設定できます。オフサイトやイン

ターネットによるバックアップサービスも利用できます。

Windows版のChartのデータは圧縮されていませんので、データファ

イルを圧縮して保管すればメモリー容量が節約できます。単に別のデ

ィスクにコピーするだけでも十分です(コピー元と同じディスクは避

けること。ディスクが破損すると台無しです)。最も信頼できるメデ

ィアは書き込み可能なCD、光磁器ディスク、ハードディスクです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

念の為、常に自分のバックアップ体制を確保しておいて下さい。
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C H A P T E R S I X

6 データの解析

データを記録する主な目的は記録したデータを解析し、そこから情報

を読み取ることです。この章ではChartに備わった解析機能について

説明します。 波形データは波形カーソルを使って、絶対値としても

相マーカからの相対値としても直接読み取れます。また、波形イベン

トを検索し選択できます。

便利で機能が豊富ななデータパッドでは記録したデータの統計を演算

し保存します。X-Yビューでは２つのチャンネルのデータから作成し

たプロットを表示します。データの平滑化、周期成分の解析、シグナ

ルの微分積分処理など、様々なオンライン演算入力機能を導入するこ

とで、さらに多くの情報が記録したデータから読み取ることができま

す。
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波形からデータを計測する

記録の終了後に記録データをスクロールし、そこから直接測定値を計

測することができます。全てがデジタル設計なのでデータが直接読み

取れ、ペンレコーダで発生するような読み取り誤差を生じることは一

切ありません。データは絶対値でもマーカからの相対値としてでも計

測できます。 

ポインターがデータディスプレイエリア(または時間軸)上にある場合

は、各チャンネルの波形カーソルがそのポインターの時間位置での波

形を読み取ります。この場合<レート/タイム>ディスプレイではポイ

ンター位置の時間を表示し、<レンジ/振幅>ディスプレイではその波

形カーソル位置での波形の振幅を表示します。波形カーソルは不連続

的にデータポイントから別のデータポイントに移動して読み取りを行

います(ズームビューで見ると動きが良く分かります)。ディスプレイ

の目的で描画してもポイント間の読み取りはできません。. 

ポインタはデータディスプレイエリア上ではクロス印(時間軸に沿っ

て移動する場合には両頭矢印)に変ります。波形カーソルの形はデフ

ォルト設定ではクロス印ですが、波形に合うようにファイルプリファ

レンスで変更できます。 

マーカを使う

マーカはChartビューの左下のボックスに入っています。マーカを使

って、マーカ位置のデータポイントをゼロリファレンスポイントとし

ます。これにより、そこのポイントからの相対値が計測できます。

リファレンスポイントを設定するには、任意のチャンネルにマーカを

ドラッグし、マウスボタンを放すとマーカは波形の上にロックされま

す。またChartビューにアクティブポイントがある場合、コマンドメ

ポインター位置
(波形カーソル)
の時間

波形カーソル位
置の振幅値

ポインター

波形カーソル

図 6-1 
波形データの計測
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ニューから<マーカ設定>を選択すると、アクティブポイントの位置

にマーカーがセットされます。アクティブポイントは特定のチャンネ

ル、または全チャンネルにアクティブポイントがある場合は一番上の

チャンネルで選んでください。<レート/タイム>や<レンジ/ 振幅>デ

ィスプレイを利用して、データポイントを選択してください。マー

カーの最終的な位置をより正確にコントロールしたい時はズームビ

ューを使うと、その選択部分を拡大した形で見ることができます。

マーカーはズームビュー上にも複写されますので、特定のデータポイ

ントをより正確に選定できます。 

Chartビューに選択範囲を指定し、コマンドメニューの<マーカ設定>

を使うと、望みの位置にマーカが設定できます：<最高点>、<最低

点>、<最初のポイント>、<最後のポイント>)。また、その選択範囲

(特定のチャンネル、または最上部のチャンネルで)の波形の最下点、

最上点、左端点、右端点にマーカーは移動できます。Chartビューに

アクティブポイントがあると、どのコマンドを使ってもマーカはアク

ティブポイントに移動します。 

マーカをセットすると、<レート/タイム>の表示はマーカポイントか

らの相対時間で表示します(△が前に付きます)。マーカがセットされ

たチャンネルのレンジ/ 振幅ディスプレイもマーカポイントからの相

対振幅値となります。しかし、マーカの無いチャンネルの振幅は通常

通り波形カーソルポイントの絶対値で表示します。数値の前に付く△

印は差分を表わす記号で、絶対値表示ではない事を表わします。

<レート/タイム>ディスプレイではポインタがマーカーと同じブロッ

クに無ければ、'ブロック内にはマーカが有りません'と表示します。

ブロックのスケールや単位がマーカをセットしたブロックのものと異

なる場合には、<レンジ/振幅>ディスプレイに'無効'の表示が出ま

す。

マーカからポイン
ターまでの相対時

マーカから波形カーソ
ル迄の相対振幅値マーカ

振幅の絶対値

図 6-2 
相対波形データの読み取り
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マーカをChartビューのコメントボックスまでドラッグしてリリース

すると、そのコメントボックスはハイライト表示になり、そのコメン

トが発生した時間に記録されたデータポイントにマーカはセットされ

ます。これは特定のチャンネル、または最上段のチャンネルに限り適

用されます(ズームビューでは適用しません)。

マーカをダブルクリックするかChart(またはズーム)ビューの左下の

ボックスをクリックするとマーカは元のマーカボックスに戻ります。

データの検索

<ビュー>ボタンを使ってチャンネル全体の情報が把握でき、長期間

のトレンドを見ることができます。また全体の中からイベントを見つ

けることもできます。狭い範囲の中のイベントを検索する場合は、

オーバービュー機能を使う必要が無いかもしれません。従ってChart

では、設定した手順に従って必要とするデータの検索や選択する方法

が別途に設けてあります。これにはコマンドメニューから<検索...>

を選ぶか、<Ctrl+F>を入力し、検索と選択ダイアログボックスを呼

び出します(図6-3)。

このダイアログボックスで検索と選択手順を希望する通りに設定しま

す。コメント、ピーク、極小、データの不連続性などが全てのチャン

ネル、又は特定のチャンネルから検索できます。さらにカーソルアク

ティブポイントをその指定する位置にセットしたり、その位置の前

後、又は近傍のデータなどへにも設定できます。

検索す
るチャ
ンネル

標準の
検索手
順

検索手順

標準の検
索手順

指定したオ
プションの
説明

検索方向指
示の矢印

図 6-3 
検索と選択イアログボック

ス
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検索の基準

任意のチャンネルや現行のチャンネル(デフォルト設定)のイベント(現

行の選択範囲やアクティブポイン)が検索できます。アクティブポイ

ントや選択範囲が複数のチャンネルにまたがっている場合は、最上部

の<チャンネル:>から検索します。このダイアログボックスの左上の 

<チャンネル:>ポップアップメニューで、そのチャンネルリストから

検索するチャンネルを選択します。２つのスクロールリストで探した

い情報の種類を選択します。左側のリストは標準タイプの検索手順

で、右側はその検索手順から選択できる検索オプションをリストアッ

プします。選択したオプションの内容がリストの下のテキスト欄に表

示します。このダイアログボックスに示すコントロールの内容は、選

択したオプションによって異なります。

移動

<移動>はファイルの先頭と末尾、ファイル内の現行ブロックの先頭

と末尾、次のブロックの先頭、そ前のブロックの末尾を検索します。

秒単位で設定した時間からファイル内を前後に移動できます。<前に

移動>か<後ろに移動>を選択した場合は、<指定時間を移動> テキス

ト入力ボックスが表われますので、そこに任意の数が入力できます。

どのサンプリング速度でも最低1データポイント間隔で設定できま

す。 

<コメント検索>

<コメント検索>はコメントを検索します。このリストには１つのオ

プションしかありません。チャンネルポップアップメニューの右側の

ディレクッション矢印を使ってサーチする方向決め、前方を検索する

には右の矢印を、後方を検索するには左の矢印をクリックします。 

スクロールリストの下に２つのコントロールが現れます。<検索語:>

テキスト入力ボックスに文字を入力すると、その文字が存在するコメ

ントを検索します(大文字、小文字の区別はしませんので、Newと入

力してもnewも検索対象になります)。<全てのチャンネルを検索対象

にする>をクリックして検索すると、全チャンネルのコメントを検索

します。即ち、検索チャンネル以外の別のチャンネルのチャンネル指

定コメントも検索対象となります。 

<データ検索>

<データ検索>は極大値や極小値の指定値の上、又は下のデータポイ

ントを検索します。チャンネルポップアップメニューの右側の左右矢
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印を使って検索方向を設定します。前方の検索は右向きの矢印を、後

方の検索には左向きの矢印をクリックします。

<データ検索>で<極大値>か<極小値>を選択すると、それぞれピーク

か谷を検索します。そこに％を示す0から99までの数値を入力する

と、イベントのスレッシュホールドが設定できます。スレッシュホー

ルドはチャンネル入力に設定したレンジの％で表わされます(デフォ

ルト設定は5％で、入力レンジが±10Vなら1Vです)。

ピークや谷と認知されたデータポイントは、少なくともノイズスレッ

シュホールド値まで引き続き減少(極大となる)、又は増加(極小とな

る)します。但し、このスレッシュホールド値より小さい振幅を示す

ものは無視されます。この値が大きくすれば不必要な僅かな揺らぎ

(ノイズなどの)が除けますし、小さくすれば見逃したイベントが検知

できます。

<指定値より上のデータ>か<指定値より下のデータ>を選択すると<以

上(以下):>入力ボックスが出ます。そこに±0.00001から±10,000ま

での数値を入力すると、検索チャンネルに導入されている単位で設定

できます。最初の該当するデータポイントが検索されます。

選択の基準

イベントが検索されると、このダイアログボックスの下のコントロー

ル設定を使ってアクティブポイント、又は選択範囲がChartビューに

設定できます。 

<全てのチャンネルを選択>チェックボックスはデフォルトではオフ

で、コマンドで設定したアクティブポイントや選択範囲は検索チャン

ネルだけに限定されます。検索チャンネルが重ね合わせチャンネルに

含まれていると、重ね合わせしている全チャンネルが選択されます。

選択範囲は該当チャンネルの縦軸全体に拡大します。　　　　　　　

このチェックボックスをオンにすると、あたかも時間軸をクリックす

るかドラッグしておいた様に、アクティブポイントや選択範囲が全チ

ャンネルに適用されます。選択範囲は該当チャンネルの縦軸全体に拡

大します。

<アクティブポイントセット>を選ぶと、アクティブポイントがイベ

ント発生時に設定できます。<前のポイントまで選択>を選ぶと、検

索されたイベント発生時からその前のイベント発生時までの範囲が選

択できます。
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<選択>ボタンを選択すると時間入力ボックスとポップアップメニ

ューが表示します。時間を設定するには0.00001秒から32,000秒まで

の数値をテキスト入力ボックスに入力して選択範囲の水平軸幅(時間

幅)を設定します。ポップアップメニューで<前>(イベント前)、<前

後>(イベント近傍)、<後>(イベント以後)の何れかを選択します。<前

後>はイベント時を中心としてその前後の対象となるエリアの選択と

なります。

アクティブポイントや選択範囲はChartビューに表示します。　　　

<データビュー>ポップアップメニューからは検索データを見るだけ

か(可視的)、左、右、又は中心に移動が選択できます。　　　　　　

<前のポイントまで選択>にすれば後で同じ部分を見たい時に便利で

す。

繰返しデータを検索する

イベントの検索や選択の手順の設定が完了した後に、コマンドメニ

ューから<次を検索>を選ぶか<F3>キーを入力すると、次のイベント

の検索や選択ができます。このコマンドを必要な回数だけ繰り返す

と、複数のイベントが検索できます。この方がイベントリストをスク

ロールしながら目で探すよりも簡単に検索でき、またマクロ命令と併

用すれば自動的に任意のチャンネルでイベントを選択したり、データ

パッドに情報が記録できます。

<検索...>や<次を検索>でイベント検索ができなかった場合は(検索し

たい選択範囲がファイルの範囲外に移動したなどの理由で)、Chartは

警告音を出します。

データパッド

データパッドは使い易くフレキシブルで機能的な解析を提供します。

データパッドにはデータを波形からの直読値や演算数値を最大256コ

ラムに、 最大16,384行分のデータが収録できます。各行には1 セル

当たり最大255文字で256コラムまで記録します。またテキストファ

イルやエクセルファイルとして保存したり、クリップボードへその一

部、叉は全てを複写し別のアプリケーションに転送できます。データ

パッドを立ち上げるにはウィンドウメニューからデータパッドを選択

します。データパッドの画面を残し(常時更新させながら)、バックグ

ランド表示したりChartビューにタイル表示できます。
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現行の選択範囲やアクティブポイントのインフォメーションが、表題

の上と下に表示します。表題の下は太線で記録データと区分されてい

ます。データをデータパッドに添付すると、現行データの下に新たな

データのコラムができそこに記録されます。スクロールバーを使え

ば、コラムは移動できます。各セルには一項目の入力しか入りませ

ん。演算処理されると同時に、データパッドにはそれに該当するコラ

ムに値が入ります。コラム表題にはコラムラベル(A～Z、AA, ABか

らIVまで)が付きます。スクロールバーを使ってコラム内を移動しま

す。 

データパッド内のデータは、ウィンドウの左上のボタンで表わされる

二種類のツールを使って操作します。デフォルトでは行ツールが指定

されています(左側のボタンで上向き矢印記号が強調表示していま

す)。この場合はポインターはデータエリア内で太十字に変わりま

す。生データをクリックして選択するか、<Shift>-クリック

か<Shift>-ドラッグして複数の生データを選択し、編集メニューで不

必要なものは消去したり、タブ切りテキストのようにカット&コピー

できます。セルボタン(Ａの表示)をクリックすると、データパッドの

左のコラムに行番号が出ます。各セルをクリックすれば選択できます

ので中を書き換えたり、<F2>のファンクションキーを押して通常通

りテキストの修正ができます。 

ウィンドウ右のポップアップメニューでデータパッドにブランク線

(行の)を加えたり、三行(カラム記号を除き)で現行のカラム表題を表

わせます。これはセッティングの変更を記録したり、別のアプリケー

ションにデータを転送する場合に便利です。デフォルト設定は<タイ

セルボ
タン 現行セクシ

ョンのデー
タ

コラムタ
イトル

ポップアッ
プメニュー

記録した
データ

行ボタン

図 6-4 
データパッドウィンドウ



Chapter 6 — データの解析 117

トルを自動的に追加>でその横に選択マークが付きます。記録される

データの形式に対応して変化が有れば、随時データパッドに現行のカ

ラム表題が加わります。セルボタンがアクティブの時は<最上段を固

定しない>が使えます。この場合カラム表題下の最上行の幅が一定で

はなく、スプレッドシートの様に自在に伸縮しますので、エクセルな

どを使う要領で最上行に数式が入力できます。ポップアップメニュー

から<選択番号をフォーマット>を使えば数の形式が固定できます。

スプレッドシートの特性や機能についてはここでは触れませんので、

関係するマニュアルを参照して下さい。　　　　　　　　　　　　　

項目段落の幅は表示するデータや表題に合わせて変更できます。幅を

狭くすれば、より多く画面に出すことができ、幅を右へ広くすれば添

付するコメントが多くできます。表題の間の太線上にポインターを置

き、必要な幅までドラッグして段落の幅を調整します。

データパッドにデータを書き加える

Chartビュー内の選択範囲のデータをデータパッドに加えるには、コ

マンドメニューから<データパッドに追加>を選択するか、<Ctrl -D>

と入力します。ショートカットとして、データディスプレイエリアを

ダブルクリックすると、その点のデータが転送します(時間軸をダブ

ルクリックするとブロックは選択しますがデータは転送しません)。

より正確に転送するデータを調整する場合はズームビューでデータ拡

大すると便利です。選択範囲が単位の異なる複数のブロックにまたが

っている場合は、その選択範囲は複数の単位を有するものとして取り

扱われます。 

データはデータパッドコラム設定ダイアログボックスの設定に基づき

記録されます。デフォルトで、最初の数列分はチャンネルの平均値を

記録するように設定されています(選択範囲が無くアクティブポイン

トの時は波形上のそのマークポイントの値になります)。どのカラム

にも任意のチャンネルからのデータ(例えば、チャンネル 1から誘導

される任意の数の値も)が記録できます。

コラムを調整する

前に説明したように、データはデータパッドコラム設定ダイアログボ

ックスの設定に基づいて記録されます。このダイアログボックスは表

題をクリックすると表示し、A-IVのカラム番号が付きます。段落を

調整するダイアログボックスを移動するには(複数の段落を迅速に設
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定するのに)、ダイアログボックスのタイトル横の矢印をクリックし

ます。二種類のスクロールリストから記録するインフォメーションの

様式を設定します。左側で総体的なインフォメーションのタイプを指

定し、右側でそのセットで使用するオプションを選定します。指定し

たオプションはリストの下のボックスに要約文が出ます。どのチャン

ネルのデータを取るかは、ダイアログボックス右下の<チャンネル:>

ポップアップメニューで指定します。 

ポップアップメニューを<オフ>にしますとデータパッドには何も記

録されません。この場合は<チャンネル:>はダイム表示となり無効と

なります。

<統計>

<平均>は選択範囲内のデータポイントの平均値を算出し、アクティ

ブポイントならその値に戻します。<標準偏差> は選択範囲の標準偏

差を算出します。<標準誤差> は選択範囲のデータポイントの平均の

標準誤差を、<最大値> は選択範囲内のデータポイントの最大値、 　

使用する
データ形
式の選択
リスト

記録するオプションリスト
(左のリストの選択による)

指定オプショ
ンの説明文

チャンネ
ル選択メ
ニュー

データを
記録する
条件

ミニウィンドウ
の表示の有無

ここをクリックして調
整するカラムを指定

図 6-5 
データパッドコラム設定ダ

イアログボックス
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<最大値の時間> は選択範囲内の最大データポイントを記録した時

間、　<最小値> は選択範囲内のデータポイントの最小値、<最小値の

時間> は択範囲内の最小データポイントを記録した時間、<最大最小

の差> は選択範囲内の最大値と最小値間の差をそれぞれ算出します。

　　　

また、<RMS> は選択範囲ならデータポイント平均平方根を、アクテ

ィブポイントならその値に戻します。<1/3Max+1/3Min> は選択範囲

ならその最大値の1/3と最小値の2/3を加えた値を、アクティブポイ

ントならその値に戻します。

<選択範囲およびアクティブポイント>

<時間> は選択範囲ならその開始時間に、アクティブポイントならそ

の時間に戻します。<値> は選択範囲ならその開始の値に、アクティ

ブポイントならその値に戻します。<選択始点> は選択範囲ならその

開始時間に、アクティブポイントならその時間に戻します。<選択終

点> は選択範囲ならその終了時間に、<選択範囲の時間> は選択範囲

に時間幅(ゼロも含めます)、<ポイント数> は選択範囲内のデータポ

イント数に(ゼロも含めます)戻します。 

<コメント>

<コメント時間> はコメントが付いたポイントの時間を示します。<コ

メント番号> はコメント数を、<コメントテキストの中の数字を抽出>

はコメントテキストの最初の数を抽出(e.g. 'Add 100 ml of 2 mM'な

ら'100')します。< コメントテキスト全体> はコメント文全体を抽出

します。何れの場合もデータパッドはアクティブポイントならその左

に一番近いコメントを、選択範囲なら右端から検索します。 

勾配

<平均勾配> は選択範囲ならそのデータポイントの平均勾配(時間の一

次微分)を、アクティブポイントならその点での勾配を指します。平

均勾配は最適化最新二乗線から算出します。<最大勾配> は選択範囲

内の最大勾配を、アクティブポイントならその点での勾配を指しま

す。<最小勾配> は選択範囲内の最小勾配をアクティブポイントなら

その点での勾配を指します。<最大勾配時の時間> は選択範囲なら最
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大勾配を示す時間、アクティブポイントならその時間を指します。　

<最小勾配時の時間> は選択範囲なら最小勾配を示す時間、アクティ

ブポイントならその時間を指します。

積分

<積分> は選択範囲の積分で、データポイント値の総計にサンプルイ

ンターバルを乗じて算出します：∑y ∆t。<最小値からの積分> は選択

範囲の積分で、データポイント値総計から最小データポイント値を減

じサンプルインターバルを乗じて求めます： ∑(y–ymin) ∆t。 <スター

トから積分>は選択範囲の積分で、データポイント値総計から最初の

データポイント値を減じ、サンプルインターバルを乗じて求めます：

∑(y–yfirst) ∆t.。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
<ベースラインからの積分> は選択範囲の積分でデータポイントの総

計からベースライン値を引き、サンプルインターバルを乗じて求めま

す：∑(y–ybaseline(t)) ∆t。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
ブロック情報　

<ブロックレンジ> はアクティブポイントや選択範囲を含むブロック

の記録した入力レンジを示します。<サンプル間隔> はアクティブポ

イントや選択範囲を含むブロックのサンプル間隔を指します。　　　

<ブロック番号> はアクティブポイントや選択範囲を含むブロック

数、<ブロック時間幅> はアクティブポイントや選択範囲を含むブロ

ックのトータル時間を示します。 <ブロック内のサンプル> はアクテ

ィブポイントを含むブロック内の総サンプル数、<ブロックスタート

時刻> はアクティブポイントや選択範囲を含むブロックの開始時刻、

<ブロックスタート日付> はアクティブポイントや選択範囲を含むブ

ロックの開始日をそれぞれ表します。<サンプリングレート> はアク

ティブポイントや選択範囲を含むブロックを記録している時のサンプ

リング速度を示します。選択範囲が複数のブロックにまたがっている

場合は、不連続なものとして扱います。

周期変動

周期変動パラメータは周期波形を解析する為のものです。各パラメー

タは波形の周期に基づいています。周期変動パラメータをデータパッ

ドコラム設定ダイアログボックスで指定すると、<オプション...> ボ

タンが表示します。このボタンをクリックすると、その手法で波形サ

イクルを検出します。これは周期変動のチャンネル演算を使った場合

と同じ手法です。
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周期検出を設定した手法が、データパッドコラム設定ダイアログボッ

クスのチャンネルポップアップメニューを使って選択したチャンネル

内の総てのサ周期変動を検出するのに適用されます。データパッドに

幾つかの段落を設けておき、ディテクトするパラメータを片っ端から

設定したり変更しておけば、1チャンネル当たりの様々な周期演算が

表示でき便利です。特定なチャンネルの周期検出の設定を変更する

と、そのチャンネルの周期変動の演算にも影響しますし、その逆もま

た同様に影響します。

周期変動パラメータは有効な選択範囲がある場合しか算出されませ

ん。周期変動が有効な結果が算出できない時は、データパッドとデー

タパッドミニウィンドウの表示でそれを示唆します。例えば、アクテ

ィブポイントだけで選択範囲が無い時は '選択部分に有効なデータは

ありません' が表示します。また、'無効' は選択範囲がブロックの境

界線を越えていたり、チャンネル内にデータが無い場合、サイクル変

数やサイクルがディテクトされない場合(例えば、ピークとピークと

の間が1周期分に満たない時)に表示します。

<イベントカウント> は選択範囲のイベント数をカウントします。<周

期カウント> は選択範囲のサイクル数をカウントします。一つのイベ

ントしか無いとサイクル数はゼロとなります。<周波数> は選択範囲

のサイクルの平均周波数を算出し、1秒当たりのサイクル数(Hz)で表

わします。<レート> は選択範囲のサイクルの平均周波数を1分当たり

のビート数(BPM)で算出します。<周期> は選択範囲のサイクル間の

平均周期を算出します。<最小周期> は選択範囲のサイクル間の最小

周期を算出します。<最大周期> は選択範囲のサイクル間の最大周期

を算出します。<最小平均> は選択範囲の最小サイクルの平均を算出

します。<最大平均> は選択範囲の最大サイクルの平均を算出しま

す。　 <ピーク間値平均> は選択範囲のピーク間の差(最大－最小)の

平均を算出します。< 1/3Max+2/3Min 平均 > は選択範囲のサイクル

の[ 1/3最大+2/3最小 ] の平均を算出します。注；[ 1/3最大+2/3最

小 ] は1サイクルのデータポイントのうち最大値の1/3と最小値の2/3

を足したものです。 

データパッドの時間表示はデフォルトで時分秒をｺﾛﾝで0:00:02.34, の

様に表します。Excelの様なスプレッドシートでは、これが秒の端数

として扱われますので注意して下さい。グラフィックプログラムなど

に使われる十進法による秒表示にするには、ディスプレイ設定ダイア

ログボックスで<常時秒>を選びます。 

３つのラジオボタンでどのソースからインフォメーションを採るかを

指示するデータ記録モードです。一番上のボタンを選択すると、
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Chartビューでどのデータを選択していても、Channelポップアップ

メニューで選択したチャンネルに関するインフォメーションが記録さ

れます(例えばチャンネル２に選択範囲が設定されている場合でも、

チャンネル３のインフォメーションが記録されることもあり得ま

す)。真ん中のラジオボタンを選択すると、選択範囲を含むチャンネ

ルだけのインフォメーションがデータパッドに記録されます。一番下

のラジオボタンを選択すると、複数のチャンネルが選択されていると

きはその最も小さい番号のチャンネルに関するインフォメーションが

記録されます(例えば、チャンネル２から４までが選択されている場

合、チャンネル２のインフォメーションを記録します)。 

<コンパクトデータ>チェックボックスは、上で述べた真ん中のラジ

オボタンと一緒に使用します。例えば同じ刺激を加えた後に別の時間

間隔で別のチャンネルからのデータを選択すると、データパッドの同

一行に全データを表示します(チェックボックスをオフにすると各入

力データは別の行に記録します)。時間を記録する場合は同様には効

きませんので注意して下さい。データパッドの持つ様々な機能は、フ

ァイルやブロックに関する情報を素早く見つけるのに大変便利です。

データパッドを利用して、小さなバックグランド・ウィンドウにアッ

プデートで必要な情報が表示できます。

更に、サイズを変更できるミニウィンドウを作成して、データパッド

の特定の段落の統計や測定の現行値を表示させることもできます。

データパッドコラム設定ダイアログボックスの上段の<ミニウィンド

ウ>チェックボックスをクリックすると、これらのミニウィンドウを

表示したり隠したりでき、コラムタイトルをドラッグして引きだして

も同様です。DVMミニウィンドウと同じく、データパッドの数値ミ

ニウィンドウもアクティブウィンドウの前を浮動するので、タイトル

バーをドラッグして移動させたり(Chartアプリケーションウィンドウ

の枠外にも移動可能)、クローズボックスをクリックして除去するこ

ともできます。通常通りウィンドウ枠をドラッグしてサイズの変更も

できます。ミニウィンドウとその中のテキストの大きさは自由に変更

できますので、コンピュータから少し離れた場所からでもテキストが

確認できるように拡大表示しておくのも便利です。ミニウィンドウの

画面をクリックすると、データパッドコラム設定ダイアログボックス

が再度呼び出せます。そのタイトルバーにはコラムラベルと表題を含

み、表示する内容を示唆します。データパッドミニウィンドウはウィ

ンドウメニューから新データパッドミニウィンドウを選ぶか、ツール

バー上のデータパッドミニウィンドウボタンをクリックすれば表示し

ます。これで表示するデータパッドミニウィンドウは新規のウィンド

ウで、既存のミニウィンドウではありません。 
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印刷

データパッドウインドウがアクティブの時はファイルメニューの<印

刷> オプションは<データパッドを印刷...> に代わり、このコマンド

を選択するとウインドウの内容が`Data Pad from`のタイトルでファ

イル名と一緒に印刷できます。データパッドの幅が広い場合は複数

ページにまたがって印刷されますが、余白段落は印刷されません。

テキストやエクセル形式で保存

データパッドの内容をChartファイルと同様に、テキストファイルや

エクセルファイルで保存できます。これにはファイルメニューから<

名前を付けて保存> を選んで、別名で保存ポップアップメニューで<

データパッドをテキストファイルで>か、<データパッドをエクセル

ファイルで>を選びます。

データパッドをテキストファイルで保存すると、データパッドの各行

にタブ切りと行送りで読み取り値を収録し、ファイルの上部にはコラ

ム表題文字が表示します。

データパッドをエクセルファイルで保存すると標準のエクセルファイ

ルが1シート作成され、最初の行にはコラム表題の文字が出ます。 

表計算機能

データパッドコラム設定ダイアログボックスで利用できるデータパッ
ドの機能に加え、データパッドは数多くの標準的なMicrosoftエクセ

ル機能を支援しています。セルボタンをクリックすると、これらの機

能を使い個々のデータパッドのセルに数式が入力できます。利用でき

図 6-6 
データパッド数値ミニウィ

ンドウ

図 6-7 
別名で保存ポップアップメ

ニュー
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る機能の一覧は Appendix D に載せてあります。エクセルファイル

としてデータパッドを保存すると、どのような数式も保存できます。

セルに数式を入力するにはセルボタンをクリックして、必要なセルを

選びます。通常の表計算プログラムの様に、数式の頭には等符号 (=) 

を付けます。コラムのデータを総計するにはSUM機能を使えば、

データパッドにデータを追加するにつれて総計値は更新されます。そ

の場合は、コラムの最終値の下には空白コラムを置き、総計するセル

の範囲をそこで指定します。下に、その例を示します。 

データパッドコラム設定ダイアログボックスの機能を使ってコラムを

設定しなくても、表計算機能を使えば自前の数式をデータパッドのコ

ラムに設定できます。これには、セルボタンをクリックしてから<最

上段を固定しない>コマンドを選び、そのコラムの上段に数式を入力

して下さい。また、<Ctrl>キーを押しながらコラム表題をダブルクリ

ックすれば、自前の表題が付け加えられます。ダイアログボックスが

開きますので、表題を入力して下さい。

X-Yビュー

X-Yビューを使って、異なるチャンネル間の同一記録時間内のデータ

をプロットできます。X-Yビューを表示するには時間軸をドラッグ

し、Chartビューで選択範囲(２つ以上のチャンネルで)を設定し、ウ

ィンドウメニューからX-Yビューを選択するか、ツールバーのX-Y 

ビューボタンを押します。X-Yプロットは時間で変化する二つのシグ

ナルを、時間を除いて相関を調べるのものです。例えば、圧力と温度

1. 空白セルに総計の範囲
を含める

2. エンターキーを押せば
総計を計算

3. データパッドに追加
するデータの新行を総
計に含める

図 6-8 
データパッドの総計コラム
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の経時変化を圧力と温度のX-Yビューで表わせばその相関が見れま

す。また、相関を示す例として、ペースメーカによる刺激とその結果

から得られる心拍数、外部磁界の変動に対し誘導される強磁性のヒス

テリシスループなどが考えられます。

X-Yビューを開くには、ウィンドウメニューからX-Yビューコマンド

を選ぶか、ツールバーのX-Yビューボタンをクリックします。

ポインターの位置のX軸(x)とY軸に対応する値(y)が、電圧叉は単位変

換で設定した単位で画面の上に表示します。波形の追跡はできませ

ん。波形カーソルも表示しません。X-Yビューは常にソースチャンネ

ルの表示するデータを扱います。即ち、記録するデータか、算出や平

滑化などのチャンネル演算の派生データです。

<チャンネル番号>ボタンの左下(水平X軸)と右上(垂直Y軸)に出るチャ

ンネル番号ボタンの数は、デフォルト設定で1番目と二番目の有効チ

ャンネルタイトルに対応しています。選択されてい無いチャンネルや

データの無いチャンネルボタンはダイム表示になります。プロットに

使用したチャンネル番号はハイライト表示します。プロットに使用す

るチャンネルは、ダイム表示でなく有効なチャンネル番号ボタンをク

リックして選択します。最後に選択したチャンネル番号のボタンがハ

イライト表示になっています。

X-YビューのX軸とY軸は、Chartビューの縦軸と同じように調整でき

機能も同じです。X-Yビューのディスプレイを変更してもChartビ

ューの選択範囲には影響しません。チャンネルを指定しないと無効表

示し、チャンネル番号ボタンは設定されません。Chartビューでチャ

ンネル指定が無い場合やチャンネル番号ボタンが指定されていなけれ

ば、X-Yビューはグレー表示(無効表示)となります。Chartビューの

選択範囲が不連続(複数ブロックにまたがる)の場合には、X-Yビュー

ではその表示はしませんが、X-Yプロットはたぶん奇妙な図形表示と
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なります。波形のパターンやカラーはディスプレイ設定ダイアログボ

ックスで設定します。 

オンラインでの作動

Chartで記録中にX-Yプロットを見るには、ChartとX-Yビューとを

タイ表示すると便利です。これは記録中にもその前でも実行できま

す。または、記録中に X-Yビューを開くことも可能です。この場合

はChartビューの前面にX-Yビューは表示します。 

ウィンドウの上部にあるボタンは以下を実行します：

選択ボタンを押すと、前もって選択範囲を設定しておけばその選択範

囲(記録中でもスピリットバーを使ってデータは選択できます)のX-Y

プロットを表示します。

最新ボタンを押すと、最新の入力データをX-Yプロットして表示しま

す (デフォルト設定)。

停止ボタンを押すと、現行のX-Yプロットをフリーズ(停止)させて、

再度クリックするとX-Yプロットを継続します。

消去ボタンを押すと、現行のX-Yプロットは消去します。 

方向矢印

チャンネル番号
ボタン

スケールポップ
アップメニュー

 選択範囲

ボタン

最新ボ
タン

停止ボ
タン

消去ボ
タン

フェードモー
ドボタン

方向矢印ボタン

継続スライダ
バー

図 6-9 
X-Yビュー
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フェード(明調)モードボタンは色合いを示すデータの'age' モードを切

り替えます。新ポイントは最も濃く、古いポイントが薄い効果を示し

ます。

矢印方向モードボタンはプロット上に時間を増す方向を示す三つの矢

印の表示をするしないを切り替えます。

継続：スライダーコントロールバーは、 X-Yプロットに表示できる

最大データポイント数をコントロールします。設定の幅は8～16 000

です。スライダーの右には持続時間が表示し、それは括弧内の数をサ

ンプリング速度で割って計算された数に対応しています。フェードボ

タンをクリックするまでは、その右側のスライダー値は無限(∞)とな

ります (もしウィンドウが再描画する必要があれば、ポイント数は有

限で100万ポイントまで再プロットします)。

上下矢印キーを使って明調の増減の設定は繊細に調整でき、ページの

上下キーを使えば明調の大まかな調整が可能です。

ドットが大きいと描画はスローとなり、細い線で速く描画します。高

速のサンプリング速度では、描画は新しいデータポイントに追随でき

ませんので、結果としてCharはサンプリングを停止してしまいま

す。この様な作動環境では細い線を選んで下さい。

オフラインでの作動

オフラインモードでこのウィンドウを使うにはChartビューで選択範

囲を作って(水平領域だけが関係しますが) 、X-Yウィンドウを開きま

す。ウィンドウの下段右のボタンを使い、プロットするチャンネルを

選びます。 

選択ボタンを押すと、選択範囲のデータは表示し持続性スライダーは

無効となります。停止と消去ツールバーも無効となります。最新ボタ

ンを押すと、前に記録したデータの最後の部分が表示します。 その

部分のサイズは持続性スライダーを使って変動できます。停止ボタン

は無効ですが、消去ボタンでそのプロットを消去できます。継続スラ

イダー値が無限で無ければ、フェードモードと矢印方向ボタンは有効

です。

ウィンドウが再描画を必要するなら(例えば、スケール結果やウィン

ドウサイズの変更に依り)、ポイントの再プロットは選択範囲や継続

性の設定が大きいかを考慮した時間を採ることになります。Chartに
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長期間作業させるのを避けるには、Chartは描画の継続をするかを尋

ねますので、この様なケースではプロットの描画を停止させます。 

コピーと印刷

X-Yビューがアクティブ状態の時には、ファイルメニューの <印刷>

オプションは<X-Yビューを印刷...>に変り、そのコマンドを選択する

とChartビューでなくて、X-Yビューを印刷します。またX-Yビュー

をコピーして、別のアプリケーションにもペーストできます。編集メ

ニューの<X-Yビューをコピー>を選択して下さい。 

スペクタラムウィンドウ

スペクトラムは、16チャンネルまでの選択したデータの様々なパワー

スペクトラと振幅スペクトラを演算し表示します。スペクトラムは随

時変動する波形を様々な周波数強度として表します。例えば、EEG波

形を様々な成分に分類してアルファ波、ベータ波などで表わしたり、

心拍波形の不規則性が真性の不整脈か、又はぺ一スメーカによる刺激

に起因するものかどうかを評価するのに利用できます。スペクトラム

を使ったFFTの技術的な詳細は、Appendix Cに載っています。

ズーム
ボタン

周波数と振幅
の読み取り値

周チャンネル
番号ボタン

設定ボ
タン

デフォルト
軸ボタン

波形カーソル

FFT情報

ポインター

図 6-10 
スペクトラムウィンドウ
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スペクトラを表示するには、Chartビューで興味のあるエリアを選択

してウィンドウズメニューからスペクトラムコマンドを選びます。ス

ペクトラムウィンドウが表示します。選択範囲の水平軸成分だけが演

算の対象になります。複数チャンネルのデータが選択されている場合

は、上のチャンネルが選択されます。選択範囲が複数のブロックにわ

たる時は、左端のブロックのデータしか使いません。選択範囲が無か

ったり、データボイント数が32ﾎﾟｲﾝﾄ以下の場合にはグレー表示とな

り、その理由がウィンドウ右の選択範囲情報に載ります。

スペクトラル解析をするチャンネルを選ぶには、スペクトラムウィン

ドウのタイトルの下にあるチャンネル番号ボタンを一つ、またはそれ

以上のボタンをクリックします。選択されたボタンはハイライト表示

します。データを含んでいないチャンネルの番号はダイム(無効)表示

になります。 

解析のチャンネルが選ばれていない場合や選択範囲が指定されていな

い場合、選んだチャンネルの総てを表示するスペースが十分でない場

合には、スペクトラムウインドウのデータディスプレイエリアはグ

レー画面になります。また、個々のチャンネルの選択範囲にデータが

無い時(例えば、記録中にそのチャンネルがオフであった場合)にも、

エリアはグレー画面になります。その画面の中央にその問題点のメッ

セージが出ます。これらの問題を修復する為には、解析するチャンネ

ルを選び、Chartビューで適正なエリアを選択し、スペクトラムウィ

ンドウを拡大し、ウィンドウに表示するチャンネル数を減じることで

す。

スペクトラムウィンドウは選択したデータの情報を表示します。ポイ

ンターがスペクトラムディスプレイエリアを移動すると、波形カーソ

ルがそれに追随してそのポイントの周波数と振幅値を読み取って、ウ

ィンドウ上段に表示します。 そのチャンネルで使っているデータト

レースカラーを使ってスペクトラムを描画します。エリアを拡大する

には、データディスプレイエリアをドラッグして範囲を選択します。

選択範囲は強調表示になり、スペクトラムウインドウの左上にズーム

ボタンをクリックするか、そのエリアをダブルクリックします。スペ

クトラムウインドウの縦軸横軸はChartウインドウの振幅軸の様に自

由に伸縮しますので、データを最適なディスプレイに調整できます。

さらにウインドウの下の左端にある上下矢印のスケールボタンを使っ

ても、軸の拡大縮小ができます。スケールを変更したり拡大表示した

後に元のスケールに戻すには、ウィンドウの左上にあるデフォルト軸

ボタンをクリックします。
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スペクトラムの設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スペクトラムウィンドウの左上の<設定>ボタンをクリックして、ス

ペクトラム設定ウィンドウを呼び出し、スペクトラムの演算とディス

プレイのパラメータを設定します。スペクトラム設定ウィンドウは、

クローズボックスとタイトルバーを持つ標準のウィンドウで、画面内

を移動できChartウィンドウやスペクトラムウィンドウがアクティブ

の時は、バックグランド表示します。バックグランドでスペクトルウ

ィンドウの設定を変更しても、その更新データがディスプレイできま

す。.

FFT サイズ：高速フーリエ変換(FFT)は解析する選択範囲に対して、

一度に一定の時間のデータポイント数(マド)毎に処理します。数値が

大きいと周波数分解能は向上します。ポップアップメニューで使用で

きるFFTサイズは、128、256、512、1024、 2K, 4K, 8K, 16K, 32K, 
64K, 128K (1K=1024ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄ)です。2倍のデータポイントを指定す

ると、FFTウインドウはサイズを小さく調整してグラフ上のウインド

ウにこれを表示します(スペクトラムセッティングウインドウで指定

した項目は変更しません)。

データウィンドウ：マド処理機能はしかし、FFTでマド末端のデータ

の重要度を割り引きます。従って未端部から生ずる疑似ピークや相関

成分の効果を抑えます。マド処理機能には数種類ありますが、それぞ

れに大差はありません。スペクトラムではCosine Bellマド処理機能

を提供しています。Cosine Bellウインドウ (マド) がデフォルトで

データウィンドウのポップアップメニューで選択されていますが

Hamming　Blackman、 Welchウインドウ(マド) 処理機能にも変更

できます。マド処理機能については Appendix C に詳細に説明して

あります。マド処理機能を切るには、そのポップアップメニューか

ら<なし>を選んで下さい。

図 6-11 
スペクトラム設定ダイアロ

グボックス
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方法：もし、指定したデータポイント数が FFT サイズより大きけれ

ば、特定のFFTサイズの連続セグメントに指定したデータのスペクト

ラを決定し、次にそれらのFFT群から平均スペクトラムを演算しま

す。方法:ポップアップメニューから、次々に連続するセグメントを

FFTサイズの50% (デフォルト設定)をオーバラップするのかを選択し

ます。<なし> 以外のマド処理関数を選ぶと、スペクトラムを算出す

る方法は50% のオーバラップに変更します。

方法:ポップアップメニューでオーバラップしないを選ぶと、例えば

512ポイントのFFTサイズを使って1024ポイントの選択したデータを

二つのセグメント、1-512と513-1024ポイントに割ります。もし、 

同じデータで50%重ね合わせるオプションを選んだ場合、セグメント

は1-512と256-768、及び513-1024に変わります。

50%オーバラップのオプション (Welchの方法) は、二倍の数を演算処

理することとオーバラップセグメントから演算するスペクトラムによ

り、指定したデータの移動平均をより適格化します。他方、その分よ

り多くの時間が係り、使用するコンピュータが古ければ系全体もス

ローダウンします。

選択：ポップアップメニューには二つのオプションがあります。　　

<現在の設定を使用> オプションはChartウインドウの選択範囲の総

てのデータポイントを使って複数のFFTサイズとして取り込んで演算

し、不足ポイント数に対してはゼロ処理します(ゼロ値のポイントを

加える)。

<最適なサイズに調整> オプションは選択範囲を調整して、FFTサイ

ズの倍数体にします。これはセレクションの端を最適値まで広げて、

次にその選択範囲全体を処理します。Chartウインドウの可視選択範

囲はスペクトラムの選択データしか改竄しませんので、この機能を使

う時には注意して下さい。

表示データ：スペクトラムは様々な形式のパワーや振幅を演算します

ので、ディスプレイポップアップメニューからどれを表示するかを選

択します。その演算の詳細は後で説明します。どの場合も、特定の周

波数でのスペクトラムのハイト(高さ)は、その周波数で波形に含まれ

ているパワーや振幅を表します。該当する単位が軸ラベルに付きま

す。

スペクトラムは様々な方法で離散型フーリエ変換の結果を表示しま

す。パワースペクトラムは基本で、他のフォームはそらからの派生で

す。スペクトラムのビンパワーは、その周波数での離散型フーリエ変
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換の平方係数です。ビンの振幅はビンパワーと同じ平均パワーを持つ

サイン波の振幅です。パワー値と振幅値は常に正数かゼロで、負数に

はなりません。

パワー密度と振幅密度は単位周波数当たりのパワーや振幅です。密度

は算出値を各横軸周波数のビンの幅で割って算出します。ビンの幅は

周波数の分解能が増し、分散周波数が大きくなれば狭まる見なされま

す。パワー密度の単位は(y軸単位) 2/Hzで振幅密度は(y軸単位)/ )

で表されます。

パワーの対数と振幅の対数はlog10 値としてパワーと振幅を表しま

す。幅広い範囲のグラフでは見ることが困難な僅かな成分でも、対数

表示であれば識別できます。

パワー減衰(dB)と振幅減衰(dB)のオプションは対数で表示され、基準

値(パワースペクトラムのPmax、振幅ペクトラムのAmax )に対するスペ

クトル線の相対的なアッテネーションを示します。基準値は常に、そ

のスペクトラム内の最大値で0dBで表します。パワー減衰はdB = 10 

log10 ( Pi /Pmax ) で、振幅減衰はdB = 20 log10 (Ai /Amax ) として計算

されます。ここで、Pi は i番目のパワー成分、 Ai は i番目の振幅成分

とします。

<表示形式> FFTは通常、棒グラフの様に各データポイントに垂直線

や棒を使って表示されます。このポップアップメニューを使ってFFT

を線、棒、または折れ線で表示するかを選択できます。 FFTを表示

すると、波形カーソルがバーの左端を進みます。 

ゼロ周波数成分を除去：これはスペクトラムを演算する前のデータか

らゼロ周波数値を取り除くオプションです(即ち、DCオフセットやオ

リジナルデータの平均値)。デフォルトでこのチェックボックスは

マークされています。これは通常ゼロ周波数成分がスペクトラムの全

成分のうち最大振幅を持っており、普通はこれが必要ないからです。

このチェックボックスをクリックすれば、オン、オフが切り替わりま

す。 

Hz

線 棒 折れ線

図 6-12 
各オプションによるFFT
のディスプレイ
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印刷とコピー

スペクトラムウィンドウがアクティブ状態の時には、ファイルメニ

ューの <印刷>プションは<スペクトラムウィンドウを印刷...>に変

り、そのコマンドを選択すると、スペクトラムウィンドウの内容を印
刷します。'またスペクトラムをコピーして、別のアプリケーション

にペーストできます。編集メニューの<スペクトラムウィンドウをコ

ピー>を選択して下さい。

テキストで保存

テキストファイルとしてスペクトラムウィンドウの内容を保存するに

は、ファイルメニューから名前を付けて保存を選び、名前を付けて保

存ダイアログボックスのポップアップメニューでスペクトラムテキス

トファイルを選んで下さい。このテキストファイルはタブ切りの二つ

のコラム、周波数のコラムとその周波数でのスペクトラムの高さのコ

ラムが含まれています。 

ノートブックウィンドウ

ノートブックは通常の実験用のノートブックと同じ要領で、特定の

Chartファイルに割り込み (保存も)ます。ノートブックにはコメント

機能に比べて記録に関したより詳細な記述ができ、通常は特定な時間

に関する特殊な情報などを簡潔に書き留めます。ノートブックを使う

には ウィンドウメニューから<ノートブック>を選択します。ノート

ブックウインドウが出てきます。

ノートブックウィンドウのタイトルにはそれが所属するChartファイ

ルの名称が付きます。ノートブックウィンドウには32,000文字まで

書き込め(スペースも含め)、キーボードの矢印キーを使って上下にス

クロールが出来ます。ウインドウの下の<時間>か<日付>ボタンをク

図 6-13 
ノートブックウィンドウ
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リックすると、ノートに割り込みポイントの日時が表示します(コン

トロールパネルの日時＆時間で設定したように) 。コマンドの<削

除>、<コピー>、<ペースト>、<消去>が通常通りテキストの編集に

使用できますがノートブックには画像は挿入できません。 

保存

ノートブックウインドウの内容は、Chartファイルのデータの設定や

そのファイルを保存した設定と一緒に保存されます。従って、実験の

名称やセッティング、プロトコルやマクロなどChartファイルを説明

する情報が、これによって確保できます。ノートブックを実験のコン

ディションや結果を書き留めるテンプレートとしても利用できます。

ただし、 ノートブックの情報が含まれたセッティングファイルを

ノートブック情報を伴うデータファイルに付け加わえても、データフ

ァイルのノートブックの内容は入れ替わりません。 

印刷

ノートブックウインドウがアクティブの時は、ファイルメニューの印

刷オプションから<ノートブックを印刷...>を選定すると、このウイ

ンドウの内容だけが印刷できます。

演算入力

デフォルト設定ではChartは生信号を記録するだけで、演算入力機能

は導入しません。しかし時には生データを演算処理することによっ

て、より多くの情報が導き出せることがあります。例えば、心拍数を

記録する方が心拍の波形自体を記録するより実用的かも知れません。

Chartはパワフルで多彩な演算機能を装備していますので、信号を記

録する前にオンラインのデータ処理ができます。 

演算入力ダイアログボックス (図6-14)ではオンラインで様々なデー

タ演算処理が各チャンネル別に設定できます。現行の入力信号や演算

入力は、適正に調整された状態でディスプレイします。チャンネルフ

ァンクションポップアップメニューから<演算入力...>コマンドを選

択すると、このダイアログボックスが呼び出せます。このチャンネル

番号はダイアログボックスのタイトルに表示します。複数のチャンネ

ルを扱う時は、ダイアログボックスの矢印キーをクリックするか、

キーボードの左右矢印キーを使って調整するチャンネルのダイアログ

ボックスを取り出します。飛ばしたチャンネルはオフとなります。設
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定が終わったら<OK>をクリックしてダイアログボックスを閉じま

す。

そのチャンネルに演算入力機能が採用されていると、チャンネルファ

ンクションポップアップメニューの<演算入力...>コマンドにチェッ

クマークが付きます。チャンネル設定ダイアログボックスの演算入力

欄では演算入力が採用されているチャンネルを総てチェックすること

ができます。 

演算入力ダイアログボックスは大きく２つの部分に分かれています。

左側は生データの信号を表示し(入力アンプダイアログボックスに似

ています)、右側は演算処理した入力信号を表示します。最初右の部

分はダイム表示になっていて、コントロールも一部しか表示されてい

ません。<生データ>以外を演算機能ポップアップメニューで選択す

ると、演算入力機能がアクティブになり、演算処理された信号が右側

に表示され、使用できるコントロールも増えます。演算入力の種類に

よって、使用できるコントロールが若干異なります。

演算機能ポップ
アップメニュー

生データチャン
ネルを選択する

感度調整

閾値の設定

演算表示するチ
ャンネル番号

図 6-14 
演算入力イアログボックス



136 Chart User’s Guide

サンプリング速度

演算入力機能を使っている時はPowerLabの処理能力がかなり消費さ

れますので、サンプリング速度を遅くするかサンプリングを中止する

必要があるかも知れません。この様な場合はChartはサンプリング速

度が速過ぎる旨の警告を出します。精密度を確保するために、演算は

すべてPowerlabで遅くとも2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で収録した生データから　

演算処理し、それからChartで設定したサンプリング速度で、その誘

導した値を処理します。これは2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒以下のサンプリング速

度を選んでも2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で生データ収録して演算処理され、2000 

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒以上のサンプリング速度を選べば、その速度で収録する生

データを使って演算されることになります。サンプリング速度は演算

入力する種類や数(演算入力の種類により処理能力が異なりますので)

によって (勿論、使用するコンピュータやSCSIかUSBかによっても)

制限を受けます。 

シグナルのディスプレイ

生データと処理した入力信号を表示させれば、設定変更の効果が確認

できます。演算入力の設定時にはデータの記録は実行されません。現

行の信号の値は、各ディスプレイエリアの左上に表示されます。変化

の遅い波形はかなり正確に表示されますが、速く変化する信号は最小

値、最大値で形成されたエンベロップ(矩形)型の塗りつぶしエリアと

して表示されます。各シグナルディスプレイエリアの縦軸の振幅軸の

位置を縮小、拡大して、表示エリアを最大限に利用します。右にある

という以外は、両軸はChartビューの振幅軸と同じで、それらのコン

トロールもまったく同様に機能します。

生データのコントロール

デフォルト設定ではPowerLabの入力に対応するチャンネルに生デー

タを記録します。最初にChartを起動すると、入力チャンネルに対応

しない(入力チャンネルより高い番号)チャンネルにはPowerLabの

Input 1の生データが記録に基づくレートメータの演算機能が記録さ

れます。 

生データチャンネルポップアップメニューでは演算処理用のシグナル

ソースとなるチャンネルを、PowerLabの入力チャンネルで指定しま

す。即ち、どの入力チャンネルからのデータでも、演算処理しどのチ

ャンネルにも表示できます。演算入力と生データを別々のチャンネル

に表示して比較したり、 同じシグナルソースを複数の演算処理デー

タとして表示させることも可能です。また、入力する生データをそれ
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に対応するチャンネルとは別のチャンネルにも表示できます。ただ、

このような場合は混乱しますので注意が必要です。なお処理された信

号のみがChartに記録されますので、生データに書き込まれるチャン

ネルは処理データに置き変わり、以後の解析に使用することはできま

せん。

<入力アンプ...>ボタンをクリックすると、入力アンプダイアログボ

ックスが表われ、フィルター処理やディスプレイオフセットなどの生

データ信号のオプションが選択できます。レンジポップアップメニ

ューでは、最適なディスプレイ状態で記録するためのチャンネルの入

力レンジを選択します。このダイアログボックスでレンジの変更と

Chartビューでのレンジの変更とは、すべて共通で互いに対応して更

新します。Chartビューのポップアップメニューは、便宜上ここにコ

ピーされます。 

スレッシュホールド、感度、ベースライントラッキングの各コント

ロールは、周期レート機能(レートメータ、周期、周波数、カウン

ター)や、周期振幅機能(周期平均、周期最小値、周期最大値、

1/3Max+2/3Minと周期高さ)を選択している場合に使用可能となり

ます。 

スレッシュホールドと感度

スレッシュホールドコントロールでは、レートと周期機能の演算入力

をトリガーするシグナルの最低レベルを設定します。イベントを実行

するためには、入力信号がスレッシュホールドレベルを超える必要が

あります。感度(またはヒステリシス)コントロールでは、小さな信号

の変動に対するトリガーの感度を調節します。 

閾値(スレッシュホールド)コントロールの初期設定はゼロです。この

設定で信号にノイズが多い場合はゼロから変更します。閾値コント

ロールを上下にドラッグすると、設定が変わります。ボックスと線が

希望の位置にきたらマウスボタンをリリースします。これが新しい設

定値となります。

感度コントロールは自動的に閾値コントロールと同期します。このコ

ントロールをドラッグすると、感度のバンド幅が閾値の上下に相補的

に調整されて表示します。再度グレイボックスと線が表われます。ボ

ックスと線が希望の位置に来たら、マウスボタンをリリースして新し

い設定を採用します。ハイライト表示のエリアがヒステリシスを示し

ます。入力信号で演算入力機能をトリガーするには、その信号がハイ

スレッシュホール
ドコントロール

感度コントロール
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ライトエリアを横切って超えまた戻ってこなければなりません。信号

がそのエリアに停滞すると演算機能はトリガーされません。

入力する生データ信号をレートやサイクリック関数に対応するように

調整してから、閾値とヒステリシスエリアを設定すべきです。信号は

周期的であるので、閾値がどこにあっても問題にはなりません。ゼロ

周辺にノイズが多かったり、反復波形に複数のピークがある場合には

トリガーを移動する方が適しています。 

ベースライントラッキング

ベースライントラッキングはトリガーを導入する前に、生データから

一定のシグナルや緩やかなシグナルの変動を控除するのに使います。

実際これは可変周波数のハイパス (高域通過) フィルターとして機能

し、波形の閾値と感度設定を補完します。生データに高度なアベレー

ジング技法を用いて、その結果を控除処理して信号を修正します。ア

ベレージングの程度は<ベースライントラッキング> のスライダ設定

で決まります (スローでは少く、ファーストでは多くなります)。補正

されたデータはデータディスプレイに表示します。 

図6-16は入力信号に突然生じた変動に対するスローと、ファースト

トラッキング処理との違いを示しています。スロートラッキングを選

択すると、シグナルはトリガーバンドから大きく外れます。ファース

トトラッキングを選択した場合は、信号は扁形になります。　　　　

しかしベースライントラッキングが利用できる場合は、データをトリ

有効なトリガーパルス

ヒステリシス範囲

ノイズ

データ限
界帯

スロートラッキング ファーストラッキング

トリガー
バンド

図 6-15 
感度コントロールを使って

演算入力トリガーするノイ

ズを避ける

図 6-16 
スロー及びファーストトラ

ッキングに対して入力信号

を急激に変化させた場合
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ガーとして使用しているので、この扁形は演算の精度には影響しませ

ん。図6-17はファーストトラッキングを指定した場合の矩型波の歪

みを図示したものです。

データディスプレイエリアの上下に表われるグレーのデータリミット

エリアは、現行のレンジ設定におけるPowerLab入力のフルスケール

を示しています。グレーエリアが下方に動いて信号と交差すると、そ

のチャンネルの入力の振幅は、オーバロードとなります (これは入力

アンプダイアログボックスでの信号のスケールアウトと同じことで

す)。こういう状態になった場合は、入力レンジ値の設定をより高く

する必要があります。一般にベースライントッラキングレートはトリ

ガーリングの安定性を減少させない範囲内で、できる限り速い値に設

定すべきです。ベースライントッラキングをオフにもセットできま

す。これは、波形をトラキングすると逆効果を示すデジタルパルスな

どを記録する時には有効です。 

演算入力コントロール

演算機能ポップアップメニューには利用できる機能の一覧が出ま 

す。<生データ> は未処理の生データです。他の機能は４つのグルー

プに分類されています：レート(レートメータ、周期、周波数、カウ

ンタ)、サイクル(周期平均、周期最小値、周期最大値、

1/3Max.+2/3Min. )、エンベロープ(エンベロープ最小値とエンベ

ロープ最大値 )、カルキュラス(微分と5種類の積分：(標準) 積分、積

分絶対値、積分プラス成分のみ、積分マイナス成分のみ、積分サイク

ルごとにリセット)。それにスムーズ (絶対値平滑化、平均二乗根平滑

化 ) が加わりました。詳細は後で説明します。

<単位...> と<レンジ:> コントロールはレートや演算機能の何かを選

択すると機能します。同様に平均:コントロールはレートメータや周

期、微分を指定すると機能します時間コントロールは<積分 サイクル

ごとにリセット>以外の積分機能を選択すると機能します。リセット

コントロールは全ての積分機能で働きます。

データの
限界領域

図 6-17 
ファーストトラッキングで

矩形波(左)が変形(右)する
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<単位...>ボタンをクリックして単位変換ダイアログボックスを呼び

出し、演算処理するチャンネルの単位を指定します。右のデータディ

スプレイエリアの波形が単位変換ダイアログボックスのデータディス

プレイエリアに転写します。単位変換は連続する記録データだけに対

応しますので、個々のブロックデータは変換できません。単位変換は

生データではなく、演算処理するデータに対して実行されます。

レンジ:ポップアップメニューでチャンネルの入力レンジを設定し、

最良のシグナル表示になる様に調整します。レンジの変更が適応され

るのは演算処理したシグナルだけで、PowerLabが入力する生データ

には対応しません。演算機能をチャンネルに適用するとChartウィン

ドウのレンジ:ポップアップメニューがそれを複製しますので、どち

らでもレンジが変更できます。

<平均:>コントロールはデータをスムージング処理し、それをレート

メータや周期波形のトレンドとして表示します。上下矢印をクリック

しアベレージングの増減を設定します：シーケンスは1､2､4､8で、1

は非アベレージング処理です。シーケンスが64になると、アベレージ

コントロールはディファレンシャルの演算機能として利用できます。

このコントロールは優先するサンプル値(指定するデータ点数で)をア

ベレージングする様に機能し、特に微分機能を併用すると波形内を僅

かにフェーズシフトして上昇させます。

時間コントロールは積分機能が、どのように演算入力をゼロにリセッ

トするかを選択するものです。周期性の波形では、リセットで累積エ

ラーを補正します。チェックボックスがマークされていなければ、テ

キストボックスはダイム表示となります。そうでなければ<時間でリ

セット>には3600秒まで、<時定数>は65秒までサンプリング間隔刻

み(10ｻﾝﾌﾟﾙ/秒なら0.1秒)で入力できます。タイムリセットは入力し

た時間の各倍数時間でシグナルをゼロにリセットします。入力する時

間がサンプリング速度よりも極端に小さいとリセットは効きません。

時定数は指数関数的な減衰を(入力をゼロに)誘導し、設定時間で積分

値は初期値の37%まで下がります。 

<リセット>ボタンは演算入力ダイアログボックスの<ヘルプ>ボタン

の左隣りにあり、クリックすると演算入力のデータ表示エリアのシグ

ナルがリセットされます。表示をゼロに戻す便利な機能です。 

図 6-18 
演算機能ップアップメニ

ュー
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演算入力機能

<レートメータ>

周波数やレートは、ある時間内にどれ程与えられたイベントが起こる

かを示すものです。レートメータは比較的低い周波数の周期性シグナ

ルを扱うもので、心拍数などを１分間当たり最高2000 BPMまで出力

します。レートメータ関数は波形の周期(下図参照)を計算し、その逆

数を算出してスケーリングします。 

周期はトリガーされた有効なシグナル間の時間間隔なので、トリガー

が無いと周期は長くなります。周期は常に更新され現行で最新の長さ

を表わします。そのため演算入力シグナルが指数関数的に下降すると

(これは周期は逆数の為で)シグナルがトリガーで捕捉されてい無い事

を示します。これが直線になればトリガーされたシグナルが一定レー

トで続いている事になります。 

<周期>

周期は規則的に循環する波形の完全な1周期分に係る時間を表しま

す。この演算機能は逆数で無い事を除けば基本的にはレートメータに

なりますが、波形の周期動向を反映したものです。ここでの読み取り

値は周期ル内のトリガーポイトの位置とは無関係である点に注意して

下さい。

図 6-19 
レートメータ：左は生デー

タ、右はBPMで演算入力し

た例.

図 6-20 
トリガー信号が無いレート

メータ：左は生データ、右

は演算入力.
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周期はトリガーされた有効なシグナル間の間隔なので、トリガーが無

いと周期は長くなります。周期は随時更新され、最新の周期を表わし

ますので、トリガーされたシグナルがないと最大レンジ設定値を外れ

スケールアウトになります。 

<周波数>

<周波数> はある時間内に与えられたイベントに起こる頻度をいいま

す。周波数機能はヘルツ(Hz)の単位で2000 Hzまでの波形の周波数を

計測します。これはレートメータより高い周波数の周期信号を測定す

るのに適しています。演算は正確性を確保するためにレートメータと

は別の方法が用いられます。周波数機能は毎秒20binsで変換します。 

下から上にスレッシュホールドを横切る度に、現行のﾋﾞﾝ内のカウン

トは１つ増えます(即ち0.05秒毎にある一定方向で信号が閾値 (スレッ

シュホールド) を横切る回数をカウントします)。Chartでは最後の

20ﾋﾞﾝからの総数を表わします。これにより総計を１秒間で行うより

も速く、スムーズな結果が取得できます。例えば、100 Hzの信号を

記録し１秒間に200 Hzまで変動すると、100 Hzから200 Hzまでの 

漸進的な周波数変化となります。これを１秒間で合計処理すると、

100 Hzから200 Hzに急激にジャンプします (２つのシグナルを平均

するため)。

周期 周期 この周期はサイン波形の変動を明示 

1 秒

100Hzから200Hzへの変化 100Hzから200Hzへの変化

1 秒

図 6-21 
周期：左は生データ、右は

演算入力

図 6-22 
周波数：Chartによる直線 

的変化(左)、と荒い変化(右)

の例r
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<カウンタ>

カウンタ機能はスレッシュホールドを下から上へ通過する回数をカウ

ントします。時間に対して20,000までの登録イベント数を表示しま

す。そのカウントレンジの最大値に達すると現行のレンジに関係なく

ゼロに戻ります。200にレンジを設定している場合、カウントが199

に達した後は波形表示がリセットされ、200番目のカウントが0にな

ります。この機能はリセット回数を見ることで素早く総カウント数が

判るというメリットがあり、Geigerカウンターによる割符数のカウ

ントなど様々な目的に利用できます。 

<周期平均>

<周期平均> は波形の１周期分の平均振幅値で、その変動は非対称度

を知る物差しと考えられています。周期平均機能は２度連続して閾値

(スレッシュホールド) を通過する波形間の各データポイントの値の総

計を、合計ポイント数で割ります。この演算は周期信号専用のもので

す。例えば、平均血圧や呼吸レートの変換を決定するのに有効です。

閾値のどこで平均を始めてどこで終わるかは設定しますが、入力は周

期波形なので結果は閾値のポジションには影響しません。波形が別の

周期シグナルと重ね合ったものである場合のみ、実際の閾値が演算の

精度に関係します。周期平均から得られる結果は、生データの１周期

分を選んで積分したものと同じになります。 

図6-23は閾値の位置が異なる場合、加算の開始と終了時間は違いま

すが、総計は同じになることを図示しています。閾値を波形の中央部

に設定した方が信号の振幅の変動にも影響されずに良いでしょう。右

側の例では振幅がもっと小さくなるとトリガーが捕捉できなくなりま

す。.

< 1/3Max+2/3Min >

この機能は各サイクルにその波形の最大振幅値の1/3と最小値の2/3

を加えて、おおよその加重平均を求めるものです。これはカルジオロ

ジーで用いられるもので、波形がある形状傾向となる場所を示しま

図 6-23 
平均サイクル：スレッシュ

ホールドの違いによるトー

タル面積の違い
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す：初期のハイピーク、小ピークや窪み、不定な間隔の平たんなプラ

トーなど (スパイク波は殆ど強調しませんし、プラトーは無視されま

す)。PowerLabのようなコンピュータベースのシステムでは、不自

然なエリアのピークも解析(積分機能を使って) できますので、有効で

正確な情報が得られます。< 1/3Max.+2/3Min. > のようなラフで簡

便な機能を使う主たる理由は、迅速な予測ができ、それを演算処理す

ることで経時的に結果を比較できるためです。

<周期最大値、最小値、高さ>

周期最大値機能ではトリガースレッシュホールドで周期を認知し、1

周期の終わりで周期内の最大データポイントを検索し、次の周期を確

認するまでそれを表示します。周期最小値機能では周期内に最小デー

タポイントを検索して、次の周期までそれを表示します。これらの機

能は最高血圧や最低血圧などの周期毎の最大値、最小値を表示するの

に適しています。<周期高さ> は最大値と最小値との差を決定しま

す。これらの機能は周期毎の最大値や最小値の性格を表すのに使い、

最高血圧や最低血圧、又はその差を求めたりするのに利用します。

< 絶対値平滑化、平均二乗根 (RMS) 平滑化 >

絶対値平滑化はスムーズポップアップメニューで設定し、時間内に処

理したデータポイントの絶対値を使ってスムーズ処理します。　　　

平均二乗根平滑化<RMS> はスムーズポップアップメニューで設定し

た、時間内に処理したデータポイントの二乗平均値のルート (平方根)

を使ってスムーズ処理します (何れの場合もデータポイントは2000　

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒以上でサンプリングします)。両機能ともサンプル数ではな

くて時間を設定し、同じような方法で修正移動平均を求めます。ピー

クの極性は無視されます。この機能は筋電図や自発的神経活動の研究

には有用で、平均活動量の指針となります。

周期

前の周期の最大値

図 6-24 
周期最大値：前の周期の波

形で得られた最大値を保持
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<エンベロープ最大値、最大値 >

エンベロープ最大値はユーザ側で設定したサンプリング速度のサンプ

ル間隔で、一定の時間内に示す最大のデータポイントを検索し、次の

周期時間帯にその値を表示します。PowerLabでは見かけの速度はか

なり遅くても、最遅速で2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒でデータを採り演算入力処理

します。例えばChartでサンプリング速度を毎秒1と設定したとする

と、その前の１秒間のサンプルの最大値を毎秒表示します。サイクル

や周期とは異なり、トリガーコントロールは必要が無いので表示しま

せん。 

エンベロープ最小値も同じですが、時間内の最小値を検索して次の周

期時間帯まで表示します。この機能は遅いサンプリング速度で記録し

ていても、それ以上の速度でサンプル処理するように機能しますの

で、シグナルの特性には興味が無いが、最大値最小値が必要な場合に

有効です。図6-25 に示すように、波形を正確に描画するにはかなり

高速で記録する必要があります。これらの機能は例えば、心拍波形の

最大最小振幅を記録するのに使えます。このような場合には1拍程度

のサンプリング速度で十分です。

<微分>

微分機能で指定したチャンネル波形の１次導函数が得られます。信号

のスロープの変動や、変化率の方が元の生信号自体よりも情報量多い

場合に有効です。例えば容器内に流入する液体の容量の増加を測定す

る場合、フォーストランスジューサを使って重量を記録し、このプロ

ットを微分すると容量の変化率、つまり流速が測定できる事になりま

す。

この機能はノイズに大変敏感ですから<平均:>コントロールでデータ

をスムージング処理すると有効です。レートメータや周期機能だけに

サンプル間の時間

前のサンプルリング時間からの最大値

サンプル時間

図 6-25 
エンベロープ最大値：サン

プルタイムは波形ペリオド

とは無関係ーこの場合の丸

印の生サンプルデータは誤

認の問題があります。
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限らず使用すべきです。平均回数は1、2、4、8、16、32、64 から選

択します(この処理により波形のフェーズが若干上方にシフトしま

す)。

<積分>

積分は波形の下のエリアを読み取って、そのデータポイントの総計を

サンプル間隔と掛け合わせたものです。例えば、流速を測定する機器

からの信号を積分すると流量が得られます。 

積分には５種類ありますので、それぞれ目的に応じて使い分けて下さ

い。

<積分>：標準の積分で、データポイントの総計とサンプル間隔を掛

けたものです。正と負のデータポイント値の総計が同じシグナルを積

分するとゼロになります。

<積分 絶対値>：データポイントの絶対値の総計とサンプル間隔を掛

けたものです。ある一定時間内に等しい正負の総計値がある場合は、

この積分値は２倍になります。 

<積分 プラス成分のみ>：データポイントの正の値の総計とサンプル

間隔を掛けたものです。ある一定時間内で正負の両方がある場合で

も、正のデータポイントのみを総計して計算をします。

<積分 マイナス成分のみ>：データポイントの負の値の総計とサンプ

ル間隔を掛けたものです。ある一定時間内に正負の両方がある場合で

も、負のデータポイントのみを総計し計算をします。

<積分 サイクルごとにリセット>：標準の積分の様にデータポイント

の総計をサンプル間隔で掛けたものです。ある一定時間内に等しい正

と負の合計値がある場合の積分はゼロになります。但し、元波形がゼ

図 6-26 
微分：三角波(左)の微分は

矩型波(右)となります。

図 6-27 
I積分：矩型波(左)の積分は

三角波(右)となります。)
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ロ以下からゼロ以上に通過する度に、積分はゼロにリセットされま

す。これは周期波形のドリフの補正(オフセット電圧では調整できな

い)に特に有効です。

リセットはドリフトの補正には有効ですが、その換わり積分された信

号をスケールから除去します。<レンジ:>コントロールによって設定

された上限、または下限に達すると、すべての積分値はゼロにリセッ

トされます。<積分 サイクルごとにリセット>は原波形がゼロ以下か

らゼロを超える度に積分値をゼロにリセットします。その他の積分で

は時間コントロールで指定した様にリセットされます。リセットは設

定レンジを越える度にそのレンジを的確に差し引きますので、リセッ

トされた回数を数えればトータル値が得られます。  

サンプル間隔よりも小さい時間が入力ボックスに入力されている場

合、その値はゼロに切り下げられますのでリセットは実行されませ

ん。従ってサンプル間隔よりも大きい値を入力して下さい。<時間で

リセット> は入力した時間毎に信号をゼロにリセットします。この方

法でドリフトの補正に対処し、リセットの前に正確な積分値を算出し

ます。<時定数> は指数的減衰を伴うので、積分値は設定時間(65秒ま

で)までに初期値の37%まで下がります。この効果でドリフトや急な

リセットが回避できますが、算出される積分値は不正確になります。

時定数が下がれば精度は上がります。         

時定数で積分処理

時間でリセットで積分

オリジナル信号
図 6-28 
一定のオフセットとその積

分、及び２つのリセット波

形
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チャンネルの演算

チャンネルファンクションポップアップメニューの下段のオプション

には、記録したデータチャンネルに幾つかの演算処理を提供していま

す。デフォルト設定は <演算なし> で、そのチャンネルに表示する

データは記録したままの元データで演算処理はされません。Chartに

はチャンネルに演算処理が導入できるスムージング機能や、算術演

算、周期変動、微分や積分など数々のChartエクステンションが付い

ています。このチャンネルの演算機能はオンラインにもオフライン

(処理した結果はサンプリング終了後しか見れません) にも導入できま

す。 

チャンネルの演算を導入にはチャンネルファンクションポップアップ

メニューから使用するコマンドメニューを選びます。そのチャンネル

の記録データを元に戻すには <演算なし> を選びます。選択したコマ

ンドにはチェックマークが付きます。チャンネルの演算をオフにして

も、そのダイアログボックスに入力した数値は消えませんので、一度

に複数の演算が設定できます。また、チャンネル設定ダイアログボッ

クスの <演算> の項目を見ればどのチャンネルにどんな演算を導入し

ているかが一覧できます。チャンネル演算を実行しているチャンネル

の ステータスインディケータ (チャンネルのレンジ/ 振幅の右の菱形)

には =が付きます。インディケータを押すと、サンプリング速度、レ

ンジ、記録する内容 (生データか演算機能、及び入力先)、有効なチャ

ンネル演算の一覧が出ます。

多くのチャンネル演算ダイアログボックスに共通するのはソース:ポ

ップアップメニューで、そのソースで処理されるChartチャンネルの

波形を選びます。ソースシグナルを表示するチャンネルと、演算処理

を表示するチャンネルを決め、両者を比較します。演算シグナルだけ

を表示するには、ソースと同じチャンネルを選びます

チャンネル演算と演算機能

演算機能(演算入力の機能)とチャンネルの演算機能とはオーバラップ

するものがあります。データや必要性に応じて良い方を選びます。演

算機能はサンプリングを開始する前に選択し、個々のデータブロック

に導入します。チャンネルの演算は必要に応じて切り替えができます

が、使用しているチャンネル全体に適用されます。チャンネルの演算

機能はサンプリングの前後でも途中からでも導入でき、記録したデー

タの解析は演算入力で使用するよりも速く実行します。チャンネルの

演算は記録したチャンネルには行わず、使用していないチャンネルに

図 6-29 
チャンネルファンクション

ポップアップメニュー



Chapter 6 — データの解析 149

しか導入できません。この機能は元のデータをそのまま保存しておき

たい場合や、一度に演算を導入するのにはチャンネル数が足りない場

合などに便利です。また、複雑な演算処理をする場合は、オフライン

でこの機能を使います。演算入力機能はオンラインしか利用できませ

んが、記録しながら演算処理した結果が見れるという利点はありま

す。

演算入力とチャンネル演算の使われ方の違いに加え、積分や周期演算

などの演算入力とチャンネル演算から得られる結果の正確さや精度の

違いもあります。 Appendix Cにその詳細が載っていますが、以下に

標準的なルールを挙げます：

･ ウィンドウのポイントに依存する演算では、チャンネル演算は演

算入力機能と比較するとかなり正確ですが、それ以外では精度に

違いはありません。

･ 　サンプリング速度が < 2000 Hzでは、演算入力機能はチャンネル

　　演算に比較してかなり正確ですが、それ以外は同じ精度です。

データを隠す

記録したデータにチャンネルの演算を導入すると、そのチャンネルに

は演算処理されたデータが表示します。記録した元のデータは下に残

っていますので、演算機能をオフにするとまた表示します。

別のチャンネルからの演算データをチャンネルにディスプレイしよう

とすると、<レンジ/振幅> 表示の右のチャンネルコントロールエリア

に警告アイコンが点滅し警告します。これは助言の為で、表示する内

容が必ずしもそのチャンネルに記録されているものである必要はあり

ません。このアイコンをクリックすると、アラートボックスに問題点

を表示します (この場合、別のチャンネルの演算データで記録された

データは隠れています)。同じチャンネルのデータに演算を導入する

場合は (別のチャンネルからのデータが含まれていても)、この警告は

機能 演算入力機能 チャンネルの演算

サンプリング中の結
果の表示

Yes 簡素なもの, yes;
その他, no

生データの保存 別チャンネルのみ Yes

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ後の導入 No Yes

ﾁｬﾝﾈﾙのoff No Yes

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度はチ
ャートに依る

No Yes

表6-1 
演算入力とチャンネル演算

との比較
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出ません。使用していないエクステンション(開いてい無い)で設定し

た演算を導入しようとしてもこの警告アイコンが出ます。

通常はチャンネル演算はディスプレイしているデータに作用しますの

で、演算機能は引き続いて導入できます。例えば、あるチャンネルで

波形をスムージング処理し、算術演算機能を使って別のチャンネルに

そのスムージング処理した波形を記録して表示させるこのができま

す。算術演算などは、チャンネルに内在する記録データを処理し、そ

のデータをディスプレイできます。

算術演算

算術演算機能は別のチャンネルから組み込んだ波形データを算術的に

処理します。オフラインでもオンライン(記録中)でも作動します。

チャンネル演算ポップアップメニューから算術演算コマンドを選び、

算術演算ダイアログボックス (図 6-29 ) を開きます。そのコマンドを

選んだチャンネルのにその結果を表示し、ダイアログボックスのタイ

トルにもチャンネル名が入ります。

数式の入力

数式を入力するには、その数式入力欄にタイプするか、関連するボタ

ンをクリックしポップアップメニューからチャンネルと関数を選んで

下さい。チャンネルデータとしては、 'チャンネル 1' とか 'Ch1'か 　

(文字は重要ではありませんが、スペース使えません)、チャンネルポ

ップアップメニューからチャンネルを選びます。関数としては、関数

ポップアップメニューから関数を一つ選ぶか、関数文字をそのまま入

力します。任意のチャンネル、関数の組合せて実行できます。 演算

の順序は通常の算術通りで、括弧内が優先されます：4*9+6 で42、

4*(9+6) は60です。チャンネルデータや時間を使わない単純な算術

計算の入力(例、4*9+6のような)なら、その結果を記録するチャンネ

ルは直線の表示になります。 

デフォルトで、算術演算は指定するチャンネルに表示するデータに対

して作用します。そのチャンネルのデータは別のチャンネル演算でも

演算され得ます(例えば、スムージングが適用されている)。勿論、入

力チャンネルの記録データに作用するように設定し、適用されている

それ以外の演算を無視できます。それにはチャンネルに式を表記する

前に'R' を入力するか ('RChannel1 'とか 'RCh1')、チャンネルポッ 　

プアップメニューの記録データサブメニューからチャンネルを選んで
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下さい。記録データとはPowerLabからChartに入力するシグナル

で、チャンネル演算を適用する前の、生データか演算データです。 

式の表記法をチェックする

<OK>をクリックすると、算術演算は式が妥当かどうかをチェックし

ます。妥当でなければ、エラーメッセージが出ます。括弧が抜けてい

たり、何も入力されていない事が良く起こり得るケースです。また、

Abs()の様な括弧を含む関数の多くは括弧の中に引数(即ち、実行する

何か)が必要です。

演算の誤り

計算上の誤りは様々な環境で起こり得ます。例えば、ゼロで割った

り、負数の二乗根、正数では無い対数などが考えられます。その様な

誤りの事態では、演算の結果はChartチャンネルでレンジ外として示

唆されます。内部的には、誤った結果はNaN (Not-a-Number)とし

て表現されます。 

ここで関数
を選択する

数式入力
ボックス

ここでチ
ャンネル
を選択

振幅軸のス
ケールを入
力しで設定

ここを選ぶとオー
トスケールに設定

演算したチャンネ
ルに単位を設定

図 6-30 
算術演算ダイアログボック

ス、OKをクリックすると

Chartウィンドウのディスプ

レイチャンネルにその関数

を実行して表示します　
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数学 (Math) 関数

基本的は数学的な関数 (+ 足す, -引く, * 掛ける, / 割る) はタイプす

るか、ボタンを使うか、関数ポップアップメニューのMathサブメニ

ューから選んで下さい。 

三角 (Trig) 関数

三角関数は関数ポップアップメニューのTrigからSin ()、Cos ()、

Tan ()サブメニューから選んで下さい。それぞれサイン、コサイン、

タンジェントを表します。これらの関数はラジアンで引数を伴いま

す。 

ASin ()、ACos ()、及びATan () はそれぞれarc sine、arc cosine、

arc tangent でサイン、コサイン、タンジェントと同じ角度ですが、

それぞれの逆関数です。演算結果はラジアンで表されます。ASin () 

とACos () は-1以下から1以上の不等引数が必要で (サインとコサイン

の値はその範囲内に制限されるので)、従ってそれに合う様にデータ

をスケールする必要があります。 

DegToRad () は角度からラジアンへの角度、RadToDeg () ラジアン

から角度角度 (2πラジアンは360°)。

対数 (Logs) 関数

対数関数は関数ポップアップメニューのLogsサブメニューから選べ

ます。Log10 () は底が10の常用対数。Ln () は底がeの自然対数10。

定数 eの近似値は 2.7182818です。Exp () は指数でex ( e の引数の累

乗を表す) です。指数は自然対数の逆関数です。

ノイズ関数 Noise

Random ()は -1.0 から1.0 の一様な分布を示すランダム数を表しま

す。Gaussian () は0.0 の平均と 1.0.の分散を伴う正規分布を表しま
す。 

その他の関数

Sign () はサイン関数を表し、x > 0ならSign(x) = 1 、x < 0なら-1、

Abs () は正負に関係しない絶対値を表します。 Sqrt () は二乗根 (－の

二乗根は0 )。



Chapter 6 — データの解析 153

Pi は定数π を表し、数式で用いる近似値は 3.1415927 です。

SampleTime はブロックデータの始点からの10進法の秒数です。

Round () は四捨五入。 Int () は整数部分だけが有効数で小数点以下は

切り捨てます。例、Int (2.999) は2となります。

Mod () x modulo y, はx/y. の余りを表します。二つの引数はコンマ

で分けます。Mod ( Ch1, Ch2 )の様に

チャンネル演算機能

別のチャンネル演算データ (詳細なセットアップが必要な周期変動を

除き) が、算術演算ダイアログボックスから使用できますので便利で

す。これによって素早く演算チャンネルが組み合わせられます：例え

ば、二チャンネルからの派生値を平均したい場合。これらの機能の大

部分は、チャンネルファンクションポップアップメニューからアクセ

スする時と全く同じように作用します。

Differentiate ()は微分チャンネル演算と似ていますが、微分関数の次

数がゼロが選択でき (Savitzk-Golayを法使ってスムージング演算を

導入するのと同等です)、適応多項式の階数も選べます。ソースチャ

ンネルはパラメータとして必要で、任意のマドの幅 (3～255の奇数)

に続き、微分関数の次数 (0～2の整数) と適応多項式の階数 (1～5の

整数) の順となります。例えば、微分 (Ch3,17,2,5) はチャンネル 3の

二次微分で、ウィンドウ幅17ポイントを使って5階数の正多項式を示

します。デフォルトで微分の次数は一次、正多項式の階数は微分次数

がゼロ以外では (この場合は適応階数は1です) 微分の次数と同じで、

ウィンドウの幅は適応階数より大きくセットされます。

4つの積分関数 Integrate ()、IntegrateAbs ()、IntegratePos () 及び

IntegrateNeg () は積分チャンネル演算ダイアログボックスで使用で

きる4つの積分のタイプと同等です。パラメータとしてはソースチャ

ンネルを必要としますが、選択するリセットモードに依っては幾つか

のそれ以外のオプションパラメータも設定できます。デフォルト値は

積分チャンネル演算ダイアログボックスと同じですが、算術演算で時

間でリセットか時定数で減衰をリセットモードに選んだ場合は、デフ

ォルトタイムは1秒となります。

Shift () はシフトチャンネル演算と同等で、パラメータとしてチャン

ネルを必要とします。時間でシフトのパラメータはオプションで、シ

フトチャンネル演算と同様にデフォルトはゼロ秒です。
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Smooth () はスムーズチャンネル演算と同等ですが、三角Bartlett マ

ドを常時使用します。ウィンドウ (マド)の幅パラメータはオプション

で、スムーズチャンネル演算と同様にデフォルトは3ポイントです。

6つのフィルター関数 LPF ()、HPF ()、Notch ()、NBPF ()、BPF () 

及びBSF () はデジタルフィルター処理チャンネル演算 (ローパス、ハ

イパス、ノッチ、ナローバンドパス)と同じですが、BPF () とBSF () 

では高低周波数カットオフで別のシャープなフィルターが指定できま

す。この6つのフィルター関数総てが、ソースチャンネルと少なくと

も1つのカットオフ周波数 ( BPF () とBSF ()の何れか) がパラメータ

として必要とされます。 シャープなフィルターはオプションパラ

メータで、デフォルトはデジタルフィルター処理チャンネル演算で説

明した様に、自動調整設定となっています

単位とスケール

単位変換を数式を使ったチャンネルに適用すると、算術演算では単位

は無視され、演算されてそのチャンネルで表示する値しか使いませ

ん。単位変換に依って均等目盛りの数値に影響する場合があります。

この為、数式を使ったチャンネルが単位の違うブロックが有る場合は

変更して下さい。算術演算が有効なチャンネルでは単位変換は作用し

ません。従って、演算したチャンネルに単位を使います。<単位名>

の欄には10文字まで単位名が入力できます。正規の単位であれば、上

付や下付文字も使えます。

デフォルトで、<自動スケール設定> チェックボックスは選択されて

おり、そのチャンネルに最適なスケールに想定して (自動スケールが

働くデータが有れば ) 算術演算を実行します。チャンネルデータや演

算が異常ならチェックボックスは選択されず、スケールは手動で登録

することになります。 

<スケールの上限> と <スケールの下限> は算術演算ダイアログボッ

クスに所定欄に、直接数を入力して設定できます (自動スケール設定

を選んでいない場合)。このオプションではスケールセットポップア

ップメニューを使って行うのと同様に、直接振幅軸が調整できます。

但し、Chartビューが有効な場合です。そのスケールは表示数の精度

(特に形状)に影響します。　　　　　

Chartのチャンネル演算は単一の浮動小数点で算出するので、小数点

以下6桁の精度があります。小数点以下の桁数は 0～6でディスプレイ

だけに影響し、演算の内部精度には関係しません。 
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非単位変換の電圧を使う

V、mV、μV (単位変換していない) のデータは算術演算では総てV

で扱います。従って、低いレンジを使う場合や、振幅の違ったオーダ

を伴うレンジで記録したデータを取り扱う時は注意が必要です。演算

した数が大きいか、小さいかは、データや実行する演算に依ります。

数式内の倍率を用いれば比較的簡単に調整できます。

2 mVのレンジでECG リード線からシグナルを記録し、同時にもう1

チャンネルに算術演算を適用すると、結果をmVでは無くVで表すと

します。 派生値をmVにするなら、 単位名の入力欄を両方共 'mV' に

し、そのチャンネルの和を括弧にして1000倍にします：

(Ch1+Ch2)*1000 これでその式は正確にスケールされます。 

一般に、必要になものを算出して表示させるのには、それに対応する

倍率を数式に適用します： mVで表示するには1000倍を、μVで表す

には1 000 000倍を数式に乗じる必要があります。

周期変動

周期変動は周期波形を解析する為のものです。本来オフラインで作動

するもので、記録した後で使います。速いサンプリング速度で記録し

たデータでも、周期レートや周期振幅の演算入力機能を使って解析で

きます。 

チャンネル関数ポップアップメニューから <周期変動...> コマンドを

選び、周期変動ダイアログボックス( 図 6-31 ) を開きます。選択した

チャンネルのダイアログ名がタイトルバーに出ます。

周期変動の設定

ダイアログボックスのシグナルディスプレイエリアにはソースチャン

ネルの波形を表示します。Charビューで選択範囲を選ぶと、 その選

択範囲の記録時間帯のデータを表示します(選択範囲左端が始点です

が、複数のブロックが選択範囲にあれば左端のブロックのデータしか

使いません。選択範囲にトリガーポジションが多すぎると、周期変動

の表示が制限され、主番号だけを示します。表示波形の時間帯はシグ

ナルディスプレイエリアの下段左に出ます。選択範囲が無いと、

Chartビューに出るデータ (又は、複数のブロックが映っておれば最

大のブロック) が表示します。 この表示する波形が、ノイズ閾値など

のパラメータ検出の設定に用いられます。 
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ソースシグナルが記録したデータなのか表示したデータなのかは、シ

グナルディスプレイエリアの下段右に示唆されます。表示するデータ

は、生データか演算データかを問わずソースチャンネルで映っている

データになります。ソースチャンネルを周期変動の演算チャンネルに

選んだ場合は、ダイアログボックスには記録したデータ (生か演算) 

が出ます。これはパラメータ検出の設定はこの内在するデータに適用

される為で、演算波形には対応されてはいないからです。

初期のディスプレイはシグナルディスプレイエリアの下段にあるコン

トロールを使って変更できます。周期変動で使っているブロックの全

体が表示されていなければ、スクロールバーでChartウィンドウから

のデータが移動できます。 スクロールバーのボックスが、そのブロ

ックに対応した表示エリアを示しています。そのボックスを左右にド

ラッグします。左右の矢印をクリックすれば、可視波形の10%分が左

右に移動します。可視波形の90% まで左右に移動すると、ボックス

のどちらかの端にグレー域が現れます。Chartビューと同様にビュー

ボタンで表示するデータの圧縮、拡張ができます。ソース波形全体を

表示したければ、左のボタンをクリックして圧縮表示します。ソース

波形を拡張するには右のボタンをクリックします。その間にあるリセ

ットボタンを押せば最初の表示に戻ります。

演算するファンクションを選ぶ
ソースチャン
ネルを選ぶ 表示チャンネル

シグナルディ
スプレイエリ

トリガーポイント

表示波形の
時間帯

ソースデータのタ
イプ：記録データ
か表示データ

図 6-31 
周期変動ダイアログボック

ス：OKボタンでChartウィ

ンドウの表示チャンネルに

選んだファンクションが適

用されます.
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周期の検出

周期の検出は検索コマンドと同じ方法で最大最小を検索して周期を検

出します。検出したトリガーポイントは小さい黒丸でダイアログボッ

クスの表示波形上にマークされます。マークするポイントが極大なの

か極小かは、トリガー:パネルで選択したラジオボタン (最大か最小)

に依ります。これは周期検出の方法には関係しませんが、 波形の形

状に依っては結果に違いが出るかも知れません (例えば、顕著な上向

きスパイクを含んだ波形や周期毎に二つの似かよった下向きのスパイ

クを含む場合は、最大値がトリガーされます)。

ノイズ閾値

<ノイズ閾値:> コントロールでは、僅かなシグナルの変動に対するト

リガーの感度を調整します。イベントに対するノイズ閾値は、そのチ

ャンネルのレンジに対する百分率で表わされます (デフォルト値は5%

で、±10Vレンジでは1Vになります)。ピークとして認知されるデー

タポイントとは、それに続くポイントが少なくともノイズ閾値まで下

がるものとします。この値より小さい振幅値を伴うピークや谷は、無

視されます。値を上げて不必要に小さいピーク (ノイズなどの) を除

くか、下げて非検出ピークを捉えます。ノイズ閾値％は入力欄かスラ

イダーバーを使って設定します。ノイズ閾値を変更すると、暫くして

小黒丸で波形上にマークしたトリガーポイントがシフトしますので、

変更の結果が確認できます。

トラッキング

時間に対して顕著な振幅のドリフトを伴う波形や s/n 比が低いシグ

ナルでは、トリガーの通常のスキームが作用するのが難しくなりま

す。トラッキングがこの種の問題を解決する手だてとなります。トラ

ッキングポップアップメニューのトラッキング欄は通常はオフになっ

ています。トラッキングポップアップメニューからトラッキング間隔

を選べは、トラッキングは機能します。この場合のノイズ閾値はフル

スケール%では無くて、トラッキング間隔内の最大振幅値の平均%を

使います (トラッキングを使う際は、ノイズ閾値は通常、正常な設定

に比例して増加するものが必要とされます)。トラッキング間隔は現

行のデータポイントの中心で、適用する検出アルゴリズムに沿って移

ります。これでシグナルの振幅全体に及ぶ変化を処理します。トラッ

キング間隔サンプリング間隔と等しいか、それ以下に設定されていて

も、少なくとも3ポイントを含む幅にセットします。現行のデータレ

ンジにたいして5%以下の振幅の変動には追随しませんので、データ
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に則したレンジを選ぶ必要があります。トラッキング機能を作用させ

ると、周期演算速度が若干遅くなります。

ファンクション

<ファンクション:> ポップアップメニューに演算する周期変動の一覧

が出ます。レートファンクション (レートメータ、周期、及び周波数)

と、振幅ファンクション (周期高さ、周期平均、周期内最大値、周期

内最小値、1/3Max+2/3Min ) に大別します。ファンクションは演算

入力機能の周期レートと周期振幅に似ていますが、結果が若干異なり

ます。詳細は Appendix C で説明します。

<デフォルトスケール> ポップアップメニューでチャンネルのレンジ

を設定し、演算するファンクションを最適にディスプレイする様に調

整します。このメニューはレートファンクション (レートメータ、周

期、及び周波数) を選んだ時に表示します。このダイアログボックス

でレンジを変更すると、それに応じてCharビューでも変わります。

大まかな設定は予め把握しておいて下さい。演算入力ダイアログボッ

クスで行う様には、周期変動ダイアログボックスでは派生する波形を

見ることはできません。

<レートメータ> は周波数やレートは、ある時間内にどれ程与えられ

たイベントが起こるかを示すものです。レートメータは比較的低い周

波数の周期性シグナルを扱うもので、心拍数などを１分間当たり最高

2000 BPMまで出力します。レートメータ関数は波形の周期 (ペリオ

ド) を計算し、その逆数を算出してスケーリングします。 

<ペリオド> は規則的に循環する波形の完全な1サイクル分に係る時間

を表します。この演算機能は逆数で無い事を除けば、基本的にはレー

トメータになりますが、波形の周期動向を反映したものです。ここで

の読み取り値はサイクル内のトリガーポイトの位置とは無関係である

図 6-32 
トラッキングとノイズ閾値

を調整して振幅値が変動す

る波形の有効なピークを検

出します
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点に注意して下さい。ぺリオドは遅いサイクルを持つ水面の波や地震

などの測定に適しています。

<周波数> はある時間内に与えられイベントご起こる頻度をいいま

す。周波数機能はヘルツ(Hz) の単位で2000 Hzまでの波形の周波数を

計測します。これはレートメータより高い周波数の周期信号を測定す

るのに適しています。

<周期平均> は波形の１サイクル分の平均振幅値で、その変動は非対

称度を知る物差しと考えられています。平均サイクル機能は２度連続

して閾値を通過する波形間の各データポイントの値の総計を、合計ポ

イント数で割ります。例えば、平均血圧や呼吸レートの変換を決定す

るのに有効です。閾値のどこで平均を始めてどこで終わるかは設定し

ますが、入力はサイクル波形なので結果は閾値のポジションには影響

しません。波形が別の周期シグナルと重ね合ったものである場合の

み、実際の閾値が演算の精度に関係します。平均サイクルから得られ

る結果は、生データの１周期分を選んで積分したものと同じになりま

す。

< 1/3Max+2/3Min > この機能は各サイクルにその波形の最大振幅値

の1/3と最小値の2/3を加えて、おおよその加重平均を求めるもので

す。これはカルジオロジーで用いられるもので、波形がある形状傾向

となる場所を示します：初期の高いピーク、小ピークや窪み、不定な

間隔の平たんなプラトーなど (スパイク波は殆ど強調しませんし、プ

ラトーは無視されます)。PowerLabのようなコンピュータベースの

システムでは、不自然なエリアのピークも解析(積分機能を使って)で

きますので、有効で正確な情報が得られます。<1/3Max.+2/3Min.>

のようなラフで簡便な機能を使う主たる理由は迅速な予測ができ、そ

れを演算処理することで経時的に結果を比較できるためです。

<周期内最大値> はトリガースレッシュホールドで周期を認知し、1周

期の終わりで周期内の最大データポイントを検索し、次のサイクルを

各ブロックの最初の周
期から最後の周期まで
演算が作用します

図 6-33 
ソース(上のチャンネル)と

それから演算されて周期平

均(下)..
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確認するまでそれを表示します。<周期内最小値> は周期内に最小

データポイントを検索して、次の周期までそれを表示します。

<周期の高さ> は1周期分の最大値と最小値間の差を算出する機能で

す。この数値はECG 心拍数や血圧の解析に有用です。 

＜平均>

<平均:> コントロールは1ｚ～50の周期数を設定し、その周期数の変

動を平均処理します。平均は現行の周期を含めて指定した周期回数を

演算しますので、平均を4にしたとすると現行の周期次の3周期分を使

って演算します。デフォルトで平均は選択されています。上下の矢印

をクリックして数を調整するか、直接ボックスに入力します。周期変

動における変動を平均処理で平滑化しますので、一貫性の無いデータ

には大変有効です。<平均:> コントロールで設定する数はそのデータ

に含まれる周期数より十分少なく(半分以下)して下さい。

Chartビューに表示

周期変動ダイアログボックスにあるコントロールを調整して、<OK>

ボタンをクリックすると、Chartビューの表示するチャンネルに演算

が適用されます。チャンネル全体に演算は適用されますが、演算され

ブロックしか描画し可視化されません (ファイルが大きいと処理に長

時間要するかも知れません)。ブロック内の最初の検出周期から最後

の周期までまとめて描画します。 感応する値が無い場所では(始点近

傍とかブロックの終わりなど)、プロットの値は'レンジ外' にセットさ

れます。 

テキストファイルを保存する

波形に付帯する周期変動の一部、または総てをテキストファイルに含

めてディスクに保存できます。テキストファイルを保存するには、周

期変動ダイアログボックスの <テキストとして保存> をクリックして

下さい。テキストとして周期変動を保存のダイアログボックスが出ま

す。
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保存項目と保存対象欄のチェックボックスからテキストファイルに含

めるものを選びます。データのどの部分を保存するかは、保存パネル

で設定したボタンに依ります。この選択オプションは指針としてしか

使われません：周期変動は選択データの左から作用し、右にシフトし

て周期数全体に適用されます。

標準のテキストファイルが作成されますので、ワードプロセッサーや

数計算ソフト、統計パッケージなどに移出して、ファイルが開けま

す。各周期からのデータは1タブ切りで行送りで1行に収録されます。

各行の最初の数はその周期を検知した時間です。その時間はブロック

の始点で、<常に秒で表示> を選んでおれば、秒単位で示されます。 

この時間はテキストとして周期変動を保存のダイアログボックスで、

選択した各チェックボックスに応じて結果を出します。派生値や周期

変動データのテキストファイルには、1周期当たり1ポイントしか時間

は割り当てられていませんが、一般にこのテキストファイルは Chart

データのテキストファイルに比べて極めて小さいためです。

<OK> をクリックすると、通常の別名で保存のダイアログボックスが

出ます。該当欄にファイル名をタイプし、<保存> ボタンをクリック

すれば周期変動テキストファイルが作成されます。

データパッドの機能

周期変動はデータパッドにファンクションを追加できます。これらの

ファンクションはチャンネル演算で使用するものと似ており、同じ周

期検出設定に基づきます。周期変動データパッドファンクションは、

この章のデータパッドの項で説明します。

特定なチャンネルに対して 周期変動を演算する周期検出の設定を変更

すると、周期変動データパッドファンクション にも同様にその変更が

反映されますし、その逆も起こります。

図 6-34 
テキストとして周期変動を

保存のダイアログボックス



162 Chart User’s Guide

微分

指定した微分チャンネルにチャンネル波形の１次、及び2次微分関数

が得られます。この演算はオンラインとオフラインとも可能です。チ

ャンネルファンクションポップアップメニューから <微分...> を選べ

ば、そのチャンネルの微分ダイアログボックスを表示します。

.殆どのチャンネル演算と同じ様に、ソースチャンネル: ポップアップ

メニューでソースチャンネルを指定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<ウィンドウの幅:> コントロールで微分の演算に使用するポイント数

を設定します。この幅の数には奇数を用います (スムーズポイント

か、ポイントの変数のどちらか)。上下の矢印を調整して数を設定す

るか、直接入力欄に3～255の数字を入力します。ウィンドウ(マド)の

幅を有効に使えば、ノイズやバイアスに影響されずに良好な結果が得

られます。　

微分次数ポップアップメニューで、ソースチャンネルの波形の微分処

理が一次微分か二次微分かを指定します。一次微分は勾配で、二次微

分は勾配の変化速度です。微分波形の単位はソースチャンネルの単位

に基づきます。例えば、ソースの単位がVなら、一次微分では V/s 

で、二次微分では V/s/s となります。微分を演算するのに用いるア

ルゴリズムの詳細は Appendix C で説明します。

スケーリング

デフォルトで、自動スケールボタンが選ばれており、そのチャンネル

に適正なスケール(ベースとなるデータが有る場合)で微分処理データ

を表示します。チャンネルのデータが正常でない場合は、自動スケー

ルが選択されていても、スケールは手動設定になってしまいます。 

図 6-35 
微分ダイアログボックス
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スケールの上限値と下限値はスケール設定ボックスの所定欄に、直接

数を入力して設定できます (自動スケール設定を選んでいない場合)。

このオプションではスケール設定ポップアップメニューを使って行う

のと同様に、直接振幅軸が調整できます。但し、Chartビューが有効

な場合です。そのスケールは表示数の精度(特に形状)に影響します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Chartのチャンネル演算は単一の浮動小数点で算出するので、小数点

以下6桁の精度があります。小数点以下の桁数は 0～6でディスプレイ

だけに影響し、演算の内部精度には関係しません。

ウィンドウ(マド)の幅を選ぶ

ウィンドウ(マド) の幅の設定は、時には試行錯誤が必要です。設定に

当たっては、バイアス(偏向) とバリアンス(変動) とのバランスを採っ

て考慮します。シグナルの勾配に於ける変動のタイムスパンと比較さ

れるマドの幅は、微分の演算を偏よったものにし、マドの幅が小さす

ぎると微分波形はノイジィになる傾向を示します。

図 6-37 の上のチャンネルは生シグナルで、その下はその微分波形で

ウィンドウの幅は3に設定したものです。続いて順に、ウィンドウの

幅5、7、13、55ポイントを使った微分波形が図示しされています。

ウィンドウの幅3と5を使った微分処理では波形はノイジィーです。微

分のウィンドウの幅が55ポイントでは比較的ノイズの少ない波形です

が、ピークはなだらかになっています。これはウィンドウの幅はピー

図 6-36 
微分で演算された左心室内

圧(上)の一次、及び二次微

分波形
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クの幅に匹敵するためです。マドの幅が7と13ポイントの微分演算が

適正でしょう。

デジタルフィルター

デジタルフィルターのチャンネル演算には6つのタイプがあります：

低域通過 (ローパス)、高域通過 (ハイパス)、ノッチ、狭帯域通過、帯

域通過 (バンドパス)、バンドストップ。このフィルターはオンライン

でもオフラインでも作動します。

この演算では入力アンプダイアログボックスのフィルターオプション

よりも使い勝手が良く、より実用的です。

･ 6つのフィルタータイプが利用できます。入力アンプのダイアロ

グボックスからでは2種類、低域通過と高域通過(/20 PowerLabs

ではもう1つ電源フィルターも使用できます)しか使用できませ

ん。

図 6-37 
シグナルと微分演算処理の

勾配、チャンネルタイトル

に使用したマドの幅が示さ

れます
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･ カットオフ周波数と推移幅(部分的な制限は被る)が設定できま

す。入力アンプダイアログボックスのローパスポップアップメニ

ューでは一定のカットオフ周波数の選択だけで、フィルターの透

過幅は指定できません。入力アンプの高域通過フィルター (AC カ

ップルチェックボックスを使って使用できる)はDC成分を除去す

る為に設計されたもので、カットオフ周波数は1段階です。

･ デジタルフィルターはオフラインで働きます。従って、最高のサ

ンプリング速度で記録した後でフィルター処理します。入力アン

プで使用できるフィルターはオンラインだけに働きますので、デ

ジタルフィルター処理では (/20 PowerLabsでは総て、SPとST 

PowerLabsでは幾つか)、 PowerLabの処理パワーをかなり使い

ますので、そのサンプリング速度に制限を受ける事になります。

一方、SPとSTのPowerLabでは低域通過フィルター (1, 2, 5, 10 　　

及び20 kHz ) の幾つかはアナログで、従って、デジタルフィルター

では無いので高周波数成分(サンプリング周波数の半分以上)は除去で

きます。

チャンネルファンクションポップアップメニューからデジタルフィル

ターのコマンドを選ぶと、デジタルフィルターチェックボックスが表

示します。多くのチャンネル演算と同様に、ソースチャンネルポップ

アップメニューからソースチャンネルを指定します。

フィルターのタイプ、カットオフと中心周波数

フィルタータイプポップアップメニューで6つのフィルターから1つを

選んで下さい。低域通過と高域通過はカットオフフィルターで、ノッ

図 6-38 
デジタルフィルターダイア

ログボックスに使用できる

フィルターのタイプが表示

します
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チや狭帯域通過 (バンドパス) では中心周波数を設定します。バンド

パスとバンドトップはハイカットオフやローカットオフ周波数を設定

することになります。

低域通過は指定するカットオフ周波数以下の周波数を通過させ、それ

以上を抑制させます。高域通過は指定するカットオフ周波数以上の周

波数を通過させ、それ以下を抑制させます。ノッチは指定する中心周

波数近傍を抑制し、それ以外は通過させます。狭帯域通過 (バンドパ

ス) は指定する中心周波数近傍を通過させ、それ以外は抑制します。

狭帯域通過は高低カットオフ間の周波数を通過させ、それ以外の周波

数は抑制します。バンドストップは高低カットオフ間の周波数を抑制

し、それ以外の周波数は通過させます。周波数の各タイプから得られ

る反応の実際を図 6-39 に示します。

カットオフ周波数と中心周波数の上限はサンプリング速度の半分以下

で、下限はサンプリング速度の0.00005です。例えば、サンプリング

速度が 1000 /s では、最大のカットオフ周波数は500 Hzで、最小は

0.05です。デジタルフィルターダイアログボックスを残すと、ソフト

ウェアで既存のブロックと、新規データのサンプリング速度に対する

(a)

(b)

(f)

(e)

(g)

(c)

(d)

図 6-39 
周波数の分布：

(a) 1 kHzで記録した生ノ 　

イズシグナルと、同じノイ

ズシグナルをデジタルフィ

ルターを使って処理した周

波数分布

(b) 50 Hz lローパスフィル

ター　　　　　　　　　

(c)150 Hz ハイパスフィル

ター　　　　　　　　　　

(d) 100 Hz ノッチフィルタ　

ー(e) 100 Hz 狭帯バンドパ　

スフィルター　　　　　　

(f)バンドパスフィルターで 

50 Hz/150 Hz 低/高カット　

オフ　　　　　　　　　　

(g) バンドストップフィル

ターで50 Hz/150 Hz 低　　/

高カットオフ　　　　　　

周波数分布はスペクトラム

のマドを使って発生しま

す。
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カットオフ周波数をチェックします。限度を超えたカットオフ周波数

(又は中心周波数)を入力すると 図 6-40の様なメッセージが出て警告

します。 

<はい>をクリックすると、該当するデータのサンプリング速度に応

じて、 設定したカットオフ周波数はその限度内に変更されます。<い

いえ>をクリックすると、デジタルフィルターダイアログボックスに

戻りますので、カットオフ周波数を限度内の設定にし直します。ジタ

ルフィルターが既に適用されておればサンプリング速度が変更され、

カットオフ周波数は限度には左右されません。従って警告メッセージ

も出ませんし、調整もされません。 さらに、カットオフと中心周波

数は. 0.1 mHz と100 kHzの絶対限度(サンプリング速度に依ります)

に置かれます。この範囲外の数を入力すると、警告を受け演算が適用

される前に変更を強いられます。

推移の幅

フィルターの推移幅には3つのオプション (又はフィルターの精度、

df)があり、演算を実行するのに要する時間(dfが小さければ、その分

演算に時間は係ります)と、特定な目的に対する適合性とがその実際

的なパラメータとなります。

<自動調整> はdfをカットオフ周波数の20%まで にセットされ、演算

が優先的に強化されます。この場合 dfを増やしても、フィルターの

長さ(下記参照) は500サンプル以上にはならず演算時間は減らしませ

ん。

<カットオフ周波数の20%にセット> はdfをカットオフ周波数の20% 

に固定し、演算時間の優先は外れます。

<ユーザで規定> は転移幅の設定欄に、限度内でdfの数値を設定 しま

す。限度については Appendix Cを参照して下さい。

図 6-40 
カットオフ周波数限度のメ

ッセージボックス
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初期のオンラインディレイ

<初期のオンラインディレイ> の表示はオンライン演算の場合にだけ

関与します。サンプリングを開始 (現行のサンプリング速度に基づき)

から、フィルター処理され出力が発生する迄に要する時間です。ディ

レイ値はフィルターの移転幅dfの数に依り、dfを変更すれば更新され

ます。

フィルターの長さと末端効果

フィルターの長さは、各入力サンプルを使ってフィルター処理した出

力サンプルに用いたウィンドウのサンプル数です。微分の様にサンプ

ルポイントのウィンドウに由来する演算を伴うので、各データブロッ

クの始点と終点で末端効果が生じ、何れの場合もマドの幅の半分の帯

域にわたります。これらの末端効果領域でのデジタルフィルターの演

算の詳細は、 Appendix C に載せてあります。.

積分

積分演算はオンラインでもオフラインでも時間積分は機能します。演

算入力機能の積分よりも実用的で、オプションでイベント(どのChart

チャンネル からのシグナル閾値公差でも)によってゼロにリセットで

きます。

チャンネルファンクションポップアップメニューから<積分...> コマ

ンドを選ぶと、そのチャンネルの積分ダイアログボックスが表示しま

すので、そこで積分タイプ、リセットタイプ、積分リミット、積分を

表示するスケールを設定します。

積分タイプ

積分タイプには4種類あり、積分ポップアップメニューから選択でき

ます。演算入力の積分と似ていますが、演算結果が若干違います。そ

れはChartで設定するサンプリング速度に係わらず、演算入力機能で

は常に正確に2000 Hz 以上のサンプリング速度に基づいてるからで

す。

∫(Integral) は∑y t,を計算、 t はサンプル間のインターバル。　

∫Absolute Value は∑|y| t.を計算、 ∫Positive Only は∑y+ t, 
を計算、 y+ = y if y > 0 でそれ以外は0。∫Negative Only はc∑y– t,
を計算、y– = y if y < 0 でそれ以外は0。
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リセットタイプ

データブロックの始点ではどの積分もゼロにセットされます。殆どの

積分データは連続的に増加(または減少)の性質を示します。従って、

範囲内はシグナルの積分を続けさせ、何らかのリセットが必要です。

リセットタイプには以下ものがあります：

･ <リセットなし> シグナルはリセットされません。

･ <時間でリセット> テキストボックスで入力するインターバルで

定期的にゼロにリセットする。

･ <サイクルごとにリセット> ソースシグナルがゼロから正の値に

なる度に積分はリセットされます。このオプションは呼吸の流速

シグナルを積分し各サイクルの呼吸量を求めるのに有用です。 

･ <時定数減衰> この積分では明確なリセットはしませんが、テキ

ストボックスで設定する時間にゼロまで減衰します。積分へは加

算せずに、各時定数でその数値の約37% (1/e) 減衰します。これ

は漏れアナログ積分器に似ています。このオプションは絶対値積

分と併用して、EMG、EEGやその同類のシグナルに有効です。

･ <イベントでリセット> サイクルごとにリセットを一般化したも

のです。イベントでリセットは、どのチャンネルにもどのスレッ

シュホールドレベルにも、増加又は減少するシグナルに対して適

ここをチェック
し、積分演算の
範囲を時間を決
めて設定する

図 6-41 
積分ダイアログボックス
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用できます。また、時間を指定してイベント発生後の検出を一時

停止するスキップ時間を設けることができます。このスキップ時

間はあるピークを持つ複数の反復波形に依って起こる尚早なリセ

ットが防げます。このオプションを使うには、積分ダイアログボ

ックスの<イベントオプション>をクリックして、イベントオプシ

ョンダイアログボックス ( 図 6-42 ) を呼び出して下さい。

イベントチャンネルには幾つかの単位を使って記録されたデータが含

まれていても構いません。これらの単位の幾つかは閾値:ポップアッ

プメニューから選択します。Chartはソースデータブロックを積分し

て表示しますので、イベントチャンネルのそれに該当するデータブロ

ックに使う単位は閾値:ポップアップメニューから選びます。イベン

トチャンネルのデータブロックに閾値:単位ポップアップメニューで

選んだ以外の単位を選ぶと、それに該当するソースデータの積分(そ

のブロックは空白となり)は表示されません。 

積分の限度

積分の限度チェックボックスを選ぶと、総ての積分は指示された限度

内の定積分として演算されます。最初の限度以前の時間帯では積分値

はゼロになり、二番目の限度時間以降の積分値は一定値に保たれま

す。このモードでは複数のブロックデータを記録する場合に便利と考

えられます。例えば、神経刺激に対する一連の電気反応を記録する実

験では、刺激時間以後に最初の限度を設定するのが望ましく、これで

刺激のアーチファクタトが積分演算に影響されるのが防げますので有

効です。

誤ってこのチェックボックスを選ぶと、デフォルで限度は0～0とな

り、積分値は総て0になります。

リセットイベントを適用するチャンネルを指定。
データチャンネルは積分のソースチャンネル

この時間はイベントリセットを無視する

リセットするイベン
トのレベルを決める

どの勾配で検出する
かのロジックを指定

スレッシュホール
ド単位を選択する

図 6-42 
イベントオプションダイア

ログボックス
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スケーリング

デフォルトで、<自動スケール設定> チェックボックスは選択されて

おり、そのチャンネルに最適なスケールに想定して (自動スケールが

働くデータが有れば) 積分を実行します。チャンネルデータや演算が

異常ならチェックボックスは選択されず、スケールは手動で登録する

ことになります。 

スケールの上限値と下限値をスケールの上限下限の所定欄に、直接数

を入力して設定できます (自動スケール設定を選んでいない場合)。こ

のオプションではChartビューで使うスケール設定ダイアログボック

スを使って行うのと同様に、直接振幅軸が調整できます。　　　　　

但し、Chartビューが有効な場合です。そのスケールは表示数の精度

(特に形状)に影響します。　 

Chartのチャンネル演算は単一の浮動小数点で算出するので、小数点

以下6桁の精度があります。小数点以下の桁数は 0～6でディスプレイ

だけに影響し、演算の内部精度には関係しません。.

シフト

シフトはChartチャンネルのデータを、時間内の前後にシフトさせる

はチャンネル演算です。 この機能は決まった時間帯で記録された

データに対して有効です。チャンネルファンクションポップアップメ

ニューからシフトコマンドを選ぶと、シフトダイアログボックス (図 

6-43 ) が表示します。 

多くのチャンネル演算と同様に、ソースチャンネル: ポップアップメ

ニューでソースチャンネルを指定します。

<OK> をクリックするとソースチャンネルのデータが表示し、<時間

シフト:> 入力欄に設定した秒数分だけ左右にシフトします。最大シ

フト時間は10 000 秒ですが、サンプリング速度の間隔の乗数分
だけシフトできます。シフト機能はシフト時間の端数を切って
サンプリング間隔の整数にしてから導入されます。例えば、サ

図 6-43 
シフトダイアログボックス
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ンプリング速度が200 /sなら、シフトは入力した数を調整し200分

に1秒(5 ms)の倍数分シフトします。

シフト時間が正数ならデータは右に移動します。この場合は各データ

ブロック終端部のデータ域は圏外に移動し表示されず、各ブロックの

始点部にそのブロックで最初に記録したデータの値がその分だけ補足

されて表示します( 図 6-44 参照 )。

シフト時間が負数ならデータは左にシフトします。この場合は各デー

タブロックの始点部のデータ域は圏外に移動し、各ブロックの終端部

のデータ域はそのブロックで最後に記録したデータ値がその分補足さ

れて表示します。

スムージング

スムージングはチャンネル演算機能で、波形の高周波成分、ノイズや

分散成分を除きます。スムージングはオンラインでもオフラインでも

作用します。チャンネルファンクションポップアップメニューから<

図 6-44 
チャンネル1のソースデー

タとシフトデータ2、シフ

トパラメータは0.5秒。ブロ

ックの先頭部は最初に記録

されたデータ値で補足され

ています。
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スムージング...> を選び、そのチャンネルのスムージングダイアログ

ボックス ( 図 6-45 ) を呼び出します。 

他のチャンネル演算と同様に、ソースチャンネルポップアップメニ

ューからソースチャンネルを指定して下さい。

二種類のスムージング方式が使用できます：三角マドを使った移動平

均方式とSavitzky-Golayスムージング 方式です。 

三角 (Bartlett) マドを使った移動平均スムージングでは、サンプルポ

イントに各端の変数ポイントを加え、Appendix Cに詳細に示す様な

スキームに基づいてその値を優先し平均処理して、そのポイントのス

ムージングの値とします。 

Savitzky-Golayスムージングは、各サンプルポイント周りのマドで

多項式を最適化して処理します。多項式の次数は、2(放物線)～6から

選択できます。Savitzky-Golay方式の作用の詳細は Appendix C の

後半に載せてあります。.

スムージングの両タイプとも、各スムージング値に影響するポイント

の範囲はマド(チャンバー)の幅で決定されます。上下の矢印を使って

数を増減するか、3～255のポイント数を該当欄に入力します。マド

の幅は常に奇数です。

それぞれのスムージング方式には固有の利点があります。三角 

(Bartlett) マドを使う移動平均スムージングは演算速度が速く、演算

に要する時間はマドの長さには無関係です (それに反し、Savitzky-

Golayスムージングでは、演算速度はマドの幅に比例します)。　　　

また、 Savitzky-Golay スムージングに比べて高周波数域の振幅も下

がります。

図 6-45 
スムージングダイアログボ

ックス
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一方、Savitzky-Golay スムージング (Chartで実行する上の) にはあ

る種の解析に有用な保護領域、ピークのポジションや幅に対する利点

を持ちます。また、数ポイントで規定されるデータのピークでは、

Savitzky-Golay方式では同じマド幅を持つ移動平均 (三角Bartlett) 

スムージングに比べてピークは鋭くなります。 

ウィンドウ (マド) の幅を選ぶ

ウィンドウ (マド) の幅を選ぶことに於いては、微分演算を使った処

理との交換条件に類似しています。シグナルの勾配による変動の時間

帯に比べて大きいマドの幅は、スムーズ値の演算に偏りを持たせ、幅

が狭ま過ぎるとノイズが効果的に除去されません。

実在の高周波数成分を有する心電図が 図 6-46 に示してあります。 

このECGはサンプリング速度400 /sで記録されたものです。ウィン

ドウ幅3と5で移動平均スムージング処理で多くのノイズが浄化されて

います。 ウィンドウ幅19ポイントでのスムージングではノイズの抑

制はより効果的ですが、短いシグナルのピーク (QRS波) は平坦とな

っています。ウィンドウの幅を増やした為に、これらのピークの振幅

が下がってしまいました。ウィンドウの幅は19ポイントのままで

も、 Savitzky-Golay 方式を使えばこの影響は少なくできます。 

    

図 6-46 
スムージング処理しないノ

イズが載ったECG(上)と、3-

,5-,及び19-ポイントの移動

平均スムージング処理波形
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C H A P T E R S E V E N

7 カスタマイズと自動化

Chartには、カスタマイズや自動化機能を幅広くサポートするツール

が含まれており、便利で使い易くなっています。各種のコントロール

項目、メニューやコマンドメニューをロックしたり、隠したり、変更

したりしてカスタマイズできます。マクロ命令を使って複雑なタスク

をスピードアップしたり、自動化したり、ファイル内のメニューに収

録して新たなメニューを作成することができます。記録のコントロー

ルや出力電圧などを指定してタイムスケジュールが規定できます。　

また、デジタル入出力を使って外部装置をコントロールしたり、外部

刺激に対する反応を自動的にコメントを挿入させて管理できます。

Chartエクステンションを利用すれば、オフラインでChartに様々な

機能が付け加えられます。

この章では、Chartのプリファレンス(設定)、カスタマイズオプショ

ン、記録の自動化、及びそのコントロール機能について詳しく説明し

ます。
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設定(プリファレンス)

表示設定や記録コントロールのオプションを使えば、Chartを簡単に

カスタマイズできます。また、コントロールやメニュー、コマンドメ

ニュー (及びキー操作) をロックしたり、隠したり変更ができます。

この機能は特に教材用として利用する場合に操作が簡単になるので便

利です。 

編集メニューの設定サブメニューには幾つかのコマンドメニューがあ

り、Chartのパフォーマンスやディスプレイ (ChartやPowerLab 　

の始動、外部トリガー、ツールバー、カーソル、メニュー、コント

ロール、Chartエクステンション及びデータバファリング)が管理でき

ます。ライセンスマネージャーのアクセスすると、現行の総てライセ

ンス (一般的にChartには1つのライセンスとChartモジュールをロー

ドするとそのライセンスが供与されています) の一覧が出ます。そこ

でライセンスの追加や削除ができます。

デフォルト設定

新規Chartドキュメントを作成すると (Chartを始動するときに、既存

の Chartドキュメントからスタートせずに <新規> コマンドメニュー

を選ぶと)、基本的な設定、サンプリング速度、チャンネルレンジ、

表示するチャンネル数、メニューの構成が付帯します。それらの設定

を変更したり元のセッティングに戻すには、編集メニューから <デフ

ォルト設定> を選びデフォルトセッティングドキュメント・ダイアロ

グボックスを開きます。 

<保存> ボタンをクリックして、新規Chartドキュメント用にカスタ

マイズしたデフォルト設定をアクティブドキュメントに使います。　

カスタマイズしたデフォルト設定は、Chartと同じフォルダー内の　 

'デフォルト' と呼ぶChartセッティングドキュメントに収録されま

図 7-1 
デフォルトセッティングダ

イアログボックス
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す。<戻す> ボタンをクリックし、チャンネルのレンジを総て10Vに

するなどChartを元のデフォルト設定 (PowerLabに依ってセッティ

ングは異なりますが) に戻します。

ライセンスマネージャー

ChartライセンスマネージャーでChart、及びChartモジュールのライ

センスコードの閲覧、変更、削除を行います。編集 >設定 >ライセン

スマネージャーを選んでライセンスマネージャーダイアログボックス

( 図 7-2 ) を開きます。

既存のライセンスコードとそれに関する記述がダイアログボックスの

下段に表示します。ライセンスコードの下4桁は 'xxxx' と出ます。ソ

フトウェアの購入時にこの下4桁を含むフルライセンスコードが一緒

に提供されます。ライセンスコードを追加するには、ライセンス番号

欄に追加したいコードを入力して <追加> をクリックします。新たな

コードがそのダイアログボックスに表示します。

ライセンスコードを削除するには、それを選び <削除> をクリックし

ます。本当に削除するかの確認が出ます。もし、Chartライセンス

コードを削除するなら、次にChartを起動する時に無効なライセンス

コードを入力する必要があります。これを実行しないとChartは起動

しません。 ライセンスマネージャーダイアログボックスに載ってい

る総てのライセンスコードを削除してしまうと、<名前:> と <組織

名:> テキスト欄に再度入力し、登録し直すことになります。 

図 7-2 
ライセンスマネージャダイ

アログボックス.
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メニュー

7つのChartメニュー (ファイル、編集、セットアップ、コマンド、ウ

ィンドウ、マクロ、ヘルプ) とそのコマンドを、デフォルト設定から

修正するにはメニューダイアログボックスを使い、<メニュー...> サ

ブコマンドメニューに出して設定します。また、Chartのセットアッ

プを簡素化したり機能を限定して使う場合には、メニューやコマンド

メニューの一部をロックしたり表示させないようにすることも可能で

す。これは学生実習には大変便利な機能です。生徒にChartのある機

能だけを学習させ、データファイルの編集や削除、変更などは必要と

しない場合に利用できます。 

このダイアログボックスには二つのスクロールリストがあり、修正で

きるメニューやコマンドメニューを示します。左側のスクロールリス

トは、<メニュー> にマクロやエクステンションで追加できるものを

含め利用できるメニューが表示します。右側のスクロールリストに

は、<メニュー項目> にメニューリストで選択したメニューのメニ

ューコマンドと項目が表示します。リストの中のメニューを選んでク

リックすると、<メニュー項目>リストにそれが含まれる事が判りま

す。

デフォルトでメニュータイトルとメニューの全項目にはチェックマー

クが付き、全コマンドメニューのパッドロック (錠) が開放で全てが

表示します。チェックマークをクリックするとバツ印に変わり、その

項目は表示しません。サブメニューは修正できませんのでダイム表示

になりますが、隠すことは可能です。コマンドメニューをロックする

か隠すと、それに対応するツールバーのボタンも効かなくなります。

図 7-3 
メニューダイアログボック

ス
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メニュー項目の横のチェックボックスを非選択にすると、そのメニ

ュー項目は隠れて表示しません。Chartビューに戻すとメニューバー

の中にはそれは表示しませんし、それに対応するコマンドキー操作も

効きません。コマンドメニューや分画線の横のチェックボックスを非

選択にすると、そのコマンドメニューは隠れ、メニューには表示しま

せんし、それに対応するコマンドキー操作も効きません。チェックボ

ックスを再度選択すると元に戻り表示します。

 開いたパッドロック (unlockedのUが錠に付きます) をクリックする

と、閉じ (lockedのLが付きます)、横のコマンドメニューはロックし

ます。このコマンドはメニューには表示しますが無効表示となり選択

できませんし、コマンドキー操作も効きません。閉じたパッドロック

をクリックすると、開きそのコマンドメニュー有効となります。表示

を消した (隠した) コマンドメニューの横のパッドロックは無効表示

となります。

ショートカットキー

コマンドメニューに対応するショートカットキーの設定や変更ができ

ます。ショートカットキーを設定するコマンドメニューをクリック

し、次にダイアログボックスの<キー:> 欄をクリックします。そのコ

マンドメニューが既にキーを登録している場合は文字入力欄にはその

文字キーが表示します。そこでキー登録を変更するか登録を削除でき

ます。削除するとそのショートカットキーは無効となります。キーを

登録するには、入力欄に単一文字か番号を入力(文字は自動的に大文

字となり、不適切な文字は無視されます)します。例えば、F1、

Shift-F2、Ctrl-T、Ctrl-Shift-T、Ctrl-F8など。<設定> ボタン 　

をクリックするとそのコマンドキーが登録されます。

既に使用されている文字を入力すると、アラートボックスで知らせま

す。ショートカットを再登録するには、まずコマンドメニューからそ

のショートカットを取り除く必要があります。ショートカットキーの

一覧が Apendix A に載っています。

ツールバーボタン

ツールバーボタンを持つコマンドメニューをメニューダイアログボッ

クス内で選択すると、<ツールバーに表示> チェックボックスが選択

され有効になります。このチェックボックスを非選択にして、ダイア

ログボックスを閉じると、そのコマンドのツールバーボタンは隠れま

す。そのツールバーボタンを再度表示するには、メニューダイアログ
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ボックスの該当メニュー項目を選択します。上記のチェックボックス

が再度アクティブになります。

コントロール

編集メニューから設定サブコマンドメニューを選ぶと、<コントロー

ル...> ダイアログボックス ( 図 7-4 )が出ます。全ファイルを印刷 　

<ファイル全体の印刷を許可>　このチェックボックスをオフにする

と、ファイルメニューの <総て印刷...> コマンドは効きません。この

ダイアログボックスは学生実習に便利です。

カーソル

編集メニューの設定サブコマンドメニューから <カーソル...> を選ら

ぶと、波形カーソルダイアログボックスが表示します ( 図7-5 )。

カーソル形状ボタンの１つを選択して、波形をトラッキングする際に

判別し易い形をデフォルトとして指定します。<OK> ボタンをクリッ

クするとそれが適用されます。

外部トリガー

20シリーズのPowerLabを使って編集の設定サブメニューから　<外

部トリガーオプション...> を選び、 外部トリガーオプションダイアロ

グボックス (トリガーダイアログボックスからでも呼び出せます) を

呼び出します。外部トリガー入力を標準の電圧レベルに応答させる　

<ノーマル> か、接点リレ <コンタクトクロージャ> かがラジオボタ

ンで選択できます。SP及びSTシリーズでは外部トリガーレベルが必

要なので、<コンタクトクロージャ> ボタンはダイム表示で無効にな

図 7-5 
波形カーソルダイアログボ

ックス

図 7-4 
コントロールダイアログボ

ックス



Chapter 7 — カスタマイズと自動化 181

ります。トリガーがアクティブな時は <現在の状況:> アイコンが赤色

を示し、アクティブで無ければ'Ex' が表示します。

スペシャルアクセス

設定メニューを変更し表示させないコマンドメニューを選ぶことがで

きますが、これを元に戻すことも必要です。しかしファイルを保護す

る上で通常の方法は使いません。必要な場合は緊急アクセスとしてス

ペシャルアクセスダイアログボックスを使います。　　　　　　　

Ctrl-\かCtrl-Shift-1で、スペシャルアクセスのダイアログボックスを

呼び出し変更します。.

隠れているコマンドメニューを再度表示させたい場合は、<メニュー

エディタ...> ボタンをクリックしてメニューダイアログボックスを呼

び出し、隠されているコマンドメニューのロックを外して表示させま

す。ロックしたり隠して取り除いたものを元に戻したい時は、このダ

イアログボックスにアクセスして下さい。 

<デフォルト設定...> ボタンをクリックしたデフォルト設定ダイアロ

グボックスを呼び出して下さい。そのファイルに現行のセッティング

(メニューレイアウトなども含む) を保存し、Chartの始動時に使うデ

フォルト設定にできます。これは毎日のように同じ設定で作業する場

合に便利です。またChartを終了したり再起動する度に、必要としな

い設定でChartファイルが開かれるのを防ぐにも有効な方法です。 

Chartファイルを保存する為のオプション表示を変更するには、<名

前を付けて保存...> ボタンをクリックして別名で保存のディレクト

図 7-7 
スペシャルアクセスダイア

ログボックス

図 7-6 
外部トリガーオプションの

ダイアログボックス
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リーダイアログボックスを呼び出します。ファイルが保存できない場

所に、隠したりロックしてあるメニュー項目をそのままセッティング

ファイルとして保存する場合に便利です。 

<データバッファリング...>をクリックすると、データバッファリン

グのダイアログボックスが表示します。ここで記録時にデータを収録

する場所の選択と、ディスクのバファリグ方法が設定できます。 こ

れはデータバッファリングコマンドメニューを故意に無効にした際

に、復帰させるのに使用します。  

マクロ
複数のコマンドを１つのグループとして扱うマクロを利用することに

よって、作業の様々な部分に設定を変更するなど反復するタスクをス

ピードアップしたり、記録や解析の自動化を行うことが可能になりま

す。マクロは操作の結果を１段階づつ記録して、再生時にそれを忠実

に再現します。 Chartでの作業において規則的に 同じ操作を繰り返

し行う場合、それが単純なものでも複雑なものでも、マクロを使用す

るとその反復操作が大幅に簡略化できます。Chartの操作の大部分を

マクロで記録できます。ダイアログボックスやウインドウのコント

ロール、ディスプレイフォーマットの変更、波形データのデータパッ

ドへのコピー、新規ファイルとしてデータを保存、ズームビュー表示

の印刷などが実行できます。記録した操作と実際の操作には若干相違

がありますが、大抵はダイアログボックスのオプションを利用すれば

実行できます。 

マクロの作動原理を理解することは重要です。マクロはキーストロー

クやマウスクリックなどの操作の代わりに、そうした操作によって得

られるステップを記録し、それらの操作を可能な限り簡略化して忠実

に実行します。マクロの作成中はコントロールセッティングを何度変

更しても、マクロでは最終的なセッティングが採用されます。マクロ

は編集できませんので、Chartのバージョンが違うと互換性はありま

せん。

作成したマクロのステップや目的を、しっかりノートなどに記録して

おく事をお勧めします。しばらく使用していないと、どのマクロが何

をするかということを忘れてしまう恐れがありますので、実際に記録

する前にマクロのステップを書き留めておくと複雑なマクロを作成す

る際に便利です。こうした事前のメモがあると、抜かしたステップが

あったり、不適切な箇所でシーケンスを終了したために不良な結果で

終わったしまった原因などを知るのにも役に立ちます。 
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マクロを記録する

マクロを記録するには、マクロメニューから<記録開始>を選択する

か、または <Command-R> を入力します (コマンドメニューは <記

録終了...> に変わります)。マクロが作成されている間は、Chartはそ

の操作を実行するのではなく、ファイルを開いたり、チャンネルレン

ジを変更したり、チャンネルをオフしたりするなどマクロで作成する

操作に従ってそれを記録していきます。 

この操作の間はステータスバーに‘マクロ記録中’が表示しますので、

記録されているアクションが確認できます。記録すべくアクションを

総て行ったら、マクロメニューから <マクロ終了...>か 

<Command-R> を再入力して終了すると新規マクロダイアログボッ

クスが表示します ( 図7-12 ) 。 

メニュー: ポップアップメニューのリストから、作成したマクロをメ

ニューに表示させるメニューを選択します。デフォルト設定では、作

成したマクロはマクロメニューに新規コマンドメニューとして追加さ

れます。<メニュー:> テキスト入力ボックスでそのタイトル (10文字

以内) を入力すると、新しいメニューが作成できます。このメニュー

はメニューバーの中のCharメニューの右、ヘルプメニューの左側に

追加されます。マクロの名前は (20文字以内) <メニュー項目:> 欄に

入力します。各マクロ名はユニークな(専用の)名称を使います。同類

のメニューをまとめてメニューを区分けするには、簡単なマクロを作

っておきマクロ名の頭に二つのハイフン (--) を付けて命名すると便利

です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キーボードショートカットも同様に、マクロに割り当てることができ

ます。キーボードショートカットとしては、ファンクションキーかコ

ントロールキーに一文字かファンクションキーを付けたものにしま

す。例えば、F1、Shift-F2、Ctrl-T、Ctrl-Shift-T、Ctrl-F8 　　　

などの様なショートカットキーが登録できます。小文字の1文字か番

マクロ名を入力する

既存のメニューを選びマクロに追加する

コマンドキーを登録する

マクロを組み込むメニューを選ぶ

図 7-8 
新規マクロダイアログボッ

クス
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号を入力欄にタイプします(文字は自動的に大文字になり、不適切な

文字は無視されます)。<OK> をクリックすると適用されます。

既に登録されたいるキーを入力するとアラートボックスが出て警告し

ます。それを無視して登録すると前の設定は無効となり、そのキー

ボードショートカットが登録され、それに対応するコマンドメニュー

の横にそのショートカットキーが表示します。

<ステップ:> と <サイズ:> の表示から記録したステップ数 (複雑なマ

クロの半ばまでのステップを思い出すのに便利です)と、使用メモ

リー容量が判ります。メモリー容量は操作の複雑さに依ります。<破

棄>ボタンをクリックすると、今記録したマクロが破棄されます。マ

クロにもっとステップを記録する場合は<キャンセル>ボタンをクリ

ックします。<OK> ボタンをクリックすると、指定するメニューの最

後にマクロが加わります。<OK> ボタンはマクロにネームが付きメニ

ューを指定しないと有効表示とはなりません。 

ファイルをセーブするまではマクロはメモリーに入っているだけで、

永久に収録されてはいません。別のファイルを開き、そのファイルを

保存すると、メモリー内のマクロは (及び、現行で使用できるマクロ)

そのファイルに組み込まれますので、マクロを作成する毎にファイル

を保存した方が賢明です。マクロはドキュメントの一種です。 

マクロを作動する

作成したマクロに名称とロケーションを登録すると、マクロはコマン

ドメニューと同じ役割をします。マクロを使用するにはメニューから

選択するか、対応するコマンドキーを入力します。マクロが作動して

いる間は該当するメニューのタイトルが強調表示し、Chartの他の機

能は働きませんし、別のアプリケーションへの切り替えやChartのバ

ックグランド表示も不可となります。マクロを停止するにはそのダイ

アログボックスの <停止> ボタン (又はEscキー) を押します。マクロ

はその時のステップで停止します。 

図 7-9 
マクロ作動ダイアログボッ

クス
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マクロを削除する

現存するマクロを削除するにはマクロメニューの <マクロを削除...>

コマンドメニューを選択します。マクロを削除のダイアログボックス

が出ます。 

スクロールリストには使用できる全マクロが入っており、メニューの

名称、コロンに続きマクロ名が表示されるので、削除したいマクロを

クリックして選択します。隣接するマクロを複数削除するには、シフ

ト－クリックかシフト－ドラッグ、又は個々に選んで <削除> ボタン

をクリックします。いったん <削除> ボタンをクリックしてしまうと

ダイアログボックスは閉じてマクロは喪失します。ショートカット

で、マクロをダブルクリックしてからクローズするとワンステップで

同様の操作ができます。<OK> ボタンでダイアログボックスは閉じて

マクロは削除されます。<キャンセル>でマクロの削除は解除されま

す。 

前に説明したようにマクロはファイルの一部で、ファイルを保存する

とメモリーからマクロが消えます。ツールバーにボタンが登録されて

れば、そのボタンの表示は消えます。そのマクロが現行ファイルの一

部ならば、ファイルをセーブした時点でマクロはファイルから完全に

消去します (ファイルを開いたままではマクロは消去しません)。　　

また、別のファイルにコピーしたマクロは削除されません。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
マクロ作成時のオプション

必要に応じて、マクロが作動している時でもファイルやダイアログボ

ックスの修正ができます。 

図 7-10 
マクロを削除のダイアログ

ボックス
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ダイアログボックスの設定を変更する

マクロを使ってダイアログボックスのセッティングを特定な値に変更

したり、ダイアログボックスを開いてセッティングを変更することも

できます。

ダイアログボックスの設定を変更するマクロが必要な場合は、マクロ

の作成時に開きたいダイアログボックスを指定します。次に、設定を

変更してダイアログボックスの <OK> ボタンをクリックします (<キ

ャンセル> をクリックすると、そのダイアログボックスでの変更は無

効となります)。マクロを使っている時はダイアログボックスを表示

させなくても設定は変更できます。ダイアログボックスのコントロー

ル値を変更する時は、相対値ではなく絶対値を入力します。例えば、

スクロールバーを移動して2Vから3Vに電圧を50%増加する場合は、

変更する電圧値を3Vにします。変化させる値 (この場合1V) やパーセ

ント値 (+50%) では入力しないように注意して下さい。

マクロでユーザにダイアログボックスの設定の変更をさせたい場合

は、マクロの作成する時にShiftキーを押しながらダイアログボック

スで設定し直すコマンドを選び、<OK> ボタンをクリックします。こ

こでは設定の変更はしないで下さい。マクロを再生すると、ダイアロ

グボックスが表示しますのでそこでユーザ側で設定の変更ができま

す。この場面でそのダイアログボックスの <OK> か <キャンセル>ボ

タンをクリックすると、ユーザが設定し直した設定か元の設定でマク

ロは継続し作業が進行します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
サンプリングを開始する

マクロはサンプリングの開始や停止としても利用できます。マクロの

作成時に、<スタート> ボタンをクリックし、マクロのサンプリング

ダイアログボックスを呼び出します。一般的に、ダイアログボックス

の上部のデフォルト設定はそのままにする場合が多い (即ちサンプリ

ング中にマクロを停止する) のですが、ある場合にはサンプリングを

継続する操作(例えばセッティングの調整)を実行する必要がありま

す。<サンプリング中待機> オプションを使えば、ある操作の後にサ

ンプリングを一時待機中にできます。 ダイアログボックスの下段

は、サンプリングを停止するときに指定する為のものです。これは作

業のある部分に上積みしてトリガーダイアログボックスで継続時間を

設定する際には便利です。 
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コメントの前設定

サンプリング中に前もって設定したコメントをマクロを使って発生で

きますので、長いコメントも1度のキーストローク (キーボードシ

ョートカットの様にファンクションキーを使って) で入力できること

になります。これにはコメントの追加 ( Add Comment ) のダイアロ

グボックスを開くマクロを記録します。希望する内容の設定を確保し

ます (例えば、データの終わりに挿入<データの末尾に挿入> ボタンな

どを確保 )。そのマクロを保存しショートカットキーを登録します。

これで記録中にコメントバーやコメントの追加のダイアログボックス

にコメントを入力する換わりに、ショートカットキーを使うだけでマ

クロを作動させて設定しておいたコメントが添付できます。これは

ルーチンな作業を行う際や記録したデータに注釈を付ける場合に便利

な機能です。 

マクロで別のマクロを呼び出す

作成されたマクロを、別のマクロを使って記録の一部に活用できます

(そのマクロがメモリーにロードされておれば)。これを利用して複雑

な操作を簡略化できます。マクロでは10階層まで収納可能です。反復

が能力以上だと、マクロの起動時にアラートボックスが出てマクロは

停止します。 

マクロコマンド

マクロの構成を管理するには、<マクロコマンド> サブメニューで行

ないます。 そのコマンドメニューはマクロの作成時だけ使用できま

す。コマンドメニューとしてはダイアログボックスのフォーム、サウ

ンド、反復回数の設定、単位変換などがあります。 

図 7-11 
マクロサンプリングのダイ

アログボックス.



188 Chart User’s Guide

待機...

<待機...> マクロコマンドを指定し、待機のダイアログボックスを呼

び出します。ポップアップメニューから<待機時間指定>、<待機時刻

指定>、<待機間隔指定> を選択して、マクロを継続するまでの待機時

間 (例えば、55秒まで)、待機時刻 (例、11:20 a.m.)、次の時間間隔単

位 (例、at the next hour) を指定します。 

マクロが作動している間には作動マクロのダイアログボックスが表示

し、マクロステップの変化やプログレスバーでは待機の進行過程が視

覚化され、待機中の時間経過も表示します。

待機マクロの機能はある間隔で作業のステップを実行したい場合や、

特定の間隔で連続的に何度もサンプリングを記録する場合に便利で

す。

<サウンドを再生...>

<サウンドを再生...> マクロコマンドを選択すると、サウンドを再生

のダイアログボックスが出ます。使用しているコンピュータで利用で

きるサウンドファイルを使って、マクロで音声アラームが設定できま

す (サウンドファイルだけを開く標準のオプションディレクトリーダ

イアログボクスを使います)。 

図 7-13 
マクロで待機中の作動マク

ロのダイアログボックス

図 7-12 
待機マクロダイアログボク

ス：三つのオプションを指

定した例です
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スクロールリストから指定するサウンドの名前をクリックします。指

定したサウンドを実際にマクロで発声させるには、<開く> ボタンを

クリックします (このダイアログボックスが閉じているなら)。複数の

サウンドオプションを指定するには、Shift-クリックかShift-ドラッ

グしてリストから複数のサウンドを指定するか、Ctrl -クリックして

個々に複数サウンドを選択、又は非選択します。 

サウンドを作成する時間を短縮したければ、サウンドの組み合わせマ

クロのライブラリーを作っておき、そこからマクロに必要な複数のサ

ウンドを取り出します。これを利用すれば例えば、コンピュータが

データの記録を開始する時に三つのビープ音を出させたり、トリガー

ポイントになるとベルやホイッスル音を発生させたりして利用しま

す。 また、サウンドコントロールパネルを使って短い言語の合図を

記録し(コンピュータにマイクロフォン入力があれば)、マクロにそれ

を利用することも可能です。

存在して無いサウンドをマクロステップに含めても、サウンドは発声

しません (そのサウンドがコンピュータ上の別の設定で作成されたり

して、オリジナルの場所と異なっている場合などが考えられます)。 

<メッセージ...>

<メッセージ...> マクロコマンドを選択すると、マクロメッセージの

ダイアログボックスが出ます。これは必要に応じてマクロ実行時にア

ラートボックスを出してユーザに注意を喚起する為のものです。

必要なメッセージをエントリーボックスに入力します。このダイアロ

グボックスには<OK> ボタンと、<キャンセルボタンを表示> のチェ

ックをマークすると <キャンセル> ボタン (マクロを閉じる) が付きま

す。 マクロを再生すると、アラートボックスを表示しコンピュータ

がビープ音を出します。

図 7-14 
マクロプレーサウンドダイ

アログボックス



190 Chart User’s Guide

3種類のアイコンがあり、緊急なメッセージ用を示すのに使用しま

す：左から、重大な警告メッセージ、情報メッセージ、危険を表すメ

ッセージ。アイコンを選んで、メッセージを入力したら <OK> ボタ

ンをクリックして導入します。

<ブロック内繰り返し>

このマクロコマンドは１データブロック内の選択範囲やアクティブポ

イントに、何らかの作業を繰り返し実行させる為のマクロです。繰り

返し実行したい操作の後に、<繰り返しを終了> コマンドを忘れずに

選んで下さい。例えば、最初から１データブロック分の全ピークを検

出してデータパッドにその振幅を記録したい場合、以下の様に<検

索...>を使います：

1. マクロメニューから <記録開始> を選びます。

2. コマンドメニューから <検索...> を選び検索と選択ダイアログボ

ックを設定します：<移動>、<このブロックの先頭>、<アクティ

ブポイントセット> 
3. マクロコマンドサブメニューから <ブロック内繰り返し> を選び

ます。

4. もう一度<検索...>を選び、検索用に検索と選択ダイアログボック

スを設定します：<データ検索>、<次>、<極大値>、<アクティブ

ポイントセット>

5. コマンドメニューから<データパッドに追加>を選びます。

6. マクロコマンドサブメニューから <繰り返しを終了> を選びま

す。

7. マクロメニューから <記録終了> を選びます。

8. マクロに名前を付け、必要ならショートカットキーを登録する。

図 7-15 
Macro Messageダイア　　　

ログボックス
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<毎回選択を繰り返す...>

このマクロコマンドはChartファイルで一連のデータに一定の時間帯

を設け、その間に何かを繰り返し実行させるマクロです。<毎回選択

を繰り返す...> マクロコマンドを選びダイアログボックス ( 図 7-16 )

を呼び出して時間間隔を指定し、コマンドを現行のブロックに導入す

るのか、Chartビューの現行の選択範囲か、それともファイル全体に

導入するのかを選択します。 

これを利用して例えば、記録しながら10秒間隔でデータをデータパッ

ドに転送させるのに使います。記録時間が指定した時間間隔の倍数で

ない場合には、下の <部分選択の許可> チェックボックスを選ぶと最

後の部分はその分短かくなります。選ばなければ、半端な部分は無視

されコマンドは実行されませんので、この場合ファイルが45秒間で

10秒間隔に設定したとすると、最後のセレクションの残り5秒分は無

視されます。

例として図 7-17にはChartファイルで連続するデータから間隔 (0.1

秒) を指定するコマンドが示してあります。データの各選択範囲は、

次に移る前に選択処理されます。このマクロコマンドを実行すると、

Chartファイルをスクロールする毎に新たな選択範囲が強調表示しま

す。

このコマンド自体は収納できませんが、<各ブロックの選択を繰り返

す> コマンドの中には収納できます。例えば、10秒間隔でチャンネル

の平均をデータパッドにコピーし、各ブロックのデータを新しいファ

イルに書き込むのに利用できます。<繰り返しを開始> マクロコマン

ドを使って連続反復する操作の後には、必ず <繰り返しを終了> を選

んで反復を終了させます。

図 7-16 
毎回選択を繰り返すダイアログ

ボッックス.
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<各ブロックの選択を繰り返す>

このマクロコマンドはChartファイルの各ブロックデータに、何等か

のオペレーションを実行する為のものです。例えば、各ブロックのあ

るチャンネルの平均値を出し、データパッドにその情報をコピーする

場合などに使います。このマクロを実行すると、Chartファイルをス

クロールして各ブロックの選択範囲をハイライト表示します。時間が

かかる場合は <画面の更新> を <オフ> にします。<繰り返しを開始>

を使って連続反復する操作の後には、必ず <繰り返しを終了> を使っ

て反復を終了します。 

<繰り返しを開始>

<繰り返しを開始> マクロコマンドは、マクロでステップの反復に使

います。最高で100,000回まで反復でき、一定のインターバルで高速

サンプリングを長時間実行する場合などに便利です。マクロコマンド

サブメニューから <繰り返しを開始> を選ぶと、繰り返しを開始ダイ

アログボックスが出ます。繰り返し実行したいコマンド群の反復回数

を入力し、<OK> ボタンをクリックします。

<繰り返しを終了>

Repeatマクロを使った時は必ず <繰り返しを終了> を使ってリピート

マクロを終了させて下さい。<繰り返しを終了> が適切に使用さてい

選択範囲のペリ
オド(ここで0.1秒)

図 7-18 
MacroRepeatダイアログボッ

クス

図 7-17 
アクション上のRepeat Select 

Every...マクロコマンド.
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なくて　<記録終了...> にしても自動的に反復は終了してくれます

が、複雑なマクロでは連続反復が正しい部分で終了するとは保証され

ません。マクロの書き込みを確認してからマクロを記録し、誤りがな

いようにします。

<サンプリング中待機>

<サンプリング中待機> マクロはサンプリングを停止するまで、一時

マクロを待機させる場合に使います。サンプリングを開始した後なら

どのマクロステップにも使用できます例えば、記録を開始して刺激を

導入しその結果をしばらく記録してから、別の刺激サイクルを導入し

て記録を再開するか、マクロを停止するかをマクロメッセージを使っ

てユーザが選択したい場合です。このケースではサンプリングが停止

したらアラートボックスを表示させる必要があります。その間はマク

ロを待機させます。マクロ設定ダイアログボックス ( 図 7-11 )で、サ

ンプリング中は総べての別のマクロを待機させるのか、または継続し

て実行するかを選択します。

<サンプリングストップ>

<サンプリングストップ>マクロコマンドは、Chartのサンプリングを

停止させるマクロです。マクロのどの行程にもこのコマンドを組み込

めばサンプリングの停止ができます (マクロの作成中は <スタート>ボ

タンでは実際にChartのサンプリングを開始できませんので <ストッ

プ>ボタンは出ず利用でません )。ある環境では、記録とモニターと

の切替えを頻繁に繰り返えしたり、入力レンジなどの設定を何度も変

更したりすると、結果として各マクロ行程では非常に短いブロックし

か記録できません。この様な場合は、このマクロコマンドを使ってサ

ンプリングを停止すればこの種の問題は防げます。

Chartエクステンション

エクステンシヨンはChartプログラムに付帯したもので、データパッ

ド機能やオフライン機能、一般的なユーティリティ等をChartに追加

して、ユーザに使い易く提供するものです。エクステンションは別の

ファイルに入っており、プログラム始動する際にメモリー内にロード

します。例えば、Export MATLABはデータ解析アプリケーションソ

フトMATLABで読み込めるフォーマットでChartファイルがセーブで

きます。また、Spirometryエクステンションでは人体を対象とした

呼吸生理学で行う実験が行えます。標準のChartエクステンションは

Chartに含めて出荷されまが、それ以外の無料のエクステンションは
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ADInstrumentsのwebサイト (www.adinstruments.com、又は

www.adi-japan.com) からダウンロードできます。一部のものは別

売しています。ここではその幾くつかを紹介します。

Chartをインストールすると、Chratエクステンションフォルダーを

含む“Chart 5”フォルダーが作成されます (デフォルトでC:＼

Program s＼ADInstruments＼Chart5) 。Chratエクステンションフ

ォルダーはChratアプリケーションと同じフォルダーにする必要があ

り (エイリアスでは無く)、リネームしたりエクステンションをロード

してはいけません。エクステンションをインストールするには、

Chartを終了してそのファイルをエクステンションホルダー内に置く

か、それ自体のインストラーを起動します。モジュールは常時、固有

のインストラーを持ち、モジュールファイルはエクステンションフォ

ルダー内に配置されます。エクステンションフォルダー内のエクステ

ンションとモジュールはChartを始動するとロードします。

エクステンションマネージャーダイアログボックスにはフォルダー内

のChartエクステンションとモジュールの一覧とその機能の説明が出

ます。また、Chartを始動する際にロードするエクステンションが選

択できます。ヘルプメニューから<コンフィグレーション...> を選ぶ

と、コンフィグレーションインフォメーションダイアログボックスが

呼び出せます。エクステンションタブをクリックします。

Chartモジュール

Chartモジュールはエクステンションの様に、Chartに特定な機能性

を付帯するものです。演算ルーチンや解析オプションが伴った機能性

は、別のアプリケーションの様です。例えば、Metabolicモジュール

はChartで記録したデータやPowerLab/8Mを使って、人の呼吸代謝

に関する計量値を演算し解析します。ChartモジュールはADI販売代

理店から購入して下さい。

モジュールはCDからインストールします。また、説明書とオンライ

ンドキュメントが付いていますし、モジュールによってはデータ例と

セッティングファイルも付いていますどのモジュールが作動している

かは、ヘルプメニューからコンフィギュレーションコマンドを選んで

下さい。コンフィギュレーションインフォメーションダイアログボッ

クスが開きますんでで、エクステンションタブをクリックします。
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A P P E N D I X A

A メニューとコマンド

メニュー

ここで示すメニューはデフォルト設定のものですが、Chartのメニ

ューの大部分はカスタム化できますので、ご使用のChartのものと若

干内容が異なっているかもしれません。Chart自体には７種類のメニ

ューがあります。File、Edit、 Setup、Commands、Windows、 

Macro、Helpの７つです。マクロ機能を使ってメニューを追加する

こともできます。またWindowsの全アプリケーションに共通の

Controlメニューもあり、アイコンの左側にすべてのメニューがあ

り、 表示されているコマンドメニューのいくつかは変更、もしくは

ウインドウの作動状態に応じて使用不能にできます。後に省略記号

(...)を持つコマンドメニューはダイアログボックスを表示します。左

側にチェック印が付いている場合は現在選択されていることを示して

います。キーボードショートカットが登録されている場合にはコマン

ドメニューの右に表示されます。

図A-1 
コントロールニュー：すべ

ての ウィンドウログラムに

共通でマウスを使用しない

時のキーボードショートカ

ットを提供しています

拡大ウインドウから復帰
ウインドウを矢印キーで移動可能にする
ウインドウサイズを矢印キーで変更可能にする
現行ウインドウをタスクバーに最小化する
フルスクリーンにまで最大化する

現行ウインドウをクローズする
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図A-3 
編集メニュー

図A-4 
プリファレンスサブメニ

ュー

図A-2 
ファイルメニュー

エクスペリメンツギャラリーを開く

新規Chartファイル作成
既存ファイルを開く
現行ファイルに追加

現行ファイルを閉じる
現行ファイルの保存
現行ファイルを別名で保存
現行ファイルの選択をテキストで保存

印刷ページの設定
選択データの印刷
プリンタ用紙設定

サンプリングデータの収録場所を指定

Chartの終了

前操作の取消し

取消しを訂正

選択データのカット

選択データのコピー

選択データのペースト

Chart 文書の最後にペーストする

選択部を消去

全てのチャンネルデータを選択

選択チャンネルを消去

新規ドキュメントの設定
オプションのカスタム化

ライセンスマネージャーを開く
Chartメニューの変更
全ドキュメントの印刷を管理
波形カーソルの選択
外部トリガーの設定

ディスプレーセッティングの変更
チャンネル名称、色、レンジの変更

トリガー条件設定
全フロントエンドの入力をゼロに設定

スティムレータ設定
刺激アイソレータのコントロール(/ST,/4/20T)
スティムレータパネルの設定

図A-5 
設定メニュー
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図A-6 
コマンドメニュー

図A-8 
マクロメニュー

コメント挿入
マーカをアクティブ位置に移動
Date Padへ選択したデータを追加　　　

記録の開始時まで戻す
記録の終了時まで進める

全チャンネルを自動スケール
データを検索し選択
次のデータを検索し選択

マーカを選択範囲の最下点に設定
マーカを選択範囲の最上点に設定
マーカを選択範囲の左端点に設定
マーカを選択範囲の右端点に設定

図A-7 
メーカセットのサブメニ

ュー

マクロ記録の開始／停止
マクロコントロールの選択

マクロをマクロリストから消去

図A-9 
マクロコマンドサブメニ

ュー

一定時間マクロを停止する
使用可能な警報音を設定
メッセージダイアログボックスを表示

ブロック内の選択範囲のアクション反復
データを一定間隔で選択し抽出
各ブロックのデータを選択し抽出
反復を連続して開始
反復の連続設定を終了

サンプリング終了までマクロを待機
サンプリングを停止するマクロを作成
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図A-10 
Windowsメニュ: 最下のグ

ループは現在Chartで開いて

いるすべてのウインドウで

す。現行ウインドウにはチ

ェック印が付きます

図A-11 
ヘルプメニュー

Chartについての情報を提供
ハード／ソフトの詳細
Chartのオンラインヘルプを呼び出す

Chartのオンラインヘルプの言語を変更

Chartビューを開くか復帰

選択部のズームウインドウを開く

X-Yビューを開く

コメントウインドウの表示

Data Padの表示、設定、解析
ノートブックウィンドウを開く
スペクトラムビューを開く

時間チャンネル値のミニウインドウ表
示
新規Data Padミニウィンドウを表示

Chart ウインドウを縦列表示
Chartウインドウをタイル状に表示
縮小ウインドウを並べる
Chartウインドウを全て閉じる
(それぞれのウインドウをアクティブに
する)
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キーボードショートカット一覧表

表 A-1に示してあるキーボードショートカットのリストはデフォルト

設定のものです。Chartのメニューの大部分はカスタム化できるの

で、ご使用のChartのものと若干内容が異なっているかもしれませ

ん。表示してあるキーボードショートカットのいくつかは変更、もし

くはウインドウの作動状態に応じて使用不能にできます。

判りやすくする為に、関連のあるショートカットを区分けして掲載し

ました。

コマンドメニュー

機能 ショートカット

全ての文書選択 Ctrl + A

クリップボードへのコピー Ctrl + C

 Data Pad への追加 Ctrl + D

データの検索と選択 Ctrl + F

次のデータを検索し選択 F3

コメントの追加 Ctrl + K

コメントウインドウを開く Ctrl + L

新規Chartウインドウ Ctrl + N

既存Chartを開く Ctrl + O

印刷 Ctrl + P

マクロ記録の開始／停止 Ctrl + R 

保存 Ctrl + S

ペースト Ctrl + V 

Chart文書の最後のデータをペーストする Ctrl + Shift + V

選択部分のカット Ctrl + X

チャンネル設定ダイアログボックス Ctrl + Y

最後操作の取消 Ctrl + Z

やり直し Ctrl + Shift + Z

アクティブウィンドウを閉じる Ctrl + F4

選択範囲を削除 Delete

開いているウィンドウを順にアクティブに Ctrl + F6

Chatを終了する Alt + F4

表 A-1 
Cartコマンドメニューのシ

ョートカット



200 Chart User’s Guide

ナビゲーション

データの選択

ディスプレイ

機能 ショートカット

左右にスクロール 左右矢印キー

ファイルの始めか終わりに移動 Ctrl + 左右矢印キー

コメントに移動 コメントウィンドウ内のコメントをダ
ブルクリック

機能 ショートカット

1つのチャンネルにアクティブポ
イントを設定

そのチャンネル内をクリック

全チャンネルにアクティブポイン
トを設定

時間軸をクリック

1つのチャンネル内を選択 そのチャンネル内をドラッグ

1つのチャンネルの選択を拡張 そのチャンネルをShift + click in 

1つのチャンネルの全縦幅を選択 そのチャンネルをAlt + drag in 

付加チャンネルのエリアも選択 付加チャンネルをShift + drag 

付加チャンネルの全縦幅も選択 付加チャンネルをAlt + Shift +
click 

全チャンネルのエリアを選択 時間軸をドラッグ

全チャンネルに選択範囲を拡張 時間軸をShift + click

選択したチャンネルを除外 チャンネル内をShift + click

ブロックを選択 時間軸をDouble-click

機能 ショートカット

伸縮した縦軸を戻す 振幅軸をDouble-click 

スケール表示モードを切り替え 振幅軸を順次Double-click

縦軸上をドラッグ 振幅軸をShift + drag

縦軸を伸ばす 振幅軸をCtrl + drag

スプリットバーを隠す スプリットバーをDouble-click

同じエリアを各チャンネルで表示 チャンネルセパレータをDouble-
click

表 A-2 
Chartナビゲーションのシ

ョートカット.

表 A-3 
Chartのデータ選択のショー

トカット.

表 A-4 
Chartのディスプレイのシ

ョートカット
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その他

ウィンドウ

Windowsの標準キーボードショートカットも利用できます。マウス

を使わずにAltキーを押すとメニューがアクティブとなるので、左右

矢印キーでメニューを選択し、下矢印キーを押すとそれが表示しま

す。よりダイレクトな方法としては、Altキーを押しメニュータイト

ルにアンダーライン文字をタイプするとそれが表示します。

コマンドメニューもまたアンダーライン文字を持っています。その文

字をタイプし、アクティブメニーでそのコマンドを選択します。上下

矢印キーを使ってコマンドメニューを選択しハイライト表示にして、

<Enter> キーを押すとそれが選択できます。

機能 ショートカットt

サンプリングの開始/停止 Ctrl + Space Bar

マクロの作動を停止 Esc key

ダイアログボックスに緊急アクセス Ctrl + ¥ or Ctrl + 　
Shift + 1

Data Padにデータポイントの情報を追加 チャンネルをDouble-
click 

サンプリング中に特定のチャンネルにコメ
ントを挿入

チャンネル番号を入力しコ
メントバーに入力しEnter

サンプリング中に任意のチャンネルにコメ
ントを挿入

＊を入力しコメントバーに
入力しEnter

マーカを元に戻す マカーをダブルクリックか
マーカボックスをクリック

機能 ショートカット

リストの調整項目を選択/非選択 リストをShift + click

リストの調整項目別に選択/非選択 リストをCtrl + clickt

アクティブコントロール項目の移動 Tab

ダイアログボックスの設定を適用 Enter

ダイアログボックスの設定をキャンセル Esc key

表 A-5 
その他のChartショートカッ

ト

表 A-6 
便利なウィンドウのシ

ョートカット



202 Chart User’s Guide



Chart Userﾕs Guide 203

A P P E N D I X B

B トラブルシューティング

テクニカルサポート

Chartは問題なく動作するように出荷以前に厳密にテストされていま

すが、時には問題や予想外の事態が発生することがあるかもしれませ

ん。ここではPowerLabを使用した際に予想される問題の主なもの

と、その解決方法を提示します。何か問題が発生した場合は、まずそ

の問題に該当する説明がこの『アペンディクスB』にあるかどうかを

調べてください。これによりテクニカルサポートへ電話やファックス

をする手間が省けます。

Chartを使用する際に本ユーザーズガイドで説明されていない問題が

生じた場合や、PowerLabシステムに関して技術的なサポートが必要

な場合は販売代理店かADInstruments Japanまでご連絡ください。

また、webページには最新情報を常時提供しています。バージョン情

報、バク情報など大いに参考になりますので、是非定期的にご覧下さ

い。

システム構成の情報

一般的にご使用のハードウエアやソフトウエアの構成を知ることが問

題解決への近道となります。こうした情報を照合するのは面倒なもの

ですが、Chartがこの作業を代行してくれます。<ヘルプ>メニューか

ら<コンフィギュレーション...>コマンドを選択すると、コンフィギ

ュレーションダイアログボックスが表われます。このダイアログボッ

クスではChartの現行バージョンに関する情報、ご使用のコンピュー

タやPowerLabの詳細と接続方法、ハードウエアの構成、その他の情

報がタブ設定ダイアログボックスの形式で表示されています。タブを

クリックすると、その見出し下の情報が表示します。 
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問い合わせ

ADIでは常にユーザの方々からのご意見を大切にしております。あら

たまった形でのソフトウエアの問題点の報告や、故障したハードウエ

アの返却等の形式をとらなくても、Chartアプリケーションや本ユー

ザーズガイドに関してのご意見やアドバイス等がございましたら、本

社または担当のPowerLab代理店までどのようなことでもお気軽にご

連絡ください。こうした皆様からのご意見を参考にして、今後の製品

の改善、改良に反映させています。 

一般的な問題の解決策

Chartにはダイアログボックスや警告ボックスが広範囲に装備されて

いるので、通常トラブルが発生した時点でこれらのボックスが表わ

れ、そのトラブルに対する適切な対処法を提示します。しかしこうし

たダイアログボックスや警告ボックスが表示されなっかった時や、提

示された対処法を試しても解決できなかった時には、以下のノートを

お役立てください。 

起動時のエラー

スタートアップエラーのほとんどはハードウエアに問題があることか

ら発生します。これらに関しては 「PowerLabオーナーズガイド」で

詳しく説明しています。 

Figure B–1 
コンフィギュレーションのダイ

アログボックス
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Chartが不適切な設定やマクロで始動する。

[原因]　カスタム化した設定を持つデータファイルやセッティングフ

ァイルをオープンしてChartを始動したか、スタートアップ設定がカ

スタム化されている。

[対策]　アプリケーション自体から再度始動します。タスクバーのス

タートボタンからプログラムメニューを選びChartを指定します(又

は、ショートカットのChartプログラムアイコンをダブルクリック)。

デフォルト設定が変更されている場合。

[対策]　編集メニューから<デフォルト設定...>を選びデフォルト設定

ダイアログボックスの<Revert>ボタンをクリックします。次回Chart

を開くと出荷時のデフォルト設定に戻っています。

デフォルト設定はカスタマイズできます。セッティングやメニュー、

マクロを変更して自身のChartセッティングファイルを作りデフォル

トドキュメントにカスタマイズします。

インターフェイスに関する問題

データディスプレイエリアにグレー表示のものがある。

[原因]　オフになったチャンネルは記録時にはダイム表示になりま

す。ダイアログボックスやウィンドウを使って波形を表示させるため

には、大抵Chartビューでデータの選択範囲を設定する必要がありま

す。Zoomビューを表示させるには、前もってデータポイントではな

くChartウィンドウでの選択範囲が必要です。X-Yビューではプロッ

トするX軸とY軸のチャンネルをそれぞれ選択する必要があります。 

[対策]　選択範囲ンがない場合はChartビューでデータをセレクショ

ンします。X-Yプロットを作成するにはX-Yビューの左下と右上のチ

ャンネルボタンで、任意のチャンネル番号を選択してからクリックし

てください。

ウィンドウの時間軸が極端に長いか、負の値を表示する。

[原因] 　古い現行ファイルに新しいデータを記録しているか、ファイ

ルや選択範囲の追加で作成したファイルを作動している場合で、かつ

時間表示モード(Time Format)が<ファイルの始点から>を設定してい

る場合。 
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[対策]　Chartは表示はしませんが、全記録の日付や時間を記憶して

います。従ってあるファイルの最初のデータの前に記録されたセクシ

ョンがそのファイルに追加された場合、そのデータは記録の開始に相

対した負の値を表示します。時間軸の右に極端に大きな値がある場

合、それはその記録が作成された時間と最新の記録の間隔が大きく開

いていることを示しています。この数値が問題となる場合には、時間

表示モードを変更して、各ブロックごとに時間表示が開始されるよう

に(デフォルト設定の<各ブロックの始点>)設定し直します。

コマンドが機能しない、または不適切に作動する。

[原因]　Chartビューで選択範囲やアクティブポイントが設定されて

いないと、どんな環境でもコマンドは働きません。例えば、データパ

ッドのデータを加える場合や選択範囲を印刷するコマンドでは、選択

範囲やアクティブポイントが設定されていなければ動作しません。

[対策]　必要とされるChartビューで選択範囲やアクティブポイント

を必ず設定する。必要ない場合は所定の設定を行う。

[原因]　多分マクロ記録がオンになっているので、操作そのものが記

録されるためかもしれません。そうであるなら<記録を停止...>が

Macroメニューの最初のコマンドメニューになっていて、Chartビ

ューの下段のステータスバーには'マクロを記録中'と表示されていま

す。 

[対策]　マクロメニューから<記録を停止...>を選択して、マクロを外

します。

キーボードショートカットが機能しない、または不適切に作動する。

[原因]　コマンドメニューが除去されているか、他のコマンドメニ

ューまたはマクロに再登録されている。 

[対策]　メニューを調べて、テーブルA-1の一覧表と比較してくださ

い。下記の再設定の手順を参照してください。

メニュー、コントロール、セッティングが本書と違う。

[原因]　カスタム化した設定のデータファイルやセッティングファイ

ルをオープンしてChartを起動した。
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[対策]　Chartプログラムをもう一度最初から立ち上げる(タスクバー

のスタートボタンの<プログラム>メニューからChartを選ぶ。又は

Chartアイコンをダブルクリックする)。

[原因]　Chartのデフォルトドキュメントが変更してある。

[対策]　編集メニューの<デフォルト設定...>コマンドを選び、表示し

たデフォルトドキュメント設定ダイアログボックスの<Revert>ボタ

ンをクリックします。新規Chartドキュメントにデフォルトセティン

グが復帰します。 

メニューが変更されていたりロックされてセーブなどができない。

[原因]　<Ctrl+＼>を入力してダイアログボックスを呼び出し緊急ア

クセス機能を使って<メニュー>や、<別名で保存>ダイアログボック

スなどにアクセスする。

Windows 98を使っているが、サンプリング中はポップアプメニュー

が使えずメニューの動作も遅い。

[原因]　これはシステムに導入されている動画ウィンドウやメニ

ュー、機能リストに問題があります。

[対策]　動画システムを切って下さい。これにはスタートタスクバー

を押し<設定>メニューのコントロールパネルを選び、コントロール

パネルウィンドウの<画面>アイコンをダブルクリックします。画面

プロパティーダイアログボックスが表示します。そのパネルから<効

果>を選び動画ウィンドウ、メニュー、リストのチェックボックスを

切ります。

サンプリングを停止してからセッティング等を変更します。

記録中のトラブル

「記録速度が速すぎる」という警告が消えない。

[原因]　/20シリーズのpowerLabではChartの連続最大サンプリング

は100kｻﾝﾌﾟﾙ/秒です。SPシリーズのpowerLabはChartの連続最大

サンプリングは1チャンネルで200,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒(USB接続)で、使用

チャンネルが増えればサンプリング速度も低くなります。外部トリ

ガーでは200,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒では使えません。 



208 Chart User’s Guide

[対策]　PowerLabにはシステムに限界があり、これは変更できませ

ん。200KHzのサンプリング時は外部トリガーは切り、高速サンプリ

ングする時は使用するチャンネル数を減らします。 

速いコンピュータならそれだけ、チャンネル数を増やしても高速サン

プリングができます。USB接続は最高速記録には向きません。

[対策]　コンピュータ、PowerLab、接続が必要なサンプリング速度

に対応しているか確認して下さい。

[対策]　サンプリングのチャンネル数または演算入力機能の使用を減
らすか、サンプリング速度を遅くしてください。

[対策]　記録するデータを表示させるチャンネル以外のチャンネルは

Offにする。

バックグランド機能(別のアプリケーションなど)は、PowerLabの

データに費やすコンピュータの能力を落とします。

[対策]　Chart以外のサンプリングをスローダウンさせたり妨害する

プログラムは総て終了する。 

[対策]　保存するディスクスペースが一杯でないか、フラグメント化

(データを書き込む速度を落とします)してないかを確認する。データ

を収録するディスクの変更、データのディスクへの書き込み頻度の変

更で性能はアップできます。 

データの記録がまったく行われない。

[原因]　<記録/モニター>ボタン(Chartウィンドウの右下で、Startボ

タンの横)がモニターに設定されているかもしれません。この場合に

は、このボタン上にクロス印が表示され、Chartウィンドウの下方の

ステータスバーには'記録せず'と表示されます。

[対策]　<記録/モニター>ボタンをクリックしてクロス印を消去する

と、画面上に表われたデータは通常通り記録されます。

[原因]　Chartは実際にデータを記録していても、表示送りしない場

合もあります。これはChartがスクロールモードでなくレビューにな

っている場合に起こります。記録ステータスインジケータは'記録中'

と表示し、Chartウィンドウの右下の<スクロール/リビュー>ボタン

(ビューボタンの左)はハイライト表示になります。 
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[対策]　<スクロール/リビュー>ボタンをクリックすると、通常通り

記録します。

[原因]　サンプリング速度は極めて遅い設定になっており、横軸が圧

縮され過ぎてデータを表示するのに時間が係るため。

[対策]　サンプリング速度と<ビュー>ボタンをチェックし、必要なら

設定を変更する。

[原因]　トリガーがユーザに設定されてなく、Chartがトリガーイベ

ント待ちになっているかもしれません。この場合時間軸上の記録中ス

テータスインジケータには'トリガーの待機中'の表示が表われます。

[対策]　Setupメニューからトリガーを選択して、トリガーダイアロ

グボックスの<イベント>を<ユーザ>に設定し直してください。

マクロのトラブル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マクロが指定通りに作動しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[対策]　マクロが適切なものか、同じ名称をもつ別のマクロではない

かを確認してください(マクロ名称が重複していると、最後にメモ

リーにロードされたマクロが使用されます)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[対策]　ステップと作成場所をチェックして、思い違いをしていない

かどうかを確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[対策]　マクロが新しいものである場合、ステップが正しく作成され

ていない可能性があります。特に連続反復が不適切な箇所で終わって

しまった可能性がありますので、再度作成し直してください。

クラッシュ

Chartが突然終了したり、クラッシュ、フリーズしてしまう。

[原因]　Chartが突然終了したりクラッシュした場合、システムのト

ラブルが原因かもしれません。このトラブルが繰り返し発生したら、

システムコンフィギュレーションが標準的で無いことが主因と思われ

ます。
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[対策]　ハードウエアのガイドとご使用のコンピュータに付属してい

るマニュアルを参考にして、この問題の解決方法を検討してくださ

い。テクニカルサポータに相談する必要があるかもしれません。

[原因]　使用しているファイルが不良になったかディスクの損傷、特

にフロッピディスクから転送した場合に問題が発生した恐れがありま

す。

[対策]　ディスクチェック用のソフトウエアを使って、問題の発見、

解決を試みてください。 

[原因]　アプリケーションディスクのどこかにトラブルがある場合。

[対策]　オリジナルのロックされたディスクからChartを再度インス

トールしてください。

[原因]　コンピューターウィルスが問題の原因かもしれません。

[対策]　ウィルス対策用ソフトウエアでディスクをチェックしてくだ

さい。ウィルスが発見されたら、感染の可能性のあるすべてのコンピ

ュータ、ディスク、バックアップをチェックして、発見された場合は

その感染を完全に除去してください。

[原因]　プログラム自体に問題がある可能性もあるかも知れません。

[対策]　トラブルが再発するか確かめて下さい。再発するなら、どの

様な状況で起こったかできるだけ詳細に把握して(コンフィギュレー

ションダイアログボックスを使って下さい。使用サンプリング速度な

ども加えて)当社までご連絡下さい。早速、対策を考えます。
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ライセンス及び保証承諾書

範囲

この承諾書はADInstruments Pty Ltd (以
下、ADIとする)とADI製品ーーソフトウエ
ア、ハードウエア、またはその両方ーーの購
入者（以下、購入者とする）との間のもの
で、ADI側、購入者と製品のユーザー側にか
かわるすべての履行義務と責任を包括してい
ます。購入者（又は、いかなるユーザー）は
本製品を使用することによって、この承諾書
の条件を受諾するものとします。この承諾書
に関する変更はすべて文書で記録され、ADI
と購入者の同意を必要とします。

著作権と商標

ADIは当社が独自に開発してきたコンピュー
タソフトウエア、及びMacLab装置を含む
ハードウエアの所有権を有しています。ADI
のソフトウエア、ハードウエア、付随する文
献はすべて著作権により保護されていて、い
かなる事情においても再生したり、変更する
こと、また派生品を作成することは一切認め
られていません。ADIは自社商標に対する独
占所有権を維持し、会社名、ロゴ、製品名の
商標を登録しています。 

責務

購入者、及びADI製品を使用する者はすべ
て、ふさわしい目的のもと分別ある態度で製
品を使用することに同意します。また自分の

行為、及びその行為による結果に対して責任
をとることに同意します。

ADI製品に問題が生じた場合、ADIは全力で
その解決に対処します。このサービスは問題
の性質により、請求金額が生じる場合もあり
ますが、本承諾書の別項の条件に従うものと
します。 

制限

ADI製品の性能は外部要因（例えば、使用す
るコンピュータシステア）に影響されますの
で、製品の機能に対する絶対的な信頼性は保
証されるもではありません。本承諾書に包含
されている以外は、ADI製品は関しては、明
示、黙示または法令化を問わず、いかなる保
証もなされません。従って、購入者には製品
に関する機能や信頼性、及びその使用の結果
に関してのすべてのリスクがあります。ADI
製品を使用、または誤用することによって生
じる損傷はいかなる種類のものであっても、
その賠償をADIやその代理店、従業員に一切
請求することはできません。ADI製品はすべ
て高品質に製造されていて、付随する文献に
記述された通りに機能します。ハードウエア
の保証は制限がありますが、技術サポートは
全製品に提供されています。 
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ハードウエアの保証

ADIはハードウエアの購入者に対して、購入
日から１ヵ年は製品の材質、及び製品の欠陥
を無償補修します。欠陥があった場合は、
ADIが修理、または適切なものに交換しま
す。保証期間は修理や交換に費やした日数分
を延長します。購入者は欠陥製品を返送する
前に、ADIに連絡して返送許可を取得すべき
です。

この保証は正常に、かつ保証された作動環境
範囲内でハードウエアを使用した場合にのみ
有効です。ハードウエアを改造したり、物理
的、電気的に不適切な使用によるもの、環境
の不備によるもの、不適切な接続、標準品で
ないコネクターやケーブルを使用したもの、
オリジナルのIDマークを変更したものには責
任を負いません。 

ソフトウエアのライセンス

購入者は供給されたADIソフトウエアを使用
するための非独占的権利が付与されます。
（例えば、購入者の従業員や生徒はこの承諾
書を遵法するならば使用する資格を許諾され
ます。）購入者はバックアップを目的として
ADIソフトウエアを複数コピーすることがで
きます。しかしソフトウエア購入者はいかな
る時も１台のコンピュータだけで使用するた
めの権利のみが付与されています。購入した
プログラムを複数コピーしても、同時に複数
のコピーを使用することはできません。サイ
トライセンス（複数ユーザーライセンス）は
たとえ１組のディスクしか提供されていない
場合でも、５枚のプログラアコピーを購入し
たかのように使用できるものです。 

技術サポート

購入者は『顧客登録フォーム』に必要事項を
記入して返送すると、購入日から１ヵ年、
ADI製品の技術サポートを無料で受ける権利
を有します。（顧客登録フォームは各製品に
付いていますが、なんらかの理由で見当たら
ない場合はADI代理店までご連絡くださ

い。）この技術サポートはインストール、操
作方法、特別使用、ADI製品を使用して生じ
る問題等に関するアドバイスやサポートを提
供するものです。 

管轄

この承諾書はオーストラリア、ニューサウス
ウエールズ州法を就拠法とし、これに関する
訴訟手続きはオーストラリア、ニューサウス
ウエールズ州最高裁判所に提訴、結審されま
す。
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